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　アメリカ合衆国東部、ニューヨーク州。ここスリーピーホロウは、マンハッタンから車で北へ一時間ほどのところにある小さな町だ。

　開かい拓たく時代に首のない騎き士しが夜な夜な馬に乗って村人たちの首をはねていったという物ぶつ騒そうな伝説が町名の由来だが、今は高級住宅地として知られており、緑豊かな環かん境きように大きな邸てい宅たくがゆったりと建ち並んでいる。

　時刻は午後三時。まばゆい初夏の日差しを浴びて、銀色のスポーツカーが町の中心部を駆かけ抜ぬけていく。

　ハンドルを握にぎっているのは、長い金きん髪ぱつをなびかせたスレンダーな美女だ。ご機き嫌げんな様子で、カーステレオから流れてくる曲を口ずさんでいる。

　助手席に座っているのは、さらさらの黒くろ髪かみと陶とう器きのようななめらかな肌はだを持つアジア系の青年。隣となりの女性とは対照的に、浮うかない表情でフロントガラスの先を見つめている。

　運転席の美女がゴージャスな赤い薔ば薇らだとしたら、助手席の青年は白い水すい仙せん、あるいは鈴すず蘭らんだろうか。ほっそりした華きや奢しやな体つきに繊せん細さいな顔立ち、一見地味だが、近づいてみるとはっとするほど美しい。

　スポーツカーは町を通り過ぎ、やがて森の中の一本道へたどり着いた。

「この森を越こえたら、もうじき別べつ荘そうよ」

　運転席のクレア・ロックハートに話しかけられて、ぼんやり景色に見入っていた森もり谷たに巡めぐるは振ふり返った。

　返事をしようと口を開くが、言葉が出てこない。彼女の整った横顔を見つめたまま固まっていると、クレアがくすくす笑い出した。

「緊きん張ちようしてるみたいね」

「……うん」

　どうにか声を絞しぼり出し、正面に目を向ける。

　六月の太陽に照らされた木々の緑が美しい。晴れた空のあざやかなブルーとは裏腹に、巡の心にはどんよりと霧きりが立ちこめていた。

（どうして引き受けちゃったんだろう……）

　形のいい唇くちびるから小さな吐と息いきが漏もれ、紅茶色の瞳ひとみを縁ふち取どる長い睫まつ毛げが物もの憂うげに揺ゆれる。

　──巡のアパートに親友のクレアが訪ねてきたのは二週間前のこと。

『急に来てごめん。ちょっと話があるんだけど、いい？』

　そう言って、クレアは手て土産みやげのコーヒーとクッキーの入った袋ふくろを掲かかげてみせた。

『いいよ、どうぞ。ちょうどコーヒー飲みたいなって思ってたんだ』

　巡とクレアはニュージャージー州にある名門プリンスタウン大学に通う大学院生で、巡は心理学、クレアは社会学を学んでいる。

　五年前に大学に入学したときから互たがいに顔は知っていたのだが、友人としてつき合い始めたのは入学から三年ほど経たってからのこと。学内で行われたＬＧＢＴのシンポジウムにボランティアスタッフとして参加した際、同じチームになったのがきっかけだ。

『よろしく。確かあなた、教育心理学の授業で一いつ緒しよだったわよね』

『ええ、文化人類学概がい論ろんでも同じクラスでした』

　それからちょくちょく言葉をかわすようになり、親交を深めていった。

　明るく社交的なクレアと人付き合いが得意ではない巡、まったくタイプの違ちがうふたりが意気投合したのは、とある共通点──ふたりとも十代の頃ころから同性愛者であることを自覚しつつ、周囲にそのことを隠かくしている──があったからだろう。

　巡はクレアに出会い、自分が同性愛者であることを初めて他人に告白した。

　恋れん愛あい経験皆かい無むの巡と違ってクレアには密ひそかにつき合っている恋こい人びとがいたが、表向きは友人ということになっていた。

『いつまでも黙だまっていられないし、いつかはカミングアウトするつもりよ。今はまだ心の準備ができていないだけ。巡は？　カミングアウトする予定はあるの？』

　いつだったか、ふたりで飲んでいたときにクレアに訊きかれたことがある。酒が入っていたこともあって、巡は心の奥底に秘ひめていた気持ちを口にした。

『僕は……いつか恋人ができたら、まずは両親に打ち明けて紹しよう介かいしようと思ってる』

　巡の答えに、クレアは笑えみを浮かべた。

『巡はもてるから、彼氏なんて作ろうと思えばすぐに作れるでしょ』

　クレアと出会ってから何度かゲイバーへ連れていってもらったが、声をかけてくるのは一夜限りの恋の相手を探している軽けい薄はくな男ばかりだった。それ以前の十代の頃も、町でナンパしてくるのは体目当てか金で巡を買おうとする最低の連中で……。

『ああいうのはもてるとは言わないよ』

　巡の言葉に、クレアも深々とため息をついた。

『だよね。私たちが求めてるのはカジュアルなつき合いじゃなくて、人生をともにできるパートナーだもんね』

『そう。一緒に歳としを取っていけるような運命の伴はん侶りよが見つかったら、周囲の人たちにも包み隠さず打ち明けるんだ』

　お互い、いつかそんな日が来るといいね。

　そう言って乾かん杯ぱいしたが、あれから約一年、状じよう況きようはまったく変わっていない。クレアのほうも、つい最近真しん剣けんなつき合いだと思っていた相手に裏切られて破局したばかりだ。

『話っていうのは、ちょっとした頼たのみごとなの』

　コーヒーを飲みつつ、クレアはさりげなく切り出した。

『僕にできることなら』

『ええ、あなたにしかできない役目よ。ただちょっと、面めん倒どうなことではあるんだけど』

『……何？』

　おそるおそる尋たずねると、クレアがコーヒーのカップを置いて身を乗り出した。

『兄貴の会社の創立記念日のパーティに、私の彼氏として一緒に行ってほしいの』

　クレアの申し出に、巡は彼女の青い瞳を凝ぎよう視しして固まってしまった。

『ええとそれは……彼氏のふりをしてほしいってこと？』

『そういうこと』

　食べかけのチョコチップクッキーを口に押し込み、巡はしばし視線を宙にさまよわせた。

　クレアは早くに両親を亡なくし、年の離はなれたふたりの兄が親代わりとなって育ててくれたと聞いている。クレア曰いわく、家長の長ちよう兄けいは厳格で生き真ま面じ目めなタイプで、レズビアンだなんて告白したら大揉もめに揉めるのは目に見えている……ということらしい。

　けれど日頃クレアからふたりの兄についての話を聞いていると、クレアが同性愛者であることを隠しているのはそれだけが原因だとは思えなかった。

　クレアは自分を育ててくれた兄を失望させたくないのだ。兄の期待に応こたえ、兄が思い描えがく〝理想的な妹〟でありたいと願っている。

　その気持ちは、ひとりっ子の巡にもよく理解できた。両親にはいい息子むすこだと思って欲しいし、余計な心配をかけたくない。

　巡もクレアも、カミングアウトできずにいるのは家族を失望させたくないからなのだ──。

『……僕にできるかな』

　迷いつつ口にすると、クレアにがしっと手を摑つかまれた。

『あなたにしかできないって言ったでしょう。私を信じて、任せてちょうだい』

　そういうわけで、巡とクレアはパーティに出席するためにスリーピーホロウにやってきたのだが……。

「あのさ、ここまで来ておいてなんだけど、やっぱりご家族に噓うそをつくのはよくない気がするんだ」

　先ほどからずっと考えていたことを、ぼそっと口にする。

「そう言うだろうと思ってた。けど、予定の変へん更こうはなしよ。巡は約束を守ってくれるって信じてる」

　言いながら、クレアは速度を緩ゆるめて道の端はしに車を停とめた。エンジンを切ってシートベルトを外し、巡のほうへ向き直る。

「どうしたの？」

　尋ねると、クレアがサングラスを外して笑みを浮かべた。

「実は、巡に言わなきゃならないことがあるの」

「……ちょっと待って。何か僕に隠してることが？」

「まあそんな感じね。ロックハート財ざい閥ばつって知ってる？」

「もちろん。アメリカ有数の大だい富ふ豪ごうの一族で……」

　言いかけて、巡ははたと口をつぐんだ。

　クレアが巡を見つめたまま、軽く肩かたをすくめてみせる。

「…………ちょっと待って。まさかあのロックハート一族だなんて言わないよね？」

「それが、残念ながらそうなの」

　シートにもたれて、巡は両手で顔を覆おおった。

「噓でしょう……」

　頭の中に、ロックハート財閥に関する知識が次々と浮うかび上がってくる。十九世紀に鉄道業で財をなし、今は不動産業やホテル業がメインで、近年は非営利団体を起たち上げて社会貢こう献けん活動に力を入れており……。

「ごめん。言ったら絶対断られると思って」

「うん、絶対断ってた」

　重大な情報を隠していたクレアを咎とがめるように、じっと睨にらみつける。

　唇の端に笑みを浮かべ、クレアがぽんぽんと巡の肩を叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶ、うちは本家じゃないから。兄貴ふたりは一応財団の理事ってことになってるけど、子会社のひとつを任されてるだけで、さほど派手な生活をしてるわけじゃないし」

　車の天てん井じようを見上げ、巡はため息をついた。

　クレアと友達になって二年ほど経つが、彼女があのロックハート一族の令れい嬢じようだとは思いもしなかった。去年までは大学の寮りように住んでいたし、これ見よがしにブランド物で着き飾かざったりもしていない。凜りんとした気品があるのでいいところのお嬢さんだろうとは思っていたが、まさかあのロックハート一族の令嬢だったとは。

「……わかった。引き受けたからには、ちゃんと彼氏役を務めるよ。けど、正直言ってお兄さんたちに信じてもらえるとは思えない。僕がぼろを出しそうになったら……」

「私がフォローするから安心して」

　巡の言葉を遮さえぎって、クレアが車のエンジンをかける。

「あなたは普ふ段だんから礼れい儀ぎ正ただしくて立ち居振ふる舞まいも上品だから、いつも通りにしてればいいのよ」




　　　　◇◇◇




「キャメロン、ここにいたのか」

　別べつ荘そうの二階のバルコニーで景色を眺ながめていると、スマートフォンを手にしたコンラッドがやってきた。

　手すりに寄りかかったまま、ふたつ年上の兄をちらりと見やる。

「ああ、ここにいる間、森の澄すんだ空気をたっぷり吸っておこうと思って」

　言いながら、キャメロンは木々の緑の眩まぶしさに目を細めた。

「マンハッタンで汚よごれた肺をクリーニングか」

　銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねを押し上げて、コンラッドも森に視線を向ける。

「さっきシドニーから電話があった。パーティは欠席とのことだ」

「まだ入院中？」

　従兄弟いとこのひとり、シドニー・ロックハートは一ヶ月ほど前に交通事故に遭あって病院に搬はん送そうされた。コンラッドとともに見舞いに行ったのだが、大きな事故だったわりに腕うでの骨折だけで済んだとかで、本人はけろっとしていた。

『降って湧わいた休きゆう暇かだと思うことにするよ。と言っても電話とパソコンがあればここでも仕事はできるから、完全な休暇ではないけどね』

　楽しそうに笑い、シドニーは入院生活のあれこれについてまくし立てた。

　もともとシドニーは陽気なタイプだが、入院中の身にしてはやけにご機き嫌げんでテンションが高く、ひょっとして頭を強く打ったのではと心配になるほどで……。

『大丈夫か？　ちょっと落ち着けよ』

　グラスに水を注いで差し出すと、受け取ったシドニーは一気に飲み干した。

『絶好調だ。聞いてくれ、ここで運命の出会いがあったんだ』

　そう言って、シドニーは目をきらきらと輝かがやかせた。

　運命の相手がいかに素す晴ばらしい青年か延々聞かされ……恋れん愛あいにはまったく興味がなさそうだったシドニーが恋こいに落ちたことにキャメロンは内心ひどく驚おどろき、同時にちょっとした焦しよう燥そう感かんにも駆かられた。

「お目当ての看護師とは、その後どうなったんだろう」

　キャメロンの呟つぶやきに、コンラッドが軽く眉まゆをそびやかす。

「さあな。けどシドニーは黙だまっていればいい男だし、目標を達成するためには努力を惜おしまない男だ。そのうち俺たちに紹しよう介かいしてくれる日が来るんじゃないかな」

「独身主義だと言い張ってた本家のクレイグも婚こん約やくしちまったし、そうなると一族の世話焼き係が俺たち兄弟のところに縁えん談だんを持ってくるぞ」

　軽口を叩くと、コンラッドは心底嫌いやそうな顔をしてみせた。

　キャメロンもコンラッドも独身主義者というわけではないのだが、結婚には及および腰ごしだ。

　ふたりとも長身で男前、学歴や社会的地位も申し分なく、かなりもてると言っていいだろう。けれど富豪一族に生まれついた者の宿命か、近づいてくるのは財産や地位が目当ての女性ばかりでうんざりしている。

　それでもいつか自分にも運命の伴はん侶りよが現れるのではないかと──こういったロマンティックな願望は口に出すのが気き恥はずかしいので誰だれにも話したことがないが──キャメロンは心のどこかで信じている。

（コンラッドは恋愛や結婚に夢を見てないから、そのうち世話焼き係が持ってくる縁談の中から適任者を選んで結婚しそうだけど）

　キャメロンは三十三歳になったばかりで、まだ焦あせるような歳としではない。

　従兄弟のクレイグやシドニーに運命の出会いがあったのなら、自分にもいつかきっとそういう相手が現れるはずだ──。

「クレイグはパーティに来るのか？」

「いや、イギリスに出張中だ」

「ああ、そういやこないだ理事会で会ったとき、婚約者同伴でイギリスに行くって言ってたっけ」

　互たがいに多た忙ぼうな身なので、噂うわさの婚約者にはまだお目にかかったことがない。けれど感謝祭かクリスマスに、一族の集まりで会う機会があるだろう。

「そろそろクレアが到とう着ちやくする時間だ」

　腕時計に目をやり、コンラッドが踵きびすを返す。

「今回はいったいどんな彼氏を連れてくることやら」

　コンラッドの後ろ姿を見送りつつ、キャメロンはぼそっと呟いた。

　年の離はなれた妹のクレアは、恋多き女性だ。

　いや、正確には、恋多き女性であるかのように振る舞っている。

　高校時代から会社のパーティや親族の集まりには毎回彼氏を同伴してくるものの、どの男とも長続きしない。ここ三年ほどは幼なじみのルイスとくっついたり離れたりをくり返していたが、数ヶ月前にルイスは別の女性と結婚してしまった。

（ま、あのふたりは本当につき合ってたわけじゃないしな）

　クレアとルイスを見ていて、キャメロンは早い段階でそのことに気づいた。

　ルイスは気立てのいい青年だが、クレアが熱を上げるようなタイプではない。第一ルイスは、子供の頃ころはクレアの舎しや弟ていのひとりだった。

　世の中には女王さまと下げ僕ぼくという組み合わせのカップルも存在する。けれどクレアとルイスの間には、男女関係にある者同士特有の空気は微み塵じんも感じられなかった。おそらくルイスはクレアに弱みを握にぎられたか何かで、彼氏のふりをするよう命じられたのだろう。

　空を仰あおぎ見て、キャメロンはふうっと息を吐はいた。

　──おそらくクレアは同性愛者だ。

　キャメロンは昔からこういった方面には鼻が利きく。何気ない言葉や仕草、本人も意識していないであろう視線や表情、そういったところに気づくのが人より早いと言うべきか。

　この能力のせいで知りたくもなかった恋愛関係──たとえば父親の不ふ倫りんなど──を知ってしまうこともあり、あまり嬉うれしいものではないのだが。

　クレアに関しては、本人がカミングアウトするまで黙って見守るつもりでいる。

　けれどキャメロンは、今年もクレアがパーティに彼氏を連れてくると聞いて内心がっかりした。

　おそらくクレアは、自分やコンラッドを失望させまいとしているのだろう。

（もっと俺たちを信しん頼らいして、本当のことを打ち明けてくれたらいいのに）

　クレアの性的指向に口出しする気はない。コンラッドも、礼儀作法などに関しては多少口うるさいところがあるが、クレアの生き方を否定したりはしないはずだ。

　物思いに耽ふけっていると、木立の向こうから銀色のスポーツカーがやってくるのが見えた。

　運転しているのはクレアだ。フロントガラスに太陽の光が反射し、助手席に座っている人物の顔はよく見えない。

　手すりにもたれて、キャメロンは玄げん関かん前に停車したスポーツカーを見下ろした。

　サングラスをかけたクレアが運転席から降り立ち、つづいて助手席のドアが開いて黒くろ髪かみの青年が現れる。

（ずいぶんと華きや奢しやだな）

　キャメロンの位置からは後ろ姿しか見えないが、水色のシャツにベージュのコットンパンツ、ダークブラウンの革かわ靴ぐつという小こ綺ぎ麗れいな格好の青年はかなりの細身だった。

　新しい彼氏を連れてくるとは聞いていたものの、ちょっと意外な印象だ。ついにクレアがカミングアウトする決意をして女性の恋人を連れてきたのかとも思ったが、薄うすすぎるほどの平らな胸むな板いたや小さく引き締しまった尻しりの形から男性であることが窺うかがえる。

　ふたりはバルコニーからキャメロンに見下ろされていることには気づかず、何やら言葉をかわしている。クレアのリラックスした様子から、青年とは親しい関係であることが伝わってきた。

　青年がスーツケースを取り出そうとトランクを開ける。

　ちらりと見えたその顔に、キャメロンははっと息を吞のんだ。

（これはまた……えらく綺麗な男を連れてきたな）

　象ぞう牙げのような白い肌はだに、さらさらの黒髪。遠目にも顔立ちが整っていることがよくわかる。

　社交界にも綺麗な男は大勢いるが、アジア系らしきその青年の美び貌ぼうは、ちょっと見たことがないほど印象的だった。

「あ、自分の分は自分で持つからいいよ」

　スーツケースを運ぼうとした青年に、クレアが声をかける。

　青年の返事はよく聞き取れなかったが、重たげなスーツケースを取り出そうと四苦八苦している様子だった。

「貸して、私がやるわ」

　クレアがくすくす笑いながら、片手でひょいとスーツケースを持ち上げる。青年も照れくさそうに笑って、残りのスーツケースを慎しん重ちような手つきで抱かかえ下ろした。

　クレアは身長が百七十五センチあり、一見スレンダーではあるが、水泳で鍛きたえた頑がん丈じような筋肉を備えている。青年も身長はクレアとさほど変わらないように見えるものの、ほっそりした腕うでや腰が儚はかなげで頼たよりない。

（こんな可愛かわいらしい青年を彼氏役に抜ばつ擢てきするとは、クレアも大きな賭かけに出たもんだ）

　まるで姉と弟のようなふたりを、キャメロンはにやにやしながら見守った。




　　　　◇◇◇




「うわあ……」

　広々した玄関ホールに足を踏ふみ入れたとたん、巡は思わず感かん嘆たんの声を漏もらした。

　慌あわてて口をつぐみ、大理石の床ゆかに視線を落とす。

「大丈夫よ。誰も取って食ったりしないから、リラックスして」

　クレアが巡の緊きん張ちようを解きほぐすように軽口を叩たたくが、そのセリフにかえって想像力をかき立てられてしまった。

　お姫ひめさまの婚約者の身代わりとして城にやってきた羊飼いの青年が、正体を見破られたとたん城に棲すむ魔ま物ものに丸吞みにされ──。

「やあ、いらっしゃい」

　螺ら旋せん状の大階段の上、吹ふき抜ぬけの玄関ホールを見下ろすように取りつけられた渡わたり廊ろう下かからなめらかなベルベットのような声が降ってくる。

　驚おどろいて顔を上げると、ダークブロンドの男性が手すりにもたれるようにしてこちらを見下ろしていた。

「……っ！」

　再び感嘆の声を上げてしまいそうになり、すんでのところで飲み込む。

　天窓から差し込む光の下、男性の緩ゆるやかなウェーブのかかった髪がきらきらときらめいている。逆光気味なので表情はよく見えないが、それがかえってギリシャ彫ちよう刻こくのような整った顔立ちを強調していた。

　──なんて綺麗なんだろう。

　いつもなら日本風にぺこりと頭を下げて挨あい拶さつするところだが、神こう々ごうしささえ感じさせる光景に、巡は茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしてしまった。

「遅おそかったな、クレア」　>>>♥

　玄関ホールの脇わきへ延びた廊下から別の男性が現れ、はっと我われに返る。

　視線を向けると、スーツ姿の長身の男性に眼鏡めがねの奥からじろりと見下ろされた。

「途と中ちゆうで渋じゆう滞たいに巻き込まれたのよ」

　言いながらクレアが男性に歩み寄り、軽くハグしたあと振り返って巡に微笑ほほえみかけた。

「紹しよう介かいするわ。上の兄のコンラッドよ。コンラッド、こちらが私の彼氏の巡」

「ようこそ。コンラッドだ」

　大きな手を差し出され、慌てて笑えみを作って握あく手しゆに応じる。

　眼鏡の奥の青い瞳ひとみは、先ほど巡を検分するように一いち瞥べつしたときよりも幾いく分ぶん鋭するどさがやわらいでいた。

　それでも緊張するなというのは無理な話で──なんせ彼はあのロックハート一族の御おん曹ぞう司しだ──ぎこちない作り笑顔は、あまりいい印象を与あたえることができなかったかもしれない。

（この人が上のお兄さんってことは、彼はもうひとりのお兄さん……？）

　ゆっくりと階段を下りてくる足音に気を取られ、クレアとコンラッドの雑談が耳に入ってこない。視線をさまよわせていると、目の前に長身の男性が立ちはだかるのがわかった。

「キャメロン、久しぶり」

「ああ、久しぶりだな」

　クレアとハグしつつ、彼の視線が巡のほうへ向けられる。

　明るいブルーの瞳に見下ろされ、心臓がどくんと大きく跳はね上がった。

「きみがクレアの新しい彼氏だね。よろしく、もうひとりの兄のキャメロンだ」

「……はい、ええと、巡です。どうぞよろしく」

　差し出された大きな右手に、どぎまぎしつつ触ふれる。

　ぎゅっと握にぎり締められると同時に体の中心に電流が走るような感覚が訪おとずれ、巡はひどくうろたえた。

　おかしい。目の焦しよう点てんが合わなくて、視界がぼやけている。

　クレアのためにちゃんと彼氏役を演じなくてはいけないのに、まるで声を奪うばわれてしまったかのように言葉が出てこない──。

「長いドライブで疲つかれただろう。まずは部屋に案内しよう」

　コンラッドに声をかけられ、はっと我に返る。それが合図だったかのようにキャメロンの手が離はなれていき、巡は詰つめていた息をそっと吐はき出した。

「荷物を運ぶのを手伝うよ」

「えっ？　あ、僕の分は結構です……っ」

　キャメロンが巡のスーツケースを持ち上げようとしたので、慌てて辞退する。

「キャメロンは私の荷物を運ぶの手伝って。コンラッド、巡をお願いね」

　クレアがスーツケースを抱え、あとのふたつを顎あごで指し示す。

「はいはい、お姫さま。じゃあまたあとで」

　両手に軽々とスーツケースを携たずさえたキャメロンが、振ふり向きざまに微笑みかけてくる。

　くらりと目め眩まいを感じ、巡はさりげなく視線をそらした。







　別べつ荘そうは玄げん関かんホールを中心に左右に廊下が延びた造りになっており、巡が案内されたのは東側の二階の一室だった。

　落ち着いた色調のグリーンで統一された部屋を見渡し、ふうっと大きく息を吐く。

　マホガニーのベッドにライティングデスク、バルコニーのそばにはコーヒーテーブルと肘ひじ掛かけ椅い子すが置かれている。バスルームは最新式の設備で、棚たなにはふかふかのタオルが各種揃そろっていた。

（僕のアパートの総面積よりも広い……）

　場ば違ちがいな高級ホテルに迷い込んでしまったような、心こころ許もとない気分だった。

『足りないものがあったらなんでも遠えん慮りよなく言ってくれ』

　先ほど巡を部屋に案内してくれたコンラッドは、そう言ってすぐに部屋をあとにした。

　クレアとの交際についてあれこれ訊きかれずに済んで助かったが、素っ気ないのが少々気にかかる。

（僕のこと、まだ妹の彼氏として認めてないってことなんだろうけど）

　コンラッドの気持ちはよく理解できる。

　クレアは才気溢あふれる活発なタイプで、内気な自分とは正反対だ。見た目もアメリカ人の基準からするとひ弱で頼りなく、男性らしさに欠けている。

　自じ慢まんの妹がこんな冴さえない男を連れてきて、内心がっかりしているに違いない。

　持ってきた服をクローゼットのハンガーに掛けながら、巡は三泊ぱく四日の滞たい在ざいをどうやって乗り切ろうかと頭を悩なやませた。

　全部クレアに任せてやり過ごすか、それともクレアにふさわしい男だと認めてもらえるよう努力するべきか。

　ふいにドアをノックする音が響ひびき、ぎくりとする。

　真っ先に脳のう裏りに浮うかんだのは、なぜかキャメロンの明るいブルーの瞳だった。

「私よ」

　クレアの声に、全身に巻きついた緊張がするすると解けていく。

　考えてみれば、キャメロンがわざわざ自分の部屋を訪ねてくるわけがないのだ──。

「どうしたの？」

　ドアを開け、クレアを招き入れる。

　するりと部屋に入ったクレアは、後ろ手にドアを閉めて間合いを詰めてきた。

「どうしてるか気になって。コンラッドに何か訊かれた？」

「ううん、何も……。僕を部屋に案内してくれて、すぐに出ていったから」

「そう、よかった」

　ほっとしたように言って、クレアはベッドの端はしにどさりと掛けた。

　巡も隣となりに座り、気になっていたことを口にする。

「どうかな。あんまりいい印象を持ってもらえなかった気もするけど」

「なんで？」

「……なんていうか、そんな印象だったから」

　慎しん重ちように答えると、クレアがくすくすと笑った。

「気にしないで。コンラッドは誰だれに対しても素っ気ないの。あれが通常運転」

「そうなの？」

「ええ、愛あい想そという言葉とは無む縁えんの男よ。うちでは昔からよく言ってたの。コンラッドがママのお腹なかに忘れてきた愛想を、キャメロンがふたり分持って生まれてきたって」

　キャメロンの名前が出てどきりとする。

　正直なところ、コンラッドにどう思われたかよりも、キャメロンの目に自分がどう映っていたかのほうが気になっていた。

「キャメロンはあなたのことが気に入ったみたいよ。今まで連れてきた彼氏の中でいちばん可愛かわいいって褒ほめてた」

　じわりと頰ほおが熱くなる。

　他ほかの人に言われても嬉うれしくもなんともないのに、なぜか胸がざわめいて巡は戸と惑まどった。

「それって褒め言葉？」

　赤くなった顔を見られないようにそっぽを向いて、ぼそっと呟つぶやく。

「キャメロンは愛想はいいけど、実は結構辛しん辣らつなの。今までの彼氏に対しても、歯に衣きぬ着せぬ率そつ直ちよくな意見を述べてきたわ。否定的な意見を言わなかったのはあなたが初めてよ」

「……そうなんだ」

　言いながら、巡は立ち上がってバルコニーのほうへ歩み寄った。

　クレアの言葉を百パーセント信じたわけではないが、心がほんのり弾はずんでいるのがわかる。

「あとで別荘の中を案内するね」

　巡のそばにやってきて、クレアがバルコニーに面したガラス扉とびらを開ける。

　さあっとさわやかな風が吹ふき込んできて、巡は森の緑の眩まぶしさに目を細めた。

「ここから見える森も別荘の敷しき地ちなの？」

「そうよ。一キロくらい先に小川があって、そこが隣との境界線」

「うわ、うっかり散歩に出たら道に迷いそう」

「ええ、ひとりで森に入るな、家が見える範はん囲いしか歩くなって親にも兄貴たちにも散々言い聞かされてきた。けどここに来たら森を散策するのがいちばんの楽しみなんだよね。新しん鮮せんな空気をいっぱい吸うと、心も体も生き返るから」

「森林浴か。いいね」

「ほんとは今すぐにでも行きたいんだけど、パーティの前に転んで顔を擦すりむいたりしたらまずいから自重するわ。パーティが終わってから、ちょっと散策しない？」

「ぜひ」

　クレアのほうへ振り返り、巡は頷うなずいた。







　その晩のディナーは、巡にとって緊きん張ちようを強しいられるものとなった。

　メンバーはクレアと巡、コンラッドとキャメロン、それにクレアたちの伯お母ばのメラニー・ロックハート。

　場所はフォーマルダイニングで料理は地元のシェフが担当し、きちんとした制服姿のメイドが給きゆう仕じをしてくれた。

　メラニーはクレアの亡なくなった父親の姉で、何年か前に夫を亡くし、今はニューヨークで気ままなひとり暮らしをしているのだという。

　ディナーの前に、クレアが部屋にやってきて忠告してくれた。

『伯母さんはとにかく詮せん索さく好きで……。あれこれ訊かれると思うけど適当に当たり障さわりのないことを言っとけばいいから。もちろん私もフォローするし、意地悪な人じゃないから心配しなくて大だい丈じよう夫ぶよ』

『了りよう解かい。僕の親しん戚せきにも詮索好きな人はいるから慣れてるよ』

　そうは言ったものの、自己紹しよう介かいをしてテーブルに着くなり質問攻こう撃げきが始まるとは思わなかった。

「あなた、日系人なんですって？　ご出身はどちら？」

「オレゴン州のポートランドです」

「ご両親も？」

「いえ、ええと、父はシアトルで生まれ育った日系三世ですが、母は日本から留学中に父と知り合って……」

「まあ、そうなの。お父さまは何をなさってるかた？」

「会計士です」

「お母さまは？」

「母はフリーランスの翻ほん訳やく業です。ときどき通訳も」

「あなたも日本語を話せるの？」

「ええ、幼い頃ころ、母とは日本語で会話してました。読み書きはちょっと苦手なんですけど」

　前菜を食べ終える頃に、巡は自分の認にん識しきが甘かったことを理解した。

　クリスマスや感謝祭に親戚が集まる際は、人数が多いので詮索好きな人から逃にげるのは簡単だ。けれど五人だけのディナーでは逃げ場がない。

「伯母さん、巡にゆっくり食べさせてあげてよ」

「そうそう、これは冷めないうちに食べないと台無しだ」

　巡が返事に詰つまるたびにクレアとキャメロンがフォローしてくれたが、それでも料理を味わうどころではなかった。

　メラニーはなかなかのやり手で、直球と変化球を巧たくみに使い分けて情報を引き出そうとする。

　過去の恋れん愛あいについてもさりげなく探さぐりを入れられ──メインディッシュが終わったところでメラニーがしみじみと「それにしても、こんな美青年だとさぞかしもてたでしょうね」などと言うので「いえ、全然そんなことないです」と軽く受け流したのだが、そのとたんに「あら、ほんとに？　じゃあクレアが初めての恋こい人びと？」などと直球が飛んでくるといった具合で、とにかく一いつ瞬しゆんも気が抜ぬけない。

「誰にでも過去はある。私は気にしてない」

　その場はクレアがそう言って収めたが、過去どころか現在も恋愛経験皆かい無むの巡はひどくうろたえてしまった。

「プラスになる恋愛なら私も反対はしないわよ。独身のうちにいろいろ経験しておくのは悪いことじゃないし。でもキャメロンが前につき合ってた駆かけ出しの女優、あれはひどかった」

「彼女とはつき合ってたわけじゃない。今だから言うけど、俺は売名行こう為いに利用されただけで」

「そう聞いても驚おどろかないわね。彼女、自分のことしか考えてなかったもの」

　その後はしばらくコンラッドやキャメロンの過去の恋人たちへの苦言タイムとなった。

　質問攻撃から逃のがれることはできたが、人の悪口を聞かされるのはあまり気分のいいものではない。とりわけキャメロンの過去の恋人たちの話は、なぜか巡の胸をざわつかせ……。

「ところであなたたち、結けつ婚こんは考えてるの？」

　ディナーの最後を飾かざるデザートのチョコレートムースが運ばれてきて、もうすぐこの苦行から逃れることができると油断していたところへ、いきなりメラニーが切り込んできた。

　クレアがうんざりした表情でムースを口に詰め込み、答えなくていいよと言うように小さく手を振ふる。

「いくらなんでも気が早すぎますよ。ふたりともまだ学生だ」

　巡がスプーンを持ったまま固まっていると、キャメロンが助け船を出してくれた。

「あら、早すぎるなんてことはないわ。私が結婚したのは二十二歳のときで……」

「伯母さん、結婚のタイミングは人それぞれなの」

　クレアが苛いら立だちをにじませた声で遮さえぎる。

　普ふ段だんの彼女だったらそのあとに「余計なお世話よ」とか「口出ししないで」と付け加えるところだが、それらをぐっと飲み込むのがわかった。

「でもねえ、あなたたち三きょうだいがみんな独身だから心配してるのよ。そうそうコンラッド、先日のチャリティオークションを主しゆ催さいしたケスナー夫人を覚えてる？　娘むすめさんにお会いしたんだけど、とても素す敵てきなお嬢じようさんで……」

「勘かん弁べんしてください。デートの相手は自分で見つけます」

「じゃあキャメロンは？」

　コンラッドの不ふ機き嫌げんな様子にもまったく怯ひるまず、メラニーが期待に満ちた目つきでキャメロンを見やる。

「俺もパスです。伯母さんとは好みのタイプが違ちがうんで」

　冗じよう談だんめかした言い方だったが、結構棘とげのあるセリフだ。さすがのメラニーも皆みなの苛立ちに気づいたらしく、軽く肩かたをすくめて皿に残ったムースを片付けにかかった。







　ディナーは九時過ぎにお開きになり、毎晩十時に就しゆう寝しんするというメラニーは寝室に引き上げていった。

「俺たちは寝ねるにはまだ早いよな。コーヒーか、それともワインでもどう？」

　キャメロンの誘さそいに、コンラッドが首を横に振る。

「俺は仕事がちょっと残ってるからパスだ。きみたちでゆっくり楽しんでくれ」

「わかった。おやすみ、兄さん」

「今夜はどうもありがとうございました」

　挨あい拶さつをかわしてコンラッドの後ろ姿を見送り、巡とクレア、キャメロンの三人で客間へ向かう。客間の一角には本格的なバーカウンターがあり、棚たなにはリキュールの壜びんがずらりと並んでいた。

「俺がバーテンダー役をやろう」

　キャメロンがジャケットを脱ぬぎ、シャツの袖そでをまくってカウンターの内側に立つ。

「ウィスキー、ダブルでお願い」

　スツールに掛かけて、クレアがカウンターに肘ひじをつく。

「巡は？　カクテルの材料はだいたい揃そろってるし、学生時代にバーテンダーのバイトをやってたからリクエストにお応こたえできるよ」

　慣れた手つきでクリスタルのグラスに氷を入れながら、キャメロンがカウンター越ごしに魅み惑わく的な笑えみを浮うかべてみせる。

「それじゃあ……ダイキリをお願いできますか？」

　食事のときは正気を保つためにワインを控ひかえめにしていたのだが、なんとか乗り切ることができたので、少しだけ酔よいに身を任せたい気分だった。

　巡のリクエストに、キャメロンが「了解」と頷うなずいてカウンター下の冷蔵庫からライムジュースの壜を取り出す。

「メラニー伯お母ばさんの詮索好きは、いつになったら収まるのかしらね」

　キャメロンがシェイカーを振る仕草にうっとり見とれていると、隣となりの席でグラスを傾かたむけていたクレアがため息混じりに吐はき出した。

「一生直らないさ。根気強くかわしていくしかない。はい、どうぞ」

　目の前にダイキリのグラスが置かれる。至近距きよ離りでキャメロンの視線を感じ、巡はどぎまぎしながら礼を言った。バーテンダー時代のキャメロンに、どれほど多くの女性たちがノックアウトされたのだろう、と思いつつ。

「ごめんね、巡。根ね掘ほり葉掘り訊きかれてうんざりしたでしょう」

「まあ、覚かく悟ごはしてたから……」

　キャメロンの視線から逃れるように、体ごとクレアのほうへ向き直る。

　と同時にスマホの着信音が鳴り始め、巡は驚いてグラスを落としそうになってしまった。

「私のだわ」

　クレアがジャケットのポケットからスマホを取り出す。液えき晶しよう画面に視線を落とし、「ごめん、ちょっと失礼」と呟つぶやいて席を立った。

　クレアが客間を出ていき、キャメロンとふたりきりで取り残された巡は、再び緊きん張ちようがこみ上げてくるのを感じた。

　キャメロンがもう一いつ杯ぱいダイキリを作ってグラスに注ぎ、ぐいと呷あおる。

「伯母さんは困った人だけど、おかげできみのことをいろいろ知ることができたよ」

「……そうですね」

　どう反応していいかわからなくて、巡は視線をそらしたまま相あい槌づちを打った。

　ふいにキャメロンが、可お笑かしそうにくくっと笑う。

「そう身構えなくても、言葉通りの意味だ。うるさい兄貴だと思われることなく、きみのことを知ることができてよかったなと」

「そんな、うるさいだなんて思いません。大事な妹さんとおつき合いさせていただいてるわけですから」

　慌あわてて言い募つのると、キャメロンが目を眇すがめるようにしてじっと巡の顔を見下ろした。

　薄うす暗ぐらい照明の下、青い瞳ひとみは昼間とは違った深い群ぐん青じよう色いろをたたえている。

　魅み入いられたように見つめているうちに夜の海に引き込まれていくような錯さつ覚かくに囚とらわれ、巡はくらりと目め眩まいを覚えた。

　どうも変だ。酔っていないと思っていたが、自分で思っている以上に酒がまわっているのかもしれない──。

　どれくらいそうしていたのだろう。キャメロンがふっと表情をやわらげ、それを機に奇き妙みように固まっていた時間が動き始める。

　現実に戻もどろうと、巡はダイキリを喉のどに流し込んだ。

　ライムの香かおりがふわりと漂ただよい、ぼんやりしていた意識を刺し激げきする。

「ひとつ忠告しておこう。明日のパーティにはクレア目当ての男が何人か来る。いろいろ言われるだろうけど、気にしなくていいから」

「……ええ、妹さんにもそう言われてます」

　空になったグラスを置いて、巡はカウンターの上で所在なく両手を握にぎり合わせた。

「憂ゆう鬱うつな表情だな。パーティに出るのが嫌いやになった？」

　キャメロンの軽口に、巡は苦く笑しようした。

「いえ、ここまで来たからにはちゃんと出席します」

「いいね。きみのいいところはその真ま面じ目めさだ。これまでクレアが連れてきた彼氏は伯母の質問を混ぜっ返したり冗談でごまかしたりしてちゃんと答えようとしなかったけど、きみは真しん摯しに答えようと努力していた」

　思いがけず褒ほめられて、じわっと頰ほおが熱くなる。

　けれど同時に、クレアの恋こい人びとのふりをして周囲を騙だましていることが心苦しくて、胸がちくちくと痛んだ。

「クレアが選んだ恋人なんだから、自信を持って堂々と振ふる舞まえばいい」

　キャメロンの励はげましに、巡は曖あい昧まいに頷くことしかできなかった──。








２






　──翌日の午後七時。

　スリーピーホロウの中心部にあるホテルの大広間は、〈ロックハート・オーガニゼーション〉の創立二十周年記念パーティに招待された人々で大いに賑にぎわっていた。

（うわー……映画の世界だ）

　クレアと腕うでを組んで大広間に足を踏ふみ入れた巡は、早くも華はなやかな空間に気け圧おされつつあった。

　高い天てん井じよう、きらめくシャンデリア、染しみひとつない深しん紅くの絨じゆう毯たん──会場のあちこちにはシックな色調の花が飾かざられている。

　何よりも巡をたじろがせたのは、正装に身を包んだ招待客たちだ。男性はタキシード、女性はロングドレスで、シャンパングラスを片手に談笑している。

　当然ながら、巡もタキシード姿で──。

『パーティに着ていく服はこっちで用意するから心配しないで』

　スリーピーホロウ行きが決まったとき、クレアがそう申し出てくれた。

『いいよ、スーツなら持ってるし』

『遠えん慮りよしないで、私のドレスと色を合わせたいの』

　クレアに押し切られる格好で厚こう意いに甘えることにしたのだが、まさかタキシードを着る羽目になるとは思わなかった。

　タキシードはもちろんのこと、シャツや靴くつもサイズがぴったりで着き心ごこ地ちは抜ばつ群ぐんだ。けれど服に着られている感じがして、どうにも落ち着かなかった。

　フォーマルな晩ばん餐さん会に参加した経験がないわけではない。毎年学長が主しゆ催さいするディナーパーティに成績優ゆう秀しゆう者が招待されるのだが、巡は二度出席している。

　けれど大学のパーティとロックハート家のパーティでは格が違ちがいすぎる。ここにいる客は巡を除いて皆みな本物のセレブリティで、フォーマルパーティが日常茶さ飯はん事じの人々だ。巡のように緊張したり気圧されたりすることなく、パーティを楽しんでいる──。

「こんばんは、クレア。久しぶりね」

　大広間に足を踏み入れて数歩も歩かないうちに、さっそく招待客のひとりに声をかけられた。

「こんばんは、ウィリアムズさん。ご無ぶ沙さ汰たしてます」

「こちらの素す敵てきな殿との方がたはどなた？」

「ああ、紹しよう介かいします。私の恋人の巡です」

　クレアに腕を引き寄せられて、巡はぎこちない笑えみを浮うかべた。

「初めまして。クレアとは同じ大学に通う同級生なんです」

　リハーサル通りの挨あい拶さつをすると、五十代くらいのその女性もにっこりと微笑ほほえみかけてくれた。

「私の息子むすこもプリンスタウンの卒業生なのよ。今日も一いつ緒しよに来てるの。きっとあなたたちと話が合うと思うわ」

「そうなんですか。ぜひお会いしたいです」

　一いつ生しよう懸けん命めい笑顔を作っていると、今度は別の女性が声をかけてきた。

「クレア！　しばらく見ないうちにますます綺き麗れいになったわね」

「あなたもすごく素敵よ。ああ、紹介するわ、私の恋人なの」

　さすがロックハート家の令れい嬢じよう、クレアの振る舞いは堂々としていた。次から次へと話しかけてくる客たちに巡を紹介し、合間にさりげなくウェイターを呼び止めて、巡にもシャンパングラスを手て渡わたしてくれる。

　会場の中央にたどり着くまでに、十人以上と言葉をかわしただろうか。三人目あたりから名前も顔もうろ覚えだが、これまでのところ大きな失敗もなく彼氏役を演じることができているように思う。

　クレアが従姉いとこだという女性と話し込み始めたので、巡は束つかの間の休きゆう憩けいを取ることにして、ほんの少しシャンパンを口にした。

　よく冷えたシャンパンは、大学のパーティで出されるものとは比べものにならないほど美味だった。フルーティな香り、上品な味わい、口の中で弾はじける泡あわまで完かん璧ぺきだ。

（今夜は正気を保っとかないといけないんだから、飲み過ぎちゃだめだ）

　一気に飲み干したい欲望を抑おさえてちびちび飲んでいると、ふと頰の辺りに誰だれかの視線を感じた。

　顔を上げると、人ひと垣がきの向こうにキャメロンの姿が見えてどきりとする。

　キャメロンはこちらを見ていたわけではなく、年配の男性と談笑しているところだった。

　誰かの視線を感じたのは気のせいだったらしい。グラスを傾かたむけながら、巡はそれとなくキャメロンを目で追った。

　黒いタキシードをまとったキャメロンは、ため息が出るほど美しかった。これだけ大勢の人がいるのに、彼にだけスポットライトが当たっているかのように光り輝かがやいている。

（なんか映画スターみたいだ……）

　華やかな美形は好みのタイプではないはずなのに、なぜか目が離はなせなかった。ついつい目で追ってしまうのは、これほど圧あつ倒とう的てきな存在感を持つ男性を今まで見たことがなかったせいだろう。

　距きよ離りが近いと眩まぶしすぎて直視できないが、これくらい離れていればじっくり見ることができる。高い鼻び梁りよう、すっきりした頰のライン……うっとりと見入っていると、ふいにキャメロンの視線がこちらへ向けられた。

「……っ」

　目が合った瞬しゆん間かん、キャメロンが口元に笑みを浮かべるのがわかった。

　小さく手を振られ、どきまぎしながら軽く会え釈しやくをする。

「巡、シャンパンもう一いつ杯ぱい飲む？」

　クレアに話しかけられ、巡は慌あわてて振り返った。

「えっ？　ううん、頭をしゃんとさせておきたいからこれでやめとくよ」

「私は飲まなきゃやってられないわ」

　二杯目のシャンパンを手に、クレアが体を屈かがめて耳元でこそっと呟つぶやく。

　クレアは巡よりも三センチほど背が高い。そのうえ今夜は踵かかとの高い靴を履はいているので、おそらく身長差が十センチほど開いている。

　アメリカでは女性のほうが長身のカップルは珍めずらしくないが、巡は体格も華きや奢しやだ。ちゃんとカップルに見えているだろうかと不安を覚えつつ、ちらりとキャメロンのほうへ視線を向ける。

「意外だわ」

「何が？」

　振り返って聞き返すと、クレアが唇くちびるの端はしを持ち上げるようにして笑みを作った。

「キャメロンみたいなタイプが好みだとは思わなかった」

　クレアのセリフに、ぎょっとして目を見開く。

「違うよ、ただちょっと、大勢の人の中でもひときわ目立ってるから……」

　慌てて巡は言い繕つくろった。

　好みのタイプというわけではないのは本当だが、なぜか彼に引きつけられてしまうのも事実だ。

　けれど恋こいしているわけではない。一ひと目め惚ぼれなんて信じていないし、出会ったばかりで恋れん愛あい感情を抱いだくなんてことはあり得ない。

「まあ、目立つのは確かね」

　シャンパングラスを傾けつつ、クレアがキャメロンのほうへ視線を向ける。

「でしょう？　さすが本物の御おん曹ぞう司しは違うなと思って」

　気き恥はずかしい気持ちをかき消そうと、巡は言い訳を重ねた。

　空になったグラスをそばのテーブルに置いて、クレアがこちらへ向き直る。

「キャメロンは王子さまだからね。コンラッドはちょっと気難しいところがあるんだけど、キャメロンは社交的だし優やさしいし、正統派の紳しん士しって感じ。だけど、お勧すすめはできない」

　青い瞳ひとみにじっと見つめられ、巡は戸と惑まどって目を瞬またたかせた。

「キャメロンは恋愛には本気にならないタイプなの。相手に夢中になって自分を見失うようなこともない代わりに、誰かと深い関係を築く気もない。さらっと軽くつき合って後あと腐くされなく別れるっていうカジュアルなつき合いにはいいけど、巡はそういう恋愛ができるタイプじゃないでしょう？」

　クレアの言葉に、なぜか胸にかすかな痛みが走る。

　気のせいだと言い聞かせ、巡は無理やり笑顔を作った。

「心配しなくても、本当にそういうんじゃないから」

　クレアはまだ何か言いたげな様子だったが、会場の前方のステージにコンラッドが登とう壇だんしたので会話はそこで途と切ぎれた。

「皆さま、本日は〈ロックハート・オーガニゼーション〉の創立二十周年記念パーティにお集まりいただき、どうもありがとうございます」

　会場から拍はく手しゆが起き、巡もグラスを置いて手を叩たたいた。

「スピーチが長いと退たい屈くつでしょうから手短に。十二年前に父が急きゆう逝せいし、大学を出たばかりの私が〈ロックハート・オーガニゼーション〉を継つぐことになったとき、正直なところ大いに戸惑いました。けれど多くの人々に支えられ、おかげさまで亡父が思い描えがいていた以上に事業を発展させることができ、感謝しております」

　コンラッドのやや早口のスピーチに、巡はじっと耳を傾けた。

　〈ロックハート・オーガニゼーション〉は医学分野の研究を支し援えんしている非営利団体だということ、数年前に団体の支援で心臓疾しつ患かんの画期的な治ち療りよう法を生み出すことに成功し、今はその手術のための人材育成に力を入れていること──クレアの彼氏のふりをすることで頭がいっぱいで、創立記念パーティに出席するというのに事業内容について何も知らなかった。

　キャメロンが弁護士の資格を持ち、〈ロックハート・オーガニゼーション〉の法務を担当していることも、スピーチで初めて知った。

（弁護士なんだ……）

　大だい富ふ豪ごうの御曹司なら働かなくても暮らしていけるのだろうが、コンラッドが団体の運営に情熱を傾けていることは、淡たん々たんとした口ぶりのスピーチからも充じゆう分ぶん伝わってきた。

　スピーチの中でキャメロンの功績を称たたえることも忘れず、紹しよう介かいされたキャメロンにも拍手が送られる。

「最後に、妹のクレアにも感謝を。まだ学生なのであまりプレッシャーはかけたくないのですが、いずれは団体の仕事に携たずさわってくれることを期待しています」

　会場から拍手と笑い声が起き、クレアが照れくさそうに肩かたをすくめた。

　スピーチが終わると会場の片かた隅すみに待機していたカルテットが軽かろやかなワルツの演奏を始め、会場がいっそう華はなやいだ雰ふん囲い気きになる。

　クレアが「ちょっと化け粧しよう室に行ってくるわ」と席を外したので、巡はシャンパングラスを手に壁かべ際ぎわへと移動した。

　緊きん張ちようは少しやわらいだものの、やはりこういう場では気き後おくれしてしまう。なるべく隅っこの、ひとけのない場所で呼吸を整えたかった。

　壁際にたどり着き、シャンパンをひとくち飲んで会場をぐるりと見まわす。

　人垣の向こうで、キャメロンがコンラッドと一いつ緒しよに夫婦らしきカップルと話しているのがちらりと見えた。

　無意識にキャメロンを探してしまったことに気づき、じわっと頰ほおが熱くなる。

　慌てて視線をそらして、巡はぬるくなったシャンパンを飲み干した。

「やあ、きみがクレアの新しい彼氏なんだって？」

　ふいに背後から声をかけられ、どきりとする。

　振ふり返ると、巡と同世代の青年がにやにやと笑いながらこちらを見下ろしていた。

「ええ……」

「フランク・ムーア、きみのライバルだ。よろしく」

　男が右手を差し出しながら自己紹介をする。

　いきなりライバル呼ばわりされて面めん食くらうが、これがキャメロンの言っていた〝クレア目当ての男〟のうちのひとりだろう。仕方なく巡も右手を差し出し、握あく手しゆに応じた。

「……っ」

　痛いほどに強く握にぎられ、思わず顔をしかめる。

「おっと、失礼。女の子みたいに華奢な手だから、つい」

　フランクのセリフに、巡はかすかに頰を引きつらせた。

　上流階級の子息が、ここまであからさまに挑ちよう発はつしてくるとは思わなかった。内心むっとしつつ、無表情で相手の顔を見上げる。

「へえ、顔も女の子みたいだな。メイクしてドレスを着れば、クレア顔負けの妖よう艶えんな美女になりそうだ」

　黙だまっていれば、フランクはいい男の部類に入るのだろう。けれど巡を小こ馬ば鹿かにしたように薄うす笑わらいを浮うかべたその顔は、ぞっとするほど醜みにくかった。

　こういう輩やからは相手をするだけ損だ。聞こえないふりをして、巡はフランクに背を向けた。

「おい待てよ。無視するなんて失礼じゃないか」

　冗じよう談だんめかした言い方だったが、巡の腕うでを摑つかんだ手には力がこもっていた。

　これはまずい事態かもしれない。騒さわぎになったら、クレアだけでなくコンラッドやキャメロンにも迷めい惑わくをかけてしまう。

　業ごう腹はらだが、ここは自分が謝って切り抜ぬけるしかない。

　振り返って、巡はフランクの憎にくたらしい顔を見上げた。




　　　　◇◇◇




　会場をぐるりと見まわしたキャメロンは、人ひと垣がきの向こうに巡とクレアの姿を見つけて目を細めた。

　クレアはシックなシルバーグレーのロングドレス、巡はグレーのタキシード姿だ。

　明るいグレーは、おそらくクレアのドレスと色調を合わせたのだろう。カップルらしい衣い裳しようで仲なか睦むつまじげに腕を組んでいるが、やはり姉と弟にしか見えない。

（身長や体格のせいだけじゃないな）

　シャンパングラスを傾かたむけつつ、キャメロンはそれとなくふたりを目で追った。

　クレアが大輪の花なら、巡は可か憐れんで清せい楚そな花だ。男性を花にたとえるのは不適切なのかもしれないが──実際キャメロンはこれまで綺き麗れいな男性を見ても花のようだと感じたことはなかったのだが、巡は見た目も所作も男性特有の猛たけ々だけしさが微み塵じんもなく、たおやかな印象は花としか言いようがない。

　かといって、女性的というわけでもないのが不思議なところだ。

　中性的、あるいは性別を持たない天使か妖精──。

「やあ、キャメロン。今日はお招きいただいてありがとう」

　くぐもった濁だみ声ごえに話しかけられ、キャメロンは現実に引き戻もどされた。

　仕事を通して知り合った医学博士に視線を向け、口元に笑えみを浮かべる。

「こちらこそ、来てくださってどうもありがとうございます。シアトルからはちょっと遠かったでしょう？」

「いやいや、妻がとても喜んでいてね。忙いそがしくてしばらく旅行なんてしてなかったから、ちょうどいい機会だと観光も兼かねて何日か滞たい在ざいすることにしたんだ」

「それはよかった。あとで奥さまにもご挨あい拶さつさせてください」

　博士としばし談だん笑しようする。進行中の研究についていくつか情報を交こう換かんし、博士が他ほかの人に話しかけられたのを機に「失礼」とその場を離はなれた。

　仕し事ごと柄がら、キャメロンはパーティには慣れている。

　大勢の人たちとにこやかに言葉をかわし、華やかな場所と時間をそれなりに楽しみ……たまに面めん倒どうだと思うこともあるが、決して嫌きらいではない。

（俺にとっては、仕事の一いつ環かんだしな）

　自分にとっては、というより、ロックハート家に生まれついた者の宿命と言うべきか。

　医学研究の支援には膨ぼう大だいな資金が必要で、資産の運用だけで賄まかなうには限界がある。企き業ぎようや個人から寄付金を集めるために、定期的にパーティやオークションなどのイベントを開いてもてなす必要があるのだ。

（クレアがもうちょっとイベントに協力してくれると、俺も本来の仕事に専念できるんだがな）

　弁護士の仕事は天職だと思っている。法律という広大な森の中で最善の道を探さぐり当て、リスクを避さけつつゴールへ向かう。裁判で勝つことも大事だが、キャメロンが何よりやり甲が斐いを感じるのは双そう方ほうが納なつ得とくできる地点にたどり着けたときの達成感だ──。

　今抱かかえている案件のことなどをつらつら考えているうちに、コンラッドのスピーチが始まった。

　いつもながら素っ気ない口ぶりだ。けれどコンラッドが誰だれよりも団体の発展に情熱を傾けていることは、一緒に働いている自分はよく知っている。

（完全にワーカホリックだな。少し休きゆう暇かを取らせないと）

　スピーチが終わりに近づき、コンラッドがキャメロンの功績に言げん及きゆうして謝辞を述べてくれる。人々の拍はく手しゆに、キャメロンは軽く手を挙げて応こたえた。

　スピーチが終わると、カルテットの演奏が始まった。

　これから約二時間、いつものように客をもてなす仕事に徹てつしなくては……と思いつつ、キャメロンの目は無意識に巡の姿を探していた。

　クレアと一緒なら、クレアが目立つのですぐに見つかるのだが、化粧室にでも行ったのか姿が見当たらない。

　何人かの客と挨拶をかわしつつ、会場内を探す。やがて人垣の隙すき間まから巡がひとりでぽつんと壁際にいるのが見えて、キャメロンは口元に笑みを浮かべた。

　まるで母親とはぐれた子供のように不安そうな表情だ。いかにもパーティに慣れていない様子が微笑ほほえましくて、グラスをテーブルに置いて救出へ向かう。

　しかし一歩進むごとに誰かしらに声をかけられ、十メートルほどの距きよ離りなのになかなか近づくことができない。

　失礼にならない程度に急ぐが、そうしているうちに巡に若い男が近づいていくのが見えた。

（さっそくフランクに捕つかまったか）

　フランク・ムーア──ニューヨークの資産家の御おん曹ぞう司しだ。クレアとの結けつ婚こんを目もく論ろんでいる野心家のひとりだが、紳しん士し的とは言い難がたい性格なのでクレアに嫌われている。

「へえ、顔も女の子みたいだな。メイクしてドレスを着れば、クレア顔負けの妖艶な美女になりそうだ」

　ふたりに近づくと、さっそくフランクが巡に無礼な言葉を浴びせているのが耳に入った。

　巡が表情を強こわばらせ、フランクに背を向ける。

「おい待てよ。無視するなんて失礼じゃないか」

　言いながら、フランクが巡の腕を摑む。

　まったく、失礼なのはどっちだ。大おお股またでフランクに近づき、キャメロンはフランクの肩かたを摑んだ。

「おやおや、フランクじゃないか。まさかと思うが、クレアの大事な人に意地悪してるんじゃないだろうな？」

　振ふり返ったフランクが、ぎょっとしたように目を見開く。

　同時に巡も振り返り、突とつ然ぜん現れたキャメロンに驚おどろいたように目を瞬またたかせた。

「そんな、まさか……っ」

　フランクが巡を摑んでいた手を離し、もごもごと口ごもる。

「そうか、ならいいんだが」

　笑みを浮かべたままぎろりと睨にらみつけると、親の金で遊び暮らしているお坊ぼつちゃんはたちまち戦意を喪そう失しつしたらしく、すごすごと退散した。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　フランクがいなくなると、キャメロンは巡の顔を覗のぞき込んだ。

「え、ええ……あの、ありがとうございます」

「あいつが言ったことは気にしなくていい。自分がクレアに相手にされないから、きみに八つ当たりしてるだけだ」

　胸の前でぎゅっと拳こぶしを握にぎり、巡が小さく頷うなずく。

　顔は青ざめ、握った拳がかすかに震ふるえていた。いきなり悪意をぶつけられ、ショックを受けたのだろう。

　思わず抱だき寄せて慰なぐさめたくなり、すんでのところで踏ふみとどまる。

　自分の中に湧わき上がった衝しよう動どうに戸と惑まどって、キャメロンは一歩あとずさった。

「ちなみにクレア狙ねらいの意地悪な男はこの会場にあとふたりいる。あいつと、あいつだ」

　自分のペースを取り戻そうと、遠巻きにこちらを窺うかがっている男に視線を向けて顎あごで指し示す。

「いろいろ言われるのは覚かく悟ごしてきましたから、大丈夫です」　>>>♥

　大きく肩で息をしてから、巡が顔を上げる。

　健けな気げな言葉に、キャメロンは再び庇ひ護ご欲よくが疼うずき始めるのを感じた。

「俺と一いつ緒しよにいれば絡からまれないよ。ちょっと外の空気を吸いに行かないか？」

　もう少し一緒にいたくて、キャメロンはさりげなく巡を誘さそった。

「えっと……そろそろクレアが戻ってくると思うので……」

「クレアならひとりでも大丈夫だ」

　言いながら見まわすと、会場に戻ってきたクレアが社交界の大おお御ご所しよの女性に捕まって話し込んでいるのが目に入った。

「ほら、ここにたどり着くまでに当分かかりそうだし。パーティであの女性に捕まったら、最低でも十五分は動けないんだ」

　冗じよう談だんめかして囁ささやきかけると、巡の強ばっていた表情がふっとやわらいだ。

「じゃあちょっとだけ」

「行こう」

　巡と肩を並べ、バルコニーへ向かう。

　ガラスの扉とびらを開けて広々したルーフテラスへ出ると、同じく会場の喧けん噪そうから逃のがれてきた先客が何人か、ぼんやり宙を眺ながめたりスマホを弄いじったりしていた。

　ひとけのない場所まで歩き、キャメロンは手すりにもたれて下界を見下ろした。

「パーティは苦手？」

　隣となりでおそるおそる下を覗き込んでいる巡に話しかける。

「ええ……ちょっと。初対面の人と話すのは緊きん張ちようします」

「緊張感を持つのは悪いことじゃない。俺たちきょうだいは子供の頃ころからパーティだのイベントだのに連れまわされて、そういう感覚がすっかり麻ま痺ひしてる。ときどきすれっからしの自分が嫌いやになるよ」

「僕は、人とうまく話せない自分が嫌になります」

「みんなそれぞれ悩なやみは尽つきないな」

　巡がふふっと小さく笑う。

　硬かたい蕾つぼみがほころんで、白い花弁がふわっと開いたかのような笑え顔がおだ。薄うす闇やみに咲さいた小さな花に、キャメロンは心臓をぎゅっと鷲わし摑づかみにされるのを感じた。

「……クレアのどこが好き？」

　巡の横顔から視線を引きはがし、無理やり話題を変える。

「ええと、僕は昔から引っ込み思案で……学内のシンポジウムのスタッフをしたとき、ひとりぽつんと浮ういていた僕にクレアが声をかけてくれたんです。明るくて社交的で、僕とは正反対だから、そこに惹ひかれたのかも」

　言葉を探しながら、巡が訥とつ々とつと答える。

　丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかい、そして少し鼻にかかった高めの声が耳に心ここ地ちいい。

「クレアは昔から面めん倒どう見みがいいんだ。常に世話をする対象を求めているというか。末っ子だから甘えん坊ぼうになりそうなものだが、自分が誰かを甘やかしたいタイプなんだろうな」

「頼たよりになるので皆みなに慕したわれてますよ。大勢いても、ひとりひとりに目を向けて気遣ってくれて……」

「ああ、クレアの美点のひとつだ」

　頷くと、こちらを見上げた巡と視線がぶつかる。

　何か言いたげな様子だったので、キャメロンは巡の言葉を引き出そうと微笑みかけた。

「どうかした？」

「……いえあの、あなたもクレアと同じように面倒見のいいかただと思って。僕がムーアさんに絡まれていることに気づいて、助けに来てくださったんでしょう？」

　間近で顔を覗き込まれて気き恥はずかしいのか、視線がゆらゆら揺ゆれている。

　ほんのりと染まった目め尻じりのあたりに匂におい立つような色気を感じて、キャメロンはひどく動どう揺ようした。

「……きみはクレアの大事な人だからね」

　巡から目をそらし、ぼそっと呟つぶやく。

（まずいなこれは）

　どうやら自分で思っているよりも深刻な事態かもしれない。

　初めて巡と会ったとき、自分の中に何か未知の感覚が走ったのは確かだ。今まで感じたことのない高こう揚よう感かんのようなもの……まさかと思うが、あれは一ひと目め惚ぼれというやつだったのだろうか。

　世間一いつ般ぱんではよく聞く話だが、自分は誰だれかに一目惚れするなどあり得ないと思っていた。

　確かに初対面で興味を引かれたし、言葉をかわすたびに好感度が上じよう昇しようしている。けれどそれが恋れん愛あい感情に結びつくとは限らないわけで──。

「ふたりとも、ここにいたのね。見当たらないから心配しちゃった」

　クレアの声に、キャメロンはゆっくりと振り返った。

　巡がほっとしたように表情をやわらげるのが目に入り、ちくりと胸が痛む。

　ふたりは偽ぎ装そう恋こい人びとだと決めてかかっていたが、クレアが同性愛者だというのはキャメロンの勘かん違ちがいで、本当に恋人同士という可能性もゼロではないのだ。

　これまでの交際相手とはタイプが違うが、巡には不思議な魅み力りよくがある。彼に癒いやしや安らぎを求めたくなる気持ちは、キャメロンにもよく理解できた。

「巡がフランク・ムーアに絡まれてたから、ちょっとね」

「うわ、最悪。あいつほんとうざいんだから。大丈夫？」

　クレアが顔をしかめ、気遣わしげに巡の肩に手を置く。

「大丈夫。すぐにキャメロンが助けに来てくれたから……」

　親しげに視線を絡ませ合うクレアと巡を、キャメロンは複雑な思いで見下ろした。

　まったく、妹に嫉しつ妬とする日が来るとは。

「そろそろ中に戻もどるよ」

　ふたりに背を向け、キャメロンは大おお股またでバルコニーをあとにした。




　　　　◇◇◇




　パーティは午後九時をまわった頃にお開きになった。

　といっても、主しゆ催さいのロックハート家の面々はすぐに帰るわけにはいかない。巡もクレアとともに来客を見送り、ホテルをあとにしたのは十時過ぎ、別べつ荘そうに戻ると時計の針は午後十一時を指していた。

　シャワーのコックを閉めて、ふかふかのバスタオルに顔を埋うずめる。

　体は疲つかれているはずなのに、パーティの緊張感や高揚感が残っているせいか、妙みように目が冴さえていた。体を拭ふき、髪かみを乾かわかして、Ｔシャツとパジャマのズボンを身につける。

　月明かりに誘われるように窓辺へ向かい、巡は夜空を見上げた。

（クレアは気にするなって言ってくれたけど……）

　憂ゆう鬱うつな気分でため息をつく。

　──パーティがお開きになったあと、クレアと一緒に客の見送りをしているときにトラブルが発生した。クレア狙いの男──フランク・ムーアではなくチャーリー某なにがしという青年が、クレアと口論になったのだ。

『やあクレア。新しい彼氏がどんな男か見に来たんだけど、俺には紹しよう介かいしてくれないのか？』

　チャーリーは酔よっていて、フランク同様、明らかに巡を見下していた。巡をじろじろ見やり、『これはまた、ずいぶん可愛かわいいのを連れてきたな。ほんとに彼氏か？』と薄笑いを浮かべ……。

『あんたには紹介しないわ。私の大事な人だから、どうでもいい人には紹介しないことにしてるの』

　クレアが冷たく言い放つと、チャーリーの顔が怒いかりで赤く染まった。

『おい、失礼じゃないか！』

『失礼はどっちよ！』

『クレア、落ち着いて……っ』

　慌あわてて割って入ろうとすると、チャーリーに突つき飛ばされてしまった。

　巡が尻しり餅もちをついたところでキャメロンが飛んできて仲ちゆう裁さいしてくれたのだが、せっかくのお祝いの場に水を差すような出来事に、ひどく居たたまれない気分になってしまい……。

『ごめん。僕が来たせいで、フランクやチャーリーを刺し激げきしてしまったみたいで』

　帰りの車の中で謝ると、クレアが驚おどろいたように目を見開いた。

『まさか、そんなことないって！　巡が謝る必要はまったくないわ。悪いのは礼れい儀ぎをわきまえていないあいつらなんだから』

『けど……僕を連れてきたのは失敗だったと思わない？　もっと男らしくて威い圧あつ感かんのあるタイプだったら、彼らもあんなふうに絡からんでこなかっただろうし』

『いいえ、それも違う。あいつらは私がどんな相手を連れてこようと気に入らないし、侮ぶ辱じよくしたくてたまらないの。貶けなしたって自分が選ばれるわけじゃないし、ますます評価を下げるだけなのにね』

　クレアが励はげますように手を握にぎってくれたが、パーティを台無しにしてしまった罪悪感は消えなかった。せめてもの救いは、客がほとんど帰ったあとで、口論を目もく撃げきしたのはごく数人だったことか。

『ほんとに気にしないで。上流階級のお坊ぼつちゃんたちが、皆が皆上品というわけではないってことがよくわかったでしょ。社交界にはびっくりするほど幼よう稚ちで非常識な人がいるのよ。それも結構な割合で』

　今なら大いに頷うなずける。巡も、まさかロックハート家のパーティであんなにあからさまに意地悪されるとは思っていなかった。

（キャメロンとコンラッドがいい人たちでよかった……）

　ふたりとも本物の紳しん士しだ。特にキャメロンはさすが弁護士というか、口論の仲裁が見事だった。毅き然ぜんとした態度でふたりを公平にたしなめ、尻餅をついたまま茫ぼう然ぜんとしていた巡を助け起こして気遣ってくれた。

　キャメロンに手を握られたときの感かん触しよくがよみがえり、巡はぶるっと背筋を震ふるわせた。

　ベッドに入る前に少し夜風に当たろうと、バルコニーのガラス扉とびらを開ける。

　半円形のバルコニーの手すりから月明かりに照らされた庭を見下ろしていると、隣となりの部屋のガラス扉が開く音がした。

　振ふり返って、ぎくりとする。

　隣りん室しつのバルコニーに出てきたのは、まさに今頭に思い浮かべていたキャメロンだった。

「やあ」

　目が合うと、キャメロンは笑えみを浮かべてこちらに近づいてきた。

「……こんばんは」

　どぎまぎしつつ、軽く会え釈しやくする。

　キャメロンとコンラッドは、巡たちが帰りの車に乗る際まだホテルに残っていた。ようやく帰宅できたところらしく、上着を脱ぬいで蝶ちようネクタイを外しただけの格好だ。

（隣の部屋だったんだ……）

　今いま更さらながら、キャメロンが隣室だと知って緊きん張ちようがこみ上げてくる。ガウンか何か羽織ってくるべきだろうが、足がバルコニーの床ゆかに貼はりついたかのように動けなかった。

　バルコニーは部屋ごとに取りつけられており、約三メートルほど距きよ離りがある。けれどパーティ会場のバルコニーと違って他ほかに誰もいないし、寝しん室しつのバルコニーというプライベートな領域で顔を合わせるのはなんとなく面おも映はゆい。

「眠ねむれない？」

「ええ……なんかちょっと気が高ぶってるみたいで」

「散々なパーティだったもんな。ロックハート家を代表して、不快な思いをさせてしまったことをお詫わびするよ」

「そんな、あなたに謝っていただく必要はありません。むしろお礼を言わないと……っ」

　慌てて言い募つのると、キャメロンが声を立てて笑った。

「言い訳するわけじゃないが、今夜のパーティはまだましなほうだ。こないだ俺が行ったチャリティパーティでは、某ぼう実業家の本妻と愛人が鉢はち合あわせして大乱らん闘とうになった」

「それは……見み応ごたえがありそうですね」

「ああ、手に汗あせを握る攻こう防ぼうだった」

　キャメロンが悪戯いたずらっぽく笑ってみせる。シャツの襟えり元もとのボタンがふたつほど外れていることに気づいて、巡はさりげなく視線をそらした。

　会話が途と切ぎれ、しばし沈ちん黙もくが訪おとずれる。そろそろ部屋に戻るべきだろうかと考えていると、キャメロンが手すりにもたれて身を乗り出してきた。

「ひとつ訊きいていいかな」

「えっ？　ええ」

「もしかして、クレアに彼氏のふりをするよう頼たのまれた？」

　キャメロンの言葉に、心臓が大きく跳はね上がる。

　思わず彼のほうへ振り向き、青い瞳ひとみと視線がぶつかってしまった。

「…………いえ、違ちがいます」

　表情を凍こおりつかせたまま、なんとか声を絞しぼり出す。

　頭の中は、このピンチをどう切り抜ぬけようかとパニックになりかけていた。

「ほんとに？　クレアはフランクやチャーリーを嫌きらってるから、恋こい人びとがいることにして彼らのアプローチをかわそうとしたのかと」

「いえ、ほんとにつき合ってます」

　先ほどは不自然な間が空いてしまったので、今度は即そく答とうする。

　噓うそをつくのは心苦しいが、クレアに無断で偽ぎ装そうをばらすわけにはいかない。いずれ本当のことを話すにしても、そのタイミングはクレアが決めることだ。

「あなたが疑いを持つ気持ちもわかります。僕とクレアでは釣つり合わないというか」

「そうは言ってないよ。きみは今までクレアが連れてきた男の中でいちばん礼儀正しくて真ま面じ目めな青年だし、俺もコンラッドもきみのことはとても気に入ってる」

「…………」

　青い瞳にじっと見つめられ、巡はじわっと頰ほおが熱くなるのを感じた。

　キャメロンは単に妹の彼氏として気に入っていると言っているだけで、他意はない。それはわかっているが、パーティであのようなことがあっただけに、肯こう定てい的な言葉は嬉うれしかった。

　ついつい青い瞳に見とれていると、ふっと視線がそらされる。

「ま、とにかく、俺はきみたちの味方だってことは忘れないで」

「……ええ」

　頷きながら、巡も慌てて視線を下へ向けた。

「じゃあ……おやすみ」

　キャメロンが少々ぎこちない口調で切り出す。

「……おやすみなさい」

　巡の返事も、少し声が上うわ擦ずってしまった。

　キャメロンの部屋のガラス扉が閉まる音がして、詰つめていた息をふっと吐はき出す。

　夜空を見上げると、先ほどまで皓こう々こうと輝かがやいていた月は雲に隠かくれていた。先ほどまでの高こう揚よう感かんが急速にしぼみ、胸の中に罪悪感が広がっていく。

　こんなに優やさしくしてくれる人に、自分は噓をついている──。

（今は無理でも、いつか本当のことを話せたらいいんだけど）

　そして噓をついたことを謝りたい。

　寝室に戻もどってガラス扉を閉め、巡は胸の前でぎゅっと拳こぶしを握りしめた。








３






　広々としたパーティ会場で、大勢の人たちが笑いさざめいている。

　クレアはどこにいるのだろう。

　いつのまにかはぐれてしまったクレアを捜さがして、巡は混雑したフロアを進んでいった。

　誰だれかに尋たずねようにも知らない人ばかりだ。そして、誰も巡に目をとめようともしない。

　群衆の中で孤こ独どくを感じて、巡はフロアの片かた隅すみで立ち止まった。

　いつものことだ。パーティでは気き後おくれして人とうまく話せず、壁かべに寄りかかって時間が過ぎていくのを待つだけ──。

『……っ』

　群衆の中にひときわ目立つ長身の男性の姿を見つけ、どきりとする。

　黒いタキシードを堂々と着こなし、人々と談だん笑しようしているのは、クレアの兄のキャメロンだ。

　完かん璧ぺきな横顔に見とれていると、振り向いたキャメロンと目が合ってしまう。

『きみを捜していたんだ』

　キャメロンが笑みを浮うかべ、こちらに近づいてくる。

　大きな手を差し伸のべられ、巡は戸と惑まどって彼の顔を見上げた。

『踊おどろう』

『……え？』

『ワルツだ。ほら』

　気がつくと、周囲の人々が軽かろやかなワルツの調べに合わせてくるくると踊っていた。

　どうしてキャメロンが僕を誘さそってくれるのだろう。

　こういう場で、男同士で踊るのはまずいのではないか。

　いろいろ疑問が浮かんでくるが、魅み力りよく的な申し出に抗あらがうことができなかった。

　おずおずとキャメロンの手に自分の手を重ねると、そっと引き寄せられる。

『えっとあの……ダンスは下手なんですけど……っ』

『心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ』

　腰こしに手をまわされ、巡は心臓が跳ね上がるのを感じた。

　目の前の厚い胸むな板いたにもたれたら、どんなに気持ちいいだろう。今ここで抱だきしめられたら、自分は何も抵てい抗こうできない──。

『きみのことはとても気に入ってる』

　耳元で囁ささやかれ、体の芯しんに火がつく。

　違う、これはそういう意味じゃないんだから、勘かん違ちがいしちゃだめだ。

　頭の中で理性が叫さけぶが、体はキャメロンの抱ほう擁ようでとろけそうになっていた。

　温かくて気持ちいい。ずっとこの時間が続けばいいのに──。

「──！」

　目を覚ました巡は、一いつ瞬しゆん自分がどこにいるのかわからなくて混乱した。

（……夢か）

　シーツの上に体を横たえたまま、大きく息を吐く。

　ずいぶんと生々しい夢だった。キャメロンに抱きしめられた感かん触しよくを思い出し、じわっと頰が熱くなる。

　寝ね返がえりを打とうとして、巡はぎくりと体を強こわばらせた。

　下着が濡ぬれている。覚えのあるその不快感に、さあっと血の気が引いていく。

「噓……」

　起き上がって下着の中を確かく認にんし、巡は全身から冷や汗あせが噴ふき出すのを感じた。

　──夢精してしまった。しかも、キャメロンの夢を見ながら──。

　慌あわてて立ち上がり、シーツやブランケットを汚よごしていないか確かめる。幸い今出たばかりのようで、被ひ害がいはパジャマのズボンに少し染しみ出した程度で収まっていた。

　バスルームへ急ぎ、白はく濁だくに濡れたボクサーブリーフをそっとずり下ろす。

（最悪だ……）

　心が自己嫌けん悪おで覆おおい尽つくされる。夢精なんて何年もしていなかったのに、よりによってひとさまの家に泊とまったときにやってしまうとは。

　恥はずかしくて居たたまれない理由は、それだけではない。

　夢の中で、自分は一糸まとわぬ姿だった。パーティ会場の人々は皆みな着き飾かざっているのに、自分だけ素すっ裸ぱだかだったのだ。

　タキシード姿のキャメロンに抱き寄せられて、無意識に彼の体にペニスを擦りつけ……。

　思わず両手で顔を覆う。

　あんな夢を見るなんて、自分はいったいどうしてしまったのだろう。心の奥底に、あのような破は廉れん恥ちな願望が潜ひそんでいたのだろうか。

「……っ」

　キャメロンの腕うでの中で感じた快感がよみがえりそうになり、慌ててシャワーのコックを捻ひねる。

　すべてを洗い流したくて、巡は頭から冷たい水を浴びた。







　さわやかな風が頭上を吹ふき抜ぬけていく。日差しを遮さえぎってくれている並木を見上げ、巡は木の葉が揺ゆれるさまに目を細めた。

「今朝はわりと涼すずしいね」

「うん」

「巡、半はん袖そでじゃ肌はだ寒ざむくない？　何か羽織るもの取りに戻る？」

「ううん、大丈夫」

　クレアの気き遣づかいに、上の空で答える。

　朝食のあとクレアに誘われて近所を散歩することになったのだが、今の巡には散歩を楽しむ余よ裕ゆうはなかった。頭の中は別のことでいっぱいで、今日は何も手につきそうにない。

「ゆうべキャメロンと何かあったの？」

　クレアの質問に、どきりとする。

「別に……どうして？」

　慌てて平静を装よそおうが、聞き返す声が少し上うわ擦ずってしまった。

「さっき、朝食の席でなんかぎこちなかったから」

　クレアの指し摘てきに、冷や汗が噴き出す。

　クレアの言うとおり、自分は少々不自然な態度を取ってしまった。あんな夢を見てしまった自分が恥ずかしくて、キャメロンと目を合わせることができなくて……。

「……ほんとになんでもないよ。あんな華はなやかなパーティは初めてだったから、ちょっと疲つかれたのかも」

　視線をさまよわせながら言い訳すると、クレアが肩かたをすくめた。

「あなたに多大なストレスを与あたえることになってしまって、本当に悪かったって思ってるわ」

「違うんだ、そういう意味で言ったんじゃなくて、えっと、あんなすごいパーティに出席する機会なんてなかなかないし、パーティ自体はとても楽しくて……」

「──クレア！」

　巡の言葉は、ふいに目の前に立ち塞ふさがった小こ柄がらな女性によって遮られた。

　黒くろ髪かみにつぶらな黒い瞳ひとみ、可愛かわいらしい顔立ちのラテン系の女性が、思い詰つめたような表情でクレアを見つめている。

「カーラ!?　どうしてあなたがここにいるの!?」

　カーラという名前を聞いて、巡は目の前の女性が誰なのか理解した。つい最近別れたばかりの、クレアの元彼女だ。

「どうしてもあなたに会いたくて……。電話もメールも着信拒きよ否ひされるし、こうでもしないと会ってくれないでしょう？」

「やめて。あなたとはもう終わったのよ。話すことは何もない」

「お願い、もう一度だけチャンスをちょうだい」

「何度もチャンスをあげたでしょう。これ以上は無理」

　歩道で言い合いを始めたふたりを、巡はおろおろしながら見守った。

　止めに入るべきか、それともここはクレアに任せて、部外者の自分は口出ししないほうがいいのか。

「本当に悪かったと思ってる。すごく反省してるの」

　カーラが哀あわれっぽい声で懇こん願がんし、クレアにすがろうとする。その手を振ふり払はらうようにして、クレアは一歩あとずさった。

「──それ以上近づかないで。警察を呼ぶわよ」

　冷たい声こわ音ねに、カーラも驚おどろいたように動きを止めた。

「あなたを困らせるつもりは……」

「別べつ荘そうまで追いかけてきて待ち伏ぶせするなんて、それだけで大迷めい惑わくよ」

　カーラがくしゃりと顔をゆがめる。今にも泣き出しそうな彼女が可哀かわい想そうになって、思わず巡は「話だけでも聞いてあげたら？」と口を挟はさんだ。

「いいえ、聞きたくない。帰りましょう」

　クレアがくるりと踵きびすを返す。慌てて巡もクレアの背中を追いかけた。

　涙なみだぐんで立ち尽くしているカーラも気になるが、クレアのことも心配だ。ゆうべチャーリーとやり合ったときと違い、ひどく動どう揺ようしているように見えたのだ。

　早足で歩くクレアに追いつくと、彼女がちらりとこちらを見やった。

「ごめん、変なところ見せちゃって」

「ううん……大丈夫？」

　尋たずねると、今度はクレアがくしゃっと顔をゆがめた。

「大だい丈じよう夫ぶじゃないかも。私の態度、ひどいと思ったでしょ。けどカーラは私を裏切ったの。浮うわ気きしたのよ。それを知って別れを切り出したら、彼女泣いて謝った。それでほだされて許したら、また同じ過あやまちをくり返した」

　クレアが早口でまくし立てる。

「何より許せないのは、カーラのことを運命の伴はん侶りよだと思ってた私の間抜けっぷりよ。浮気を知っても惚ほれた弱みで別れられなくて、ほんと馬ば鹿かだった。二回も裏切られて、もう未練はない。顔も見たくないわ」

「……残念だったね」

　なんと言っていいかわからなくて、無難な慰なぐさめ言葉しか出てこなかった。

　クレアが振り返り、にこっと笑ってみせる。

「心配しないで。私はもうすっかり吹っ切れてる。カーラのことは忘れて前に進みたい」

　その言葉通り、前だけを見てのしのしと歩くクレアを追いかけながら、巡はちらりと背後を振り返った。

　カーラが追ってくるのではと思ったが、歩道に彼女の姿はなかった。これ以上追いすがっても無む駄だだと理解してくれたのならいいが……。

「実を言うと、もう次の恋こいに向けて動き始めてるの」

「え？」

　クレアがにやりと笑い、ポケットからスマホを出してみせる。

「ＬＧＢＴ専用のマッチングサイトに登録しちゃった。今までこういうのちょっと抵てい抗こうあったんだけど、試ためしてみるのもいいかなって」

「もう誰だれかとデートしたの？」

「まだ。お誘さそいは何件か来てるから、ニュージャージーに戻もどったら会ってみるつもり。巡も登録してみる？」

　クレアの誘いに、巡は苦く笑しようしながら首を横に振った。

「ううん、僕はいいよ。ゲイバーで懲こりたし」

「ああいうところで声かけてくるのは軽い男ばっかりだもんね。けど、マッチングサイトだったら真しん剣けんな交際を望んでる男性もいるかもよ」

「クレアがいい人と出会えたら、僕も考えてみるよ」

　他愛たわいのない会話をかわしつつも、カーラの思い詰めた表情が頭から離はなれなかった。ゆうべもそうだったが、口論は見ているほうも気持ちがかなり削けずられてしまう。

　別荘に戻って玄げん関かんの扉とびらを閉めると、巡はほっとして肩の力を抜いた。
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　ノートパソコンをぱたんと閉じて、キャメロンは大きく伸のびをした。

　朝食のあと、書しよ斎さいで仕事のメールや資料に目を通していたのだが、そろそろコーヒーが必要だ。

　書斎を出てキッチンへ向かうと、散歩から戻ってきたクレアと巡が玄関ホールの階段の下でスマホの画面を覗のぞき込んで何やら話していた。

「おかえり。早かったんだな」

　声をかけると、クレアがスマホから顔を上げる。

「なんか疲れちゃって」

「コーヒー飲むんだけど、きみたちもどう？」

　言いながらじっと見つめると、巡が居い心ごこ地ち悪そうに目をそらした。

　朝食のときと同じ反応だ。ゆうべのバルコニーでの会話を思えば、これも当然だろう。

（せっかく打ち解けてきたところだったのに、警けい戒かいされてしまったな）

　キャメロンとしてはただ事実を確かく認にんしたかっただけなのだが、巡のほうは責められているように感じたのかもしれない。

　あんなこと、本当は訊きくつもりはなかった。けれど風ふ呂ろ上がりの巡の姿がなんとも無防備で、キャメロンも取り繕つくろうことを忘れてしまったのだ。

「私も飲みたい。巡は？」

「僕はいいです。えっと……部屋に戻るね」

　ぎこちない笑えみを浮うかべて、巡はそそくさと階段を上っていった。後ろ姿を見上げていると、クレアに腕うでを小こ突づかれる。

「ゆうべ巡と何かあったの？」

　小声で尋ねられ、キャメロンは苦笑した。巡の態度を見れば、誰だってそう思うだろう。

「いいや、何も。夜風に当たろうと思ってバルコニーに出たら巡もいたから、ちょっとおしゃべりしただけ」

「何か失礼なことを言ったんじゃないでしょうね？」

「まさか」

　心外だというように目を見開いてみせるが、クレアはなおも疑わしげな様子だった。

　キャメロンとしても、巡に避さけられるようになったことは結構応こたえている。誰かの言動に一いつ喜き一いち憂ゆうさせられることなんて、自分らしくなくてどうも落ち着かない。

　キッチンのカウンターには先客がいた。紅茶を飲んでいたメラニーが「あら、もう帰ってきたの？」と振り返る。

「ええ、なんかパーティの疲つかれが残ってるみたいで」

「巡は？」

「部屋に戻ったわ」

　クレアが答えると、メラニーはカップを置いて立ち上がった。

「ちょうどよかった。あなたに話があるの」

「何？」

　メラニーがちらりとこちらを見たので、キャメロンは「俺は外しましょうか？」と尋ねた。

　伯お母ばがこんなふうに声を潜ひそめてにじり寄ってくるときは、忠告という名のお小言である場合が多い。今朝もクレアに何か言いたげな様子だったし、おそらくゆうべのパーティでの口論についてお説教をする機会をうかがっていたのだろう。

「いえ、かまわないわ。あなたもいてちょうだい」

　肩かたをすくめ、キャメロンはコーヒーメーカーをセットした。伯母と妹が険悪な空気になったときのために、ここで待機していたほうがよさそうだ。

「あなたの恋人のことよ」

　メラニーが腕を組んで切り出す。

「巡がどうかした？」

「彼はとてもいい青年だと思うわ。礼れい儀ぎ正ただしいし、言こと葉ば遣づかいも丁てい寧ねいだし……」

　含ふくみのある言い方だ。クレアも察したのか、伯母に向き直って腕を組む。

「だけど？　何か言いたいことがありそうね」

　クレアが先回りすると、メラニーは大げさにため息をついてみせた。

「気を悪くしないでちょうだい。ただ、ちょっと思ったの。あなたにはもっと男らしい人がふさわしいんじゃないかと」

　伯母の言葉に、クレアが大きく息を吸って怒いかりを静めようと努力しているのがわかった。

　数年前なら即そく言い返していたところだが、妹の成長を実感できて兄としては嬉うれしい限りだ。

「どうしてそう思うの？」

「ゆうべあなたとチャーリーが口論になったとき、巡はおろおろするばかりで止められなかったでしょ。チャーリーに突つき飛ばされて尻しり餅もちついて、ただ呆ぼう然ぜんと固まってた。あれじゃあ頼たよりなさすぎるわ。やっぱりああいうとき、あなたを守ることができる強くて男らしい人じゃないと」

「やめて。余計なお世話よ」

　低く押し殺した声で、しかし表情には怒りを漲みなぎらせて、クレアがメラニーを睨にらみつける。

「あなたのためを思って言ってるのよ」

「いいえ、そうじゃない。伯母さんの理想を押しつけないで！」

　ついにクレアが爆ばく発はつし、声を荒あららげた。メラニーが怯ひるんだ隙すきに、くるりと踵きびすを返して大おお股またでキッチンをあとにする。

「クレア、待って……っ」

　追いかけようとしたメラニーの肩に、キャメロンはそっと手を置いた。

「今はやめておいたほうがいいですよ」

「そうね。感情的になってるときのクレアは、聞く耳を持たないもの」

　メラニーがため息をつき、カウンターに寄りかかる。クレアがどうしてあんなに怒おこっているのか、理解できていないのだろう。

「伯母さんがよかれと思って言ってるのはわかります。けど、今は男らしさとか女らしさに縛しばられる時代じゃありません」

「それは知ってるわ。本当はクレアにもっと女性らしく振ふる舞まってほしいけど、それは言わないようにしてるし」

　伯母の言葉に、キャメロンは苦笑した。

「それと、恋れん愛あいは自由です。誰を選ぼうとその人の自由。口出しするのは野や暮ぼってもんです」

「私だって他人の恋愛には口出ししないわ。だけどクレアは私の姪めいよ。家族が間ま違ちがった相手を選ぼうとしてたら、あなただって反対するでしょう？」

　さすがにうんざりしてきて、キャメロンは大きなため息をついた。

　メラニーに向き直り、じろりと睨ねめつける。

「巡は今どき珍めずらしいほどの好青年ですよ。真ま面じ目めで礼儀正しくて、優やさしくて思いやりがある。一いつ緒しよにいて安らぎを感じられる相手を選んで何が悪いんです？　世間一いつ般ぱんの尺度で彼を測ろうとしないでください」

　メラニーが、驚おどろいたように目を見開く。クレアやコンラッドと違ってキャメロンはこれまで伯母の小言や愚ぐ痴ちに反論することなくのらりくらりとかわしてきたので、言い返されたのが意外だったのだろう。

「あなたまで私を責めるの？」

「責めてるんじゃありません。巡のいいところに目を向けてほしいだけです」

「いい青年だと思ってるわよ。だけどクレアの相手としては……ああ、もういいわ。あなたもクレアも私の言いたいことをわかろうとしないんだから」

　メラニーが疲れたように言って、キッチンの続きのダイニングルームへ向かう。

　わかろうとしないのはお互たがいさまだ。コーヒーを飲みたい気分はすっかり失うせて、キャメロンも反対側の出口から廊ろう下かに出た。

「──！」

　壁かべの陰かげに立っていた人物にぶつかりそうになり、ぎょっとする。

　物陰に隠かくれるように立っていたのは巡だった。目が合ったとたん、白い頰ほおがぱあっと赤く染まっていく。

「あ……す、すみません、立ち聞きするつもりはなかったんですけど、その、水を一いつ杯ぱいいただこうと思って来たら……」

「入るに入れなくなった？」

　巡の緊きん張ちようを解きほぐそうと、キャメロンは微笑ほほえんだ。

「えっと……ほんとすみません」

「きみが謝ることはない。こっちこそ、みっともないところを見せてしまって申し訳ない」

「いえ、そんな……」

　巡は必死で平静を装よそおおうとしているが、あんなことを言われて傷ついてないはずがない。

　可哀かわい想そうなほど動どう揺ようしている姿に、抱だきしめて慰なぐさめたいという衝しよう動どうがこみ上げてくる。

（いや、そんなことしたらますます警けい戒かいされてしまうな）

　すんでのところで抱ほう擁ようは思いとどまったが、両手で細い肩を摑つかむのは止められなかった。

「伯母の言ったことなんか気にするな。伯母は古い価値観に縛られているが、俺やクレアはきみの美点をわかっているし、気に入ってるんだから」

　顔を覗のぞき込むようにして言い聞かせると、巡がこくりと小さく頷うなずいた。

　けれどやはり目は合わせてくれない。困ったように視線を左右に揺ゆらすさまも、それはそれでとても可愛かわいいのだが……。

　名残なごり惜おしい気持ちで、キャメロンは巡の肩から手を離はなした。

「さてと。コーヒーを飲みそびれてしまったんだが、一緒にどう？」

「……ええ、いただきます」

　一いつ瞬しゆんためらう素そ振ぶりを見せたが、巡は誘さそいに応じてくれた。

　巡とふたりきりでコーヒーというのは、悪くない展開だ。いそいそとキッチンに戻もどろうとすると、誰だれかが階段を駆かけ下りてくる足音が聞こえてきた。

「クレア、出かけるの？」

　巡が声をかけると、玄げん関かんの扉とびらを開けようとしたクレアが振り返った。

「ええ、ちょっと出かけてくる」

「どこへ？」

　キャメロンの問いかけに、クレアが「散歩」と短く答える。

「待って、僕も一緒に……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。すぐ帰るから」

　言いながら扉を開け、クレアは外へ飛び出していった。

　ゆうべから口論続きで気が立っているのだろう。伯母と仲直りのハグをするためには、クールダウンの時間が必要だ。

「ひとりになりたいんだろう。そっとしといてやって」

　なおも心配そうな表情の巡の肩に、キャメロンはさりげなく手を置いた。




　　　　◇◇◇




　本のページから顔を上げ、巡は窓の外に視線を向けた。

　時刻はそろそろ午後七時、夏の空はまだ明るいが、夜の気配が着々と近づいている。

（クレア、どこまで散歩に行ったんだろう）

　昼前にメラニーと口論して飛び出していって以来、連れん絡らくがつかないので心配だ。午後から一時間おきに電話をかけているが、電源を切っているらしくて通じない。

　三時のお茶の時間にキャメロンと顔を合わせた際、彼は「夕食までには帰ってくるだろう」とあまり気にしていない様子だったが……。

『クレア、何度もごめん。心配だからこれ見たら返事して』

　メールを打って送信する。立ち上がろうとしたところで、突とつ然ぜん着信音が鳴り始めた。

　電話をかけてきたのはクレアだった。急いでボタンをタップし、スマホを耳に当てる。

「もしもし？　クレア？」

『そう、私よ。ごめんね、何度も電話くれてたのに、電池が切れてて』

「ううん、無事ならいいんだ。なかなか帰ってこないから心配で」

　電話の向こうでクレアがくすくす笑う声が聞こえてきた。

『私なら大丈夫よ。ちょっと散歩の途と中ちゆうでいろいろあって……』

　再び語ご尾びがくすくす笑いになる。声や口調が明るいので、悪いことではなさそうだ。

「今どこ？　迎むかえに行こうか？」

『それが……カーラが泊とまってるモーテルにいるの。３号線のパインウッド・インってとこ』

「ええっ!?」

　驚いて、巡は声を上げた。

　カーラにまた待ち伏ぶせされたのだろうか。それにしては、クレアの声はやけに弾はずんでいる。

「ちょっと待って、なんでカーラのモーテルに？　まさか一緒にいるの？」

　声を潜ひそめて尋たずねると、クレアが『そういうこと』と小さく笑った。

『散歩の途中でカフェに入ったら、偶ぐう然ぜんカーラと出くわしちゃって……。混こんでてそこしか席が空いてなかったのよ。で、無視するのも大人げないから、挨あい拶さつしたわけ』

　それでどうしてカーラが泊まっているモーテルに行くことになったのか巡には理解できなかったが、ふたりは元恋こい人びと同士だ。言葉をかわしているうちに、そういう雰ふん囲い気きになることもあるのかもしれない。

「えーと……つまり、元の鞘さやに収まったってこと？」

『まだそこまでじゃないけどね。お互い腹を割ってじっくり話しましょうってことになって、カフェじゃ人目もあるから、移動しようかってことになって』

　人目のないところなら何もモーテルでなくてもいいわけで、つまり、ふたりきりになりたい理由があったのだろう。クレアのうきうきした口調からカーラとモーテルで甘いひとときを過ごしたらしいことが伝わってきて、巡は頰を赤らめた。

「そうなんだ……えっと、よかったね」

『まあね。それでちょっと……もう少し話し合いたいことがあるから、帰りは遅おそくなると思う。もしかしたら泊まりになるかも』

　今朝のふたりのやりとりからは想像もつかなかった展開に、巡は目を見開いた。恋れん愛あい未経験の巡にはよくわからないが、これはいわゆる〝喧けん嘩かのあとのほうが燃える〟というやつだろうか。

「……わかった。えーと……お兄さんたちにはなんて言う？　昔の友達に再会したとか？」

『そのことなんだけど、コンラッドとキャメロンには本当のこと言っていいよ』

　クレアのセリフに眉まゆ根ねを寄せる。さらっと言ってるが、これは結構な爆ばく弾だん発言ではなかろうか。

「それってどういう……」

『私が元彼女と一いつ緒しよにいること。巡に恋人のふりをしてもらってること』

「……どういう心境の変化？」

『今日の午前中、ちょっと伯お母ばとやり合ってね。なんか隠してるのがばかばかしくなってきちゃったというか。あと、カーラとうまくいかなかった理由のひとつが、私が彼女を家族に紹しよう介かいしようとしなかったってのがあって』

「……ほんとにいいの？」

　尋ねた声が掠かすれてしまう。

　本当はクレアの彼氏ではないと言ったら、キャメロンはどういう反応をするだろう。

『実はまだ悩なやみ中なんだけどね。だけど巡には私の芝しば居いにつき合わせちゃって悪かったと思ってる。巡は噓うそがつけない性格だから、恋人ですって紹介するたびにつらそうだったし』

　少し言いよどんでから、クレアは続けた。

『だから兄さんたちに話すかどうかは巡に任せるわ。帰ってから私の口から話してもいいし、巡が話してもいい。それで巡の心が軽くなるなら』

「僕のことはいいよ。やっぱりそういう大事なことは、クレアが話したほうがいいと思う」

『……そうね。どう切り出すか、今夜一晩じっくり考えるわ』

「じゃあ……お兄さんたちには旧友に再会したと言っとくね。迎えに行かなくて大丈夫？」

『大丈夫、カーラが送ってくれるから』

「了りよう解かい。じゃあ……おやすみ」

『ええ、おやすみなさい』

「あ、ちょっと待って」

　電話を切ろうとしたクレアを、慌あわてて呼び止める。

『何？』

「えっと、カーラのこと、よかったね」

　そう言うと、クレアが電話の向こうでふふっと笑った。

『まだどうなるかわかんないけど、とりあえずはね』







　その晩、結局クレアは帰ってこなかった。

　コンラッドとキャメロン、メラニーには旧友と再会して彼女の家に泊まることになったと話したが、誰も疑いを持つことなく信じてくれた。

　噓を重ねることに罪悪感も覚えたが、それもクレアが帰宅すれば解決する。

　クレアに本当のことを話していいと言われたとき、キャメロンにだけは打ち明けたいという思いがよぎったのだが、打ち明けたところで何も状じよう況きようは変わらないだろう。

（僕とキャメロンがどうこうなる可能性なんて皆かい無むだし）

　ベッドに入って目を閉じた巡は、キャメロンの残像を頭から追いやろうと努力した──。
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「もうすぐだ。ほら、看板が見えてきた」

　運転席のキャメロンが前方を指し示す。木製の板に書かれた〈パインウッド・イン〉の文字に、助手席の巡はほっとして肩かたの力を抜ぬいた。

　──午前中に帰宅するだろうと思っていたクレアは、ランチの時間になっても帰ってこなかった。

『クレアはまだ帰ってきてないのか？』

　昼食の席でコンラッドに尋ねられ、巡は首を横に振ふった。

『何度か電話してみたんですが通じないんです』

　携けい帯たいだけでなく、モーテルにも電話をかけてみた。そちらに泊まっているカーラという若い女性に取り次いでほしいと頼たのんでみたのだが、素っ気なく断られてしまった。

『恋人をほったらかして友達のところに泊まるなんて、いったい何を考えてるのかしら』

　昨日の口論が尾おを引いているらしく、メラニーの口調は刺とげ々とげしかった。ゆうべクレアの外がい泊はくを知ったときは肩をすくめただけで何も言わなかったが、内心不満に思っていたらしい。

『きみたちは今日帰る予定なんだろう？』

『ええ、三時頃ごろには出発しようって話してたんですけど……。もう少し待ってみて帰ってこなかったら、クレアの車を借りてモーテルまで行ってみます』

『パインウッド・インの場所は知ってるから、俺が車を出そう』

　キャメロンの提案に、巡はぎこちなく頷うなずいた。

　ふたりきりで出かけるのは緊きん張ちようするが、一緒にいられるのはあと少し。おそらく今後会うことはないだろうから、この機会を逃のがしたくなかったのだ。

（モーテルが近くて助かった……）

　キャメロンとふたりきりのドライブは、思っていた以上に緊張してしまった。

　けれど同時に密ひそやかな幸福感ももたらしてくれて、おそらくこの先何度も思い出すであろう、忘れられない時間になった。

　キャメロンがモーテルの駐ちゆう車しや場に車を停とめて、エンジンを切る。

　助手席のドアを開けて車から降り、巡は二階建てのモーテルを見上げた。

　思っていたより規模が大きく、部屋数が多い。この中からカーラの部屋を見つけるのは骨が折れそうだ。

「ちょっと待ってください、念のためにもう一回クレアに電話してみます」

　しかし相変わらず電源が入っていないらしく、電話は通じなかった。

「オフィスで訊きいても、カーラの部屋は教えてもらえないかも……部屋番号も聞いておけばよかったんですけど」

「大だい丈じよう夫ぶ。俺に任せておいて」

　キャメロンがオフィスのドアを開ける。ドアベルがちりんと鳴り、受付カウンターの向こうに座っていた年配の女性がパソコンのモニターから顔を上げた。

「お泊とまりですか？」

　カウンターに手をついて、キャメロンが「いや、ちょっと訊きたいことがあって」と切り出す。

「ここに泊まっているカーラという黒くろ髪かみの若い女性の部屋番号を教えてほしいんだが」

「申し訳ありませんが、お答えできません」

　電話のときと同じように、女性は素っ気なく言った。とりつく島もない冷ややかな態度だ。

「片かたっ端ぱしからドアをノックして訪ねてまわるしかないのかな？」

「どうぞお好きなように。ただし、そういう訪問を嫌いやがるお客さまもいらっしゃいます。トラブルになった場合、こちらでは責任を持てません」

　キャメロンが落らく胆たんしたようにため息をつき、宙を見上げる。

「やっぱり警察に通報するしかないか……」

「警察に？」

　女性がぴくりと反応する。

「ええ、妹がカーラという女性と揉もめていて、連れ去られたんです。なるべく穏おん便びんに済ませようと思って話し合いに来たんですが、これ以上のトラブルは避さけたいので警察の手を借りたほうがいいかも」

「そういう事情でしたら、仕方ありませんね」

　キャメロンのセリフを遮さえぎるように言って、女性はパソコンのキーボードを叩たたいた。

「カーラ・サンティアゴ……今ここに宿泊しているカーラという名前の女性はひとりだけですね。二階の二十五号室です」

「どうもありがとう。助かるよ」

　言いながら、キャメロンは女性にさりげなく紙し幣へいを手て渡わたした。

　オフィスから出て外階段を上りながら、キャメロンがにやりと笑ってみせる。

「こういう場所は警察の介かい入にゆうを嫌がるんだ。別に後ろ暗いところがなくても、パトカーが来るだけで印象が悪くなるからね」

「なるほど……」

　巡ひとりでは、こんなふうにうまく立ちまわれなかっただろう。片っ端からドアをノックして、宿泊客に怒ど鳴なられるのがオチだ。

　二十五号室が近づいてくると、巡は落ち着かない気分になってきた。

　クレアとカーラが裸はだかでベッドにいたりしたら、彼氏ということになっている自分はどういう反応をすればいいのか。

（いやいや、心配しなくてもクレアがうまくごまかしてくれる）

　きわどいシーンの真っ最中ではありませんようにと祈いのりつつ、巡はドアベルを鳴らすキャメロンを斜ななめ後ろから見守った。

「誰だれ？」

　ドア越ごしに、カーラが硬かたい声で尋たずねる。

「キャメロン・ロックハート、クレアの兄だ。クレアに会いに来たんだが、開けてもらえるかな」

「クレアの？　ちょっと待って」

　チェーンを外す音がして、タンクトップとショートパンツ姿のカーラがドアを開けてくれた。寝ね起おきらしく、ノーメイクで髪も少し乱れている。

「突とつ然ぜん訪ねてきて申し訳ない。クレアと連れん絡らくがつかなくてね」

「かまいませんけど、クレアはここにはいないわよ」

「いない？」

　キャメロンが聞き返すと、カーラは軽く肩をすくめた。

「話してるうちに喧けん嘩かになっちゃって、飛び出していったわ」

「それはいつのことです？」

「ゆうべの十時頃だったと思う。帰るなら送っていくって言ったんだけど、タクシー呼ぶからいいって」

　ゆうべここを出ていったと聞いて、巡は目をぱちくりさせた。

　ならばクレアは、いったいどこに泊まったのだろう。キャメロンも同じことを思ったらしく、怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せている。

「そのあと何か連絡は？」

　キャメロンの質問に、カーラは力なく首を横に振った。

「何も。今朝になって後こう悔かいして、謝りたくて電話したんだけど出てもらえなかった。メールも返信なし。私と話したくなくて電源切ってるのかと思ってたけど、あなたたちにも連絡がないの？　てっきり家に帰ったんだと思ってたわ」

「どこか行き先に心当たりはないかな？」

「全然。ああ、タクシーに乗るのは見た。心配だったから窓から見てたの」

「タクシー会社の名前はわかる？」

「ええ、たしか……」

　カーラが口にした会社名を、巡は急いでスマホの検けん索さく窓に打ち込んだ。

「これですか？」

　会社のホームページに掲けい載さいされているタクシーの写真をカーラに見せる。

「そう、それ。間違いないわ。さすがにナンバーまでは覚えてないけど」

「充じゆう分ぶん参考になったよ。もしクレアから連絡があったら、家に電話するように伝えてくれ。それと、何か思い出したらここに電話を」

　キャメロンが差し出した名めい刺しを受け取ったカーラは、何か言いたげな様子で巡にちらちらと視線を向けてきた。

「あなたもクレアの友達よね？　だったら知ってると思うけど、クレアは結構気まぐれで……今までにもこういうことはあったの。喧嘩して飛び出していって、心配して捜さがしまわったら夜通しクラブで踊おどってたり、連絡がつかないからどうしたのかと思ってたら、急に思い立って電波の届かない森とか山とかにハイキングに行ってたり」

　キャメロンが「クレアならありそうだ」と笑えみを浮うかべる。

「無事見つかるよう祈ってるわ」

「ありがとう。邪じや魔まして悪かったね」

　カーラに別れを告げ、巡とキャメロンは足早に廊ろう下かを引き返した。

「チャーリーや伯お母ばと喧嘩して、カーラとも喧嘩して、家に帰りたくなくてどこかぶらついてる可能性はあるな」

「それならいいんですけど、連絡がないのが気になります」

「ああ、俺もだ。実は高校生のときにも何度かコンラッドとやり合って家を飛び出していったことがあるんだが、俺には必ず居場所を知らせてきてた。何か事件に巻き込まれたんじゃないかと、俺たちがすぐに通報するから」

　キャメロンの言葉に、巡ははっとした。

　クレアはあのロックハート家の令れい嬢じようだ。身みの代しろ金きん目当ての誘ゆう拐かいの可能性も充分に考えられる。

　駐ちゆう車しや場に戻もどると、キャメロンはスマホを取り出して電話をかけた。

「コンラッド？　俺だ。モーテルに来てみたんだが、クレアはゆうべカーラと喧嘩して飛び出していったらしい。クレアが乗ったタクシーの運転手に行き先を訊きいてみるが、念のために携けい帯たいのＧＰＳを追つい跡せきしておいてくれ」

　口調は穏おだやかだが、キャメロンの声には緊きん迫ぱく感かんがにじみ出ていた。

　短い通話を終え、キャメロンが巡のほうへ向き直る。

「電話より直接行ったほうがいいだろう。悪いがもう少しつき合ってもらえるかな？」

「もちろんです」

　頷うなずいて、巡は急いで助手席に乗り込んだ。







「ああ、この女性なら昨夜ここに来てたよ。美人で目立ってたから覚えてる」

　キャメロンが掲かかげたクレアの写真を見て、バーテンダーが頷いた。

　時刻は午後四時、スリーピーホロウの中心部にある大きなバーは、早くも席が埋うまりつつあった。カフェ風の明るく開放的な作りで、観光客も入りやすい店だ。

　──モーテルを出たあとタクシー会社に立ち寄った巡とキャメロンは、クレアを乗せたという運転手と会うことができた。

『もちろん覚えてるさ。おすすめのバーを訊かれたんで、〈ホロウズ〉の前で降ろしたよ』

　初老の運転手は個人情報がどうのこうの言うことなく、すんなりとクレアの行き先を教えてくれた。そこでキャメロンとともに〈ホロウズ〉を訪ねたところだ。

「何時頃ごろ帰ったかわかります？」

　巡の質問に、バーテンダーの男性が肩かたをすくめる。

「さあ、そこまでは」

「誰か知っていそうな人は？」

　キャメロンが尋ねると、バーテンダーはキャメロンの背後に視線を向けた。

「あの子に訊いてみたらいい。昨夜彼女と一いつ緒しよに飲んでたから」

　振ふり返ると、ちょうど黒くろ髪かみの若い女性が店に入ってきたところだった。

　カーラとよく似たタイプだったので、内心ぎくりとする。もしかしたらクレアはマッチングサイトでデートの約束をしていたのかもしれない。

「すみません、ちょっといいですか？」

　カウンターに近づいてきた彼女に、キャメロンがにこやかな笑みを浮かべて声をかける。

「なんでしょう？」

　ほんの少し警けい戒かい心しんをにじませつつ、彼女も笑みを浮かべた。

「昨夜から妹と連絡が取れなくて困っているんです。ここに来たらしいんですが、見かけてませんか？」

　スマホの写真を見て、彼女は「ああ」と頷いた。

「ゆうべここで一緒に飲んだわ。私がしつこいナンパ男に絡からまれてたのを助けてくれたの。それでお礼に一いつ杯ぱいおごらせてって言って」

「何時頃ここを出たかわかります？」

　クレアの性的指向を匂におわせる話題が出ないうちに、急いで巡は彼女に質問した。

「一時過ぎだったかな。私、この近くのアパートに住んでるの。アパートの前まで送ってくれて、そこで別れたわ」

「そのあとどこかに行くとか言ってました？」

　キャメロンが質問を引き継つぐ。

「歩いて家に帰るって言ってた。タクシー呼ぼうかって言ったんだけど、たいした距きよ離りじゃないし、歩きたい気分だからって」

「あなたのアパートの位置を教えてもらえます？　ああ、通りの名前だけでいいです」

「ユニオンアベニューとチャーチストリートの交差点よ。で、彼女はチャーチストリートの北側へ歩いていったわ」

　キャメロンが地図で場所を確かめ、彼女に礼を言って巡のほうへ向き直る。

「行こう」

　キャメロンの表情は明らかに強こわばっていた。

　それは巡も同じだ。深夜に歩いて家に帰ろうとした若い女性と連れん絡らくが取れなくなっている。そのことが何を意味するか──考えたくもないが、どうしても最悪のケースが頭をよぎってしまう。

「警察に通報しましょう」

　店を出ると、巡はキャメロンに言った。

「ああ、そのほうがよさそうだ」

　頷いて、キャメロンが通りの斜ななめ向かいにある警察署に視線を向ける。

　道を渡わたって建物の前まで来ると、巡ははたと足を止めた。

「どうした？」

　入り口の扉とびらを開けようとしたキャメロンが振り返る。

「すみません、あの、警察に話す前にあなたに話さなくてはいけないことがあって……っ」

　両手の拳こぶしを握にぎりしめ、おずおずと切り出す。

　警察に捜そう索さく願ねがいを出すとなれば、自分とクレアの本当の関係を打ち明けなくてはならない。クレアがマッチングサイトに登録していたことも、もしかしたらこの一件に関係しているかもしれないのだ。

　キャメロンが踵きびすを返し、歩み寄ってくる。緊急事態だというのに話があるなどと言い出した巡に苛いら立だつ様子もなく、青い瞳ひとみはむしろ気き遣づかわしげに巡の顔を覗のぞき込んできた。

「そこに座ろうか」

　警察署の隣となりに小さな公園があり、ベンチがいくつか置かれている。キャメロンに促うながされ、巡は木こ陰かげのベンチに浅く掛かけた。

「僕とクレアは、本当はつき合っていないんです」

　手短に済ませようと、うつむいて早口で切り出す。

「その……クレアに頼たのまれて、恋こい人びとのふりをしていました。今まで黙だまっていて申し訳ありません」

　手に汗あせを握りつつ、キャメロンの反応を待つ。どう思われたか不安で、彼の顔を見ることができなかった。

　ふいに膝ひざの上で握りしめていた拳に、大きな手が重ねられる。

　驚おどろいて顔を上げると、キャメロンは穏やかな笑みを浮かべていた。

「謝ることはないよ。クレアに口止めされてたんだろう？」

「……はい。けど、ゆうべクレアと電話で話したとき、もう隠かくさなくていいよって言ってくれたんです。なのになぜ黙っていたかというと、僕が恋人のふりをしていた理由について、クレアが自分でご家族に話したほうがいいと思っていたからで……」

　だんだん言葉がしどろもどろになってくる。

　キャメロンは励はげますつもりで手を重ねているのだろうが、大きな手のひらに包み込まれている感かん触しよくにどきどきして話に集中できなかった。

「クレアの恋れん愛あい対象が同性だってこと？」

　さらっと言われて、巡は口を半開きにしたまま固まってしまった。

　青い瞳にじっと見つめられ、慌あわてて口をつぐんでごくりと唾つばを飲み込む。

「やっぱりね。薄うす々うす気づいてたよ。俺はそういうのわりと目ざといんだ」

　キャメロンがにやりと笑い、ベンチの背にもたれる。

　ようやくキャメロンの手が離はなれていき、巡は平常心を取り戻そうと大きく息を吸った。

「……実は、先ほど訪ねたカーラは元恋人なんです。ここに来る少し前に別れて、けどカーラのほうはクレアに未練があったみたいで……」

　昨日散歩の途と中ちゆうでカーラが待ち伏ぶせしていたこと、その際口論になったことを説明する。

　そして昨夜電話で話したときは、復ふく縁えんしたとまではいかないけれど、いい雰ふん囲い気きになっていたらしいことも。　>>>♥

「あと、これは関係ないかもしれませんが、ＬＧＢＴ用のマッチングサイトに登録したと言ってました。なのでさっきのバーの女性も、もしかしたらサイトで知り合って待ち合わせてたのかもと思ったんですけど……」

「きみがそう思ったのもわかるよ。カーラとよく似たタイプだったし。そういや高校生のときの親友もあんな感じだったな」

「サイトに登録した話をしたときは、ニュージャージーに帰ったら会ってみるつもりだって言ってました。もしかしたら気が変わって、こっちでも誰だれかと会ってみようかと思ったのかも」

「そのマッチングサイトの名前、わかる？」

「はい、僕にも……プロフィール画面を見せてくれたので」

　僕にも登録してみたらと誘さそってくれたので、と言ってしまいそうになり、慌てて無難な言い回しに切り替かえる。

　キャメロンがサイト名とクレアのアカウント名をメモして、巡のほうへ向き直った。

「ほかに俺が知っておくべきことは？」

　少し考えて、巡は「ありません」と答えた。

　自分とクレアは友達だという事実さえあれば、自分も同性愛者であると告げる必要はないだろう。

　ゲイだと告げて、キャメロンに余計な気を遣わせたくなかった。それに、世の中にはゲイだというと自分に気があるのではないかと身構える男性も多い。

「よし、行こう」

「はい」

　気合いを入れるように膝を叩たたき、巡はベンチから立ち上がった。




　　　　◇◇◇




　アメリカの年間の行方ゆくえ不明者は約九十万人。成人の場合、家出や失しつ踪そうなど自発的に姿を消すケースがほとんどで、誘ゆう拐かいなどの犯罪被ひ害がいは実は割合としては少ないのだという。

『わかりました。こちらでも調べてみます。ですが……お話をうかがった印象では、妹さんは家出の可能性が高いのでは？』

　キャメロンと巡からひととおり話を聞き終えると、警察官もまずそう口にした。

　そしてキャメロンも、その言葉を即そく座ざに否定することができなかった。

　警察がそう考えるのも無理はない。第三者の目から冷静に見れば、クレアはここ数日いくつもの問題やストレスを抱かかえていた。

　パーティでチャーリーと口論し、カーラや伯お母ばとも口論になった。カーラと仲直りの最中に再び喧けん嘩かになって、モーテルを飛び出していった。身の回りで起きた出来事に嫌いや気けがさし、しばらくひとりになりたいと考えたとしても不思議ではない。

（単なる家出ならいいんだが……）

　警察署を出ると、西の空に夕ゆう陽ひが沈しずみかけていた。眩まぶしさに目を細め、胸ポケットからサングラスを取り出す。

「捜索願を出しても、警察はすぐに動いてくれるわけじゃないんですね」

　巡も空を見上げて、疲つかれたように呟つぶやいた。

「未成年者の場合と違ちがって、成人の行方不明者は何か犯罪に巻き込まれた証しよう拠こでもない限り、優先順位が低いからね。今の段階では、私立探たん偵ていに調査を依い頼らいするしかないだろうな」

　ロックハート家の令れい嬢じようであるクレアは、誘拐の可能性を考こう慮りよしてその他大勢の失踪者より優先してもらえるかもしれない。けれど現時点ではカーラやタクシーの運転手、バーテンダーに話を聞きにいって裏を取るくらいで、新しい情報が得られるとは思えなかった。

　しばらく無言で歩いていた巡が、車のそばまで来ると顔を上げた。

「警察は家出じゃないかと言ってましたけど、僕はやっぱり、クレアから何も連絡がないのが気になるんです」

「ああ、俺もそれが気になる。コンラッドも携けい帯たいのＧＰＳの追つい跡せきに手間取ってるみたいだし、きみさえよければクレアが歩いたルートを確かめたいんだが」

「もちろんです。行きましょう」

　ふたりで踵を返し、ユニオンアベニューとチャーチストリートの交差点へ向かう。

　クレアが歩いていった方向には飲食店や雑貨店が点在し、防犯カメラもいくつか確かく認にんできた。

　カメラの映像を見せてもらえるよう一いつ軒けん一軒頼たのんでまわるのは効率が悪い。警察の令状でもない限り、個人情報を盾たてに断られるのがオチだ。

　幸いキャメロンには、仕事を通じて知り合ったハッキングが得意な人物がいる。

（あいつにはいくつか貸しがあるからな。嫌だとは言わせない）

　ちらりと巡の横顔を盗ぬすみ見て、キャメロンは己おのれの中にある黒い部分に苦く笑しようした。

　非営利団体とはいえ、組織を運営していると綺き麗れい事ごとだけでは済まない面も多少ある。法務部の責任者として海千山千の連中を相手にしていると、ときには違い法ほうすれすれの綱つな渡わたりも必要になる。

　別にいい人ぶるつもりはないので普ふ段だんは悪びれることもないのだが……なぜか巡には、そういう部分を見せることがためらわれた。

「ここから先はお店がなくて、夜はちょっと寂さびしい感じですね」

　巡が気遣わしげに周囲を見まわす。店が途切れた先は住宅街で、外灯はあるものの夜は人通りが少なそうだ。

「そうだな……おそらくこの道をまっすぐ進んで、突つき当たりで右に曲がったんだろうが」

　地図で見た感じだと、徒歩で一時間弱といったところだろうか。森や公園に面していないし治安のいい地区ではあるけれど、深夜にひとりで歩くのは感心できない。

　歩き始めて二十分ほど経たった頃ころ、ポケットの中でスマホが着信音を鳴り響ひびかせた。

「コンラッドからだ。ちょっと待って」

　立ち止まって通話ボタンを押し、スピーカーにする。

『携帯のＧＰＳの件だ。電源が入っていないようで追跡に時間がかかったんだが、チャーチストリートの二十番地周辺にあることがわかった』

　コンラッドが挨あい拶さつも抜ぬきでいきなり用件を述べる。いつも冷静沈ちん着ちやくな兄も、声に動どう揺ようがにじみ出ていた。

「今まさにチャーチストリートを歩いているところだ。二十番地って言ったな？」

『ああ、二十番地の半径百メートル以内だ』

　そばの家を見やると、ドアの上に表示された番地の数字が近かった。通話を切らずにそのまま歩き、二十番地の家の前で立ち止まる。

「この辺に知り合いはいないはずだが」

　悪い予感に、キャメロンは背筋がすっと冷たくなるのを感じた。

「まさか……」

　巡の脳のう裏りにも同じことがよぎったらしい。大きな邸てい宅たくを見上げたその顔は、血の気が引いて青ざめていた。

「コンラッド、あとでまたかける」

　急いで通話を切り、キャメロンは巡の腕うでを摑つかんだ。

「とりあえずここを離はなれて、警察に通報する。もし本当に監かん禁きんされているとしたら、不用意に刺し激げきしないほうがいい」

「は、はい」

　二、三歩あとずさった巡が、「うわっ」と小さく声を上げる。

　歩道の段差に足を取られて転びそうになった彼を、キャメロンはしっかりと抱だきとめた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「はい、すみません……あ、ちょっと待ってください」

　何か気になるものを見つけたのか、巡が歩道と敷しき地ちの境目の植え込みを覗のぞき込む。かがんで手を伸のばし、低木の茂しげみの中から引っ張り出したのは、黒いスマートフォンだった。

「これ、クレアのです」

　銀色のハート形のステッカーを見て、巡が小声で囁ささやく。

　急いでハンカチを広げ、キャメロンは直じかに触さわらないよう注意しながら受け取った。

「派手に割れてるな」

「落としたんでしょうね。さっきの僕みたいに段差でつまずいたか、それとも……」

「誰かと争っていて落としたか」

　思わずふたりで顔を見合わせる。

　急いで来た道を引き返し、五十メートルほど離れた場所まで来ると、キャメロンは警察に通報しようとスマホの画面に目をやった。

　と、そのとき、再び着信音が鳴り響く。

「コンラッド、あとでかけ直す」

　そう言って急いで切ろうとすると、コンラッドが『待て、クレアの居場所がわかったんだ』と遮さえぎった。

「チャーチストリートの二十番地だろう？」

『いや、携帯のＧＰＳの追跡と同時に、クレジットカードの利用歴も調べてたんだ。今さっき情報が入ってきた。クレアはラスベガスにいる』

「ラスベガス？」

　兄の口から飛び出した意外すぎる地名に、キャメロンは眉まゆ根ねを寄せて聞き返した。

　巡も驚おどろいたように目をぱちくりさせている。

『ああ、ラスベガスだ。二時間ほど前に給油所で使って、その後ホテルの中にある宝ほう飾しよく店で買い物をしている』

「どういうことだ？　確かにクレア本人が使ったのか？」

『俺も不正利用かと思って、防犯カメラを調べさせた。給油所のほうはカメラが壊こわれていてだめだったが、ホテルのほうは映ってた』

　コンラッドの口ぶりから、例のハッカーに調査を依頼したらしいことが伝わってきた。おそらく昨夜のチャーチストリートの防犯カメラの映像もチェック済みだろう。

「つまり……いろいろあった憂うさ晴らしに、急に思い立ってラスベガスに遊びにいったってことか？」

『まだわからんが、そういうことだろう。ひとりじゃなくて連れがいる』

「誰だれと一いつ緒しよなんだ？」

『ラテン系らしき黒くろ髪かみの若い女性と一緒だ。親しそうな様子だから、友達の誰かだと思うんだが』

　兄の言葉に、キャメロンは巡と目を見合わせた。

　クレアの好みのタイプだ。いったいどういう経緯いきさつでそうなったのかわからないが、昨夜スマホを落としたあと彼女と出会い、意気投合してラスベガスに出かけた──ということか。

「……わかった。実は今、二十番地の家の前でクレアのスマホを拾ったんだ。落としたみたいで壊れてたから、ゆうべここで何かトラブルがあったのかと思って警察に通報しようと思ってたところだ」

『クレアは無事だ。きみたちもいったん家に帰ってきてくれ』

　そう言うと、コンラッドはさっさと通話を切ってしまった。

　拉ら致ちされたり監禁されたりしているわけではないことが判明し、とりあえずほっと胸を撫なで下ろす。

「よかった……」

　巡が二十番地の家のほうを振ふり返り、しみじみと呟つぶやく。

「まったく、人ひと騒さわがせな妹だよ。きみにも心配かけて申し訳ない」

「いえ、そんな。無事だとわかったので、僕も安心しました」

　そう言って、巡はキャメロンの顔を見上げた。

　先ほどまで青ざめていた顔に血の気が戻もどり、やわらかな笑えみを浮うかべている。

　ハグしたい衝しよう動どうがこみ上げてきて、思わずキャメロンは巡の細い肩かたを抱き寄せた。

「ああ、本当に。無事でよかった」

「……え、ええ……」

　五段階でいうと一か二程度のごく軽いハグだが、巡は戸と惑まどいを覚えたらしい。声も体も緊きん張ちようで硬かたくなっている。

　せっかくほっとしたところにストレスを与あたえるのは気の毒だ。名残なごり惜おしい気持ちで、キャメロンは巡の体から手を離した。







　別べつ荘そうに戻ると、一階のリビングでコンラッドが待ち構えていた。

「おかえり。ふたりとも疲つかれただろう」

「まあね。話は夕食をとりながらでもいいかな？」

　巡の顔を見やり、キャメロンはダイニングルームを指さした。

　自分はさほど疲れていないのだが、巡は捜そう索さくにつき合わされてくたくただろう。チャーチストリートを歩く前にコーヒーか軽食の休きゆう憩けいを挟はさむべきだったが、クレアの行方ゆくえが心配で気がまわらなかったことを反省する。

「そうしよう」

「メラニー伯お母ばさんは？」

「クレアの無事を知って、さっき帰ったところだ」

　ダイニングルームへ向かいかけたコンラッドがはたと立ち止まり、巡に視線を向ける。

「そういえばきみも今日の午後帰る予定だったんだよな。妹の騒そう動どうに巻き込んですまなかった。夕食が終わったら車を手配するよ」

「いえ、急ぐわけではないので……。もう一晩お世話になってもかまいませんか？」

「もちろんかまわないよ。俺は明日の朝一番でニューヨークに戻らなきゃならないが、キャメロンは水曜日まで滞たい在ざいする予定だし」

　巡も滞在を延長すると知って、キャメロンは胸がざわめくのを感じた。

　巡に惹ひかれているのは確かだし、今後も親友の兄という立場を利用してちょくちょく会うつもりでいる。けれど彼とどういう関係になりたいのか、自分でもまだよくわからない。それを見み極きわめるために、もう少し時間がほしいと思っていたところだ。

「……ありがとうございます」

　巡がぎこちない笑みを浮かべる。

　別荘にキャメロンとふたりきりになると聞いて──通いの家政婦もいるので完全にふたりきりというわけではないが──動どう揺ようしているらしいことが伝わってきて、キャメロンは内心ほくそ笑んだ。

　巡が、自分のことを意識している証しよう拠こだ。

　今日一日行動をともにし、キャメロンは手て応ごたえを感じていた。

　巡も自分と同じ気持ちだと思うほどうぬぼれてはいないが、見つめたり肩に触ふれたりするたびにひどく緊張した様子を見せるのは、照れや気き恥はずかしさのせいだと考えてまず間ま違ちがいないような気がする。

（少なくとも嫌きらわれてはいないよな？）

　考えているうちにだんだん自信がなくなってきて、キャメロンはテーブルを挟んだ向かいの席の巡に視線を向けた。

　目が合ったとたんに白い頰ほおが上気するのを見て、再び自信を取り戻す。

（まったく……相手の些さ細さいな反応に一いつ喜き一いち憂ゆうするなんて、これまで一度もなかったのに）

　家政婦が温かいスープとサラダを運んできてくれたところで、コンラッドのスマホが着信音を鳴り響ひびかせた。

「失礼……ああ、これは仕事のメールだ」

　さっと目を通して、スマホをポケットにしまう。

「クレアも何か一言連れん絡らくをよこせばいいのに。スマホを落としたのはわかったけど、ほかにも連絡手段はあるだろう」

　コンラッドの苦言に、巡がスプーンを持つ手を止めた。

「僕たちの電話番号やメールアドレスがわからないんだと思います。前にも彼女と何日か連絡が取れなかったことがあったんですけど、スマホの故障で番号がわからなくなって連絡できなかったって言ってました」

「ああ、確かに電話番号なんていちいち覚えてないもんな」

　キャメロンもコンラッドも何かあったときのために番号リストを手帳に書き写しているが、クレアはそのあたりが少々ルーズだ。

「俺たち個人の番号は覚えてなくても、自宅や別荘の固定電話くらい……最近変えたばかりだから無理か。だけどネットで〈ロックハート・オーガニゼーション〉を検索して代表番号にかけてくるとか、いくらでも方法はあるのに」

「ま、今はまだ俺たちに連絡したくない気分なんだろう。ラスベガスに逃とう避ひ行こう中とか言ったら猛もう反はん対たいされると思って」

「クレアも大人だし、いきなり説教はしないさ。けどまあ、その件について話し合おうって言われるのも嫌いやなのかもな」

「けど、放ほうっておくわけにはいかない」

　キャメロンの言葉に、コンラッドも渋しぶい表情で頷うなずいた。

　クレアはロックハート家の一員だ。素す性じようを知った駆かけ落ち相手に利用される可能性を考こう慮りよしなくてはならない。

　それでなくても、家族として妹の突とつ然ぜんの家出は心配だった。

「明日ラスベガスに飛んでみるよ。説得は無理だとしても、会って無事を確かく認にんしたい」

「そうしてくれるとありがたい。俺も行きたいんだが、明日の会議はどうしても外せないんだ」

　軽く頷いて、キャメロンは巡に視線を向けた。先ほどから考えていたことを、さりげなく切り出す。

「巡、もし時間に余よ裕ゆうがあれば、きみもラスベガス行きにつき合ってくれないかな」

　巡が面めん食くらったように目をぱちくりさせる。

「え……いいんですか？」

「ああ、俺だけだとクレアが猛反発するのは目に見えている。親友のきみがいれば、クレアも落ち着いて話ができると思うんだ」

「親友？」

　コンラッドの怪け訝げんそうな表情に、キャメロンは肝かん心じんな部分を話していないことを思い出した。

「ごめん、兄貴にはまだ話してなかったな。実は……」

　クレアが同性愛者であること、それを隠かくすために、巡に恋こい人びとのふりをするよう頼たのんだこと、今日訪ねていったカーラはクレアの元恋人であることを、手短に説明する。

「そういうことだったのか……いや、ちょっと驚おどろいたな」

　コンラッドが放心したように椅い子すの背にもたれる。

「兄貴がショックを受けないようあらかじめ言っておくけど、一いつ緒しよにラスベガスに行った女性とは駆け落ちの可能性もある」

「いや、誤解しないでくれ。クレアの恋れん愛あい対象が同性だってことは別にいいんだ。うちの一族には同性婚こんもいるし、それについて反対する気はない」

　言いながら、コンラッドが眼鏡めがねを押し上げる。

「ショックなのは、妹の性的指向にまったく気づいてなかった自分の鈍どん感かんさだ。言われてみれば、そういうサインはいくつもあったはずなのに……」

「そのへんは本人が帰ってきてからじっくり話せばいいさ」

「……ああ、そうだな」

　巡と目が合ったので、にっこりと微笑ほほえみかける。クレアの捜索と説得のためではあるが、ふたりでラスベガスへ行くことになり、キャメロンは心が浮うき立つのを感じていた。

　この旅行中に、巡との距きよ離りを少しでも縮めておきたい。

（下心を気取られないように、細心の注意を払はらわないとな）

　臆おく病びような子こ鹿じかを狙ねらう狼おおかみのような気分になり、ほんの少し罪悪感を覚えつつ、キャメロンはサラダを口に運ぶ巡の姿を堪たん能のうした。
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　世界有数のカジノリゾート、ネバダ州ラスベガス。

　砂さ漠ばくの中に忽こつ然ぜんと現れたこの街には、七十軒けん以上のホテルが建ち並んでいる。

　特に有名なのが、中心部にある巨きよ大だいな高級ホテル群だ。カジノやシアター、ショッピングモール、プールや遊園地などを備えており、それぞれがひとつの街のような規模を誇ほこっている。

　ホテルに向かうリムジンの中から、巡は目を白黒させながら華はなやかな歓かん楽らく街がいを眺ながめた。

　華やかというより騒そう々ぞうしいといったほうがいいかもしれない。夜になってネオン街になれば少し落ち着くのかもしれないが、昼間のラスベガスは建物や看板の色しき彩さいが氾はん濫らんしていて、まるでおもちゃ箱の中に放り込まれたような気分だった。

「初めてのラスベガスの印象は？」

　隣となりの席のキャメロンに話しかけられ、ぼんやりと景色に見入っていた巡は慌あわてて振ふり返った。

「ええと……今までラスベガスには全然興味なかったんですけど、こうやって実際来てみると、この街に引き寄せられる人が多いのがわかります」

「一見ゴージャス、でもどこか張りぼてっぽいというか、空くう虚きよで現実味がない感じだよな」

　キャメロンが、眉み間けんに皺しわを寄せつつ窓の外に視線を向ける。その口ぶりから、巡同様ラスベガスにあまりいい印象を持っていないらしいことがうかがえた。

「ええ、だけどこの非現実的な感じが魅み力りよくなんでしょうね」

　巡の言葉に頷き、キャメロンは持参した小型ノートパソコンに視線を戻もどした。

　しばらく無言でキーボードを叩たたいていたが、顔を上げてぽつぽつと話し始める。

「以前、本家の不動産部門がここのホテルをいくつか経営してたんだ。だけどここはマフィアによって作られ、今もマフィアが牛ぎゆう耳じっている街だ。表向きは合法的な企き業ぎようになってるけどね。巨万の富をもたらすカジノは、それなりに問題も多い。いろいろあって、ロックハート家はラスベガスから手を引くことにしたんだ」

「そうなんですか……。クレアももちろんそのことを知ってるんですよね？」

「ああ。だからクレアがここに来たって聞いて、ちょっと意外だった。ラスベガスに興味を持っているようには見えなかったから」

「連れの女性が行きたいと言ったのかも」

「かもな。……ああ、俺たちが泊とまるホテルが見えてきた」

　前方に巨大なホテルが立ちはだかっている。これまで目にしてきたきらびやかなホテルと違ちがってシンプルで落ち着いた印象ながら、高級感は群を抜ぬいていた。

（なんか格が違う……）

　ロックハート家の御おん曹ぞう司しが選んだホテルなのだから、それも当然だろう。

『旅費や宿しゆく泊はく費はこちらが持つから心配しなくていい』

　ラスベガス行きが決まったとき、キャメロンがそう言ってくれたので厚こう意いに甘えることにしたのだが、移動の手段からして巡の予想を超こえていた。

　飛行機を手配しておいたというのでラスベガス行きの国内便に搭とう乗じようするのかと思っていたら、なんとプライベートジェットだった。人生初のプライベートジェットに動どう揺ようしている間にラスベガスに着いてしまい、おまけに飛行場には黒くろ塗ぬりのリムジンが待機していて……。

（スリーピーホロウに行くことになったとき、まさかこんな展開が待ち受けているとは思いもしなかった……）

　あのときは、クレアがロックハート家の令れい嬢じようだなんて知らなかった。

　別べつ荘そうもパーティも巡の予想を超える規模で、それだけでもびっくりなのに、家出したクレアを追ってラスベガスに来ることになろうとは。

（しかも、キャメロンとふたりきりで）

　今朝から考えないようにしているのだが、目が合うたび、言葉をかわすたびに意識してしまう。クレアを捜さがして説得するためとはいえ、ふたりでラスベガス旅行だなんて、なんだか一気に距離が縮まったような気がして落ち着かなかった。

　リムジンがロータリーに入っていき、エントランスの前で停車する。

　制服を着たドアマンが出で迎むかえてくれて、巡は今いま更さらながら自分の服装が場ば違ちがいではないかと心配になってきた。

　念のため自前のスーツ一式も持ってきたが、量りよう販はん店てんの安物だ。今着ている服を含ふくめ、普ふ段だん着ぎは無難なカジュアル系ばかり、高級ホテルにふさわしいものとは思えない。

　キャメロンは麻あさのスーツにノーネクタイだが、さすがにさまになっている。当然ながらこういった場所にも慣れているようで、ドアマンに礼を言ってさりげなくチップを渡わたす動きがスムーズだ。

　深しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれたロビーには、大勢の人が行き来していた。

　観光客が多いので、中には高級ホテルに似つかわしくない服装の人もいる。少しだけ肩かたの力を抜いて、巡はキャメロンのあとに続いた。

「ロックハートさま、お待ちしておりました。こちらへどうぞ」

　チェックインの列に並ぼうとしたキャメロンに、スーツ姿の中年男性がにこやかに話しかけてくる。ちらりと目に入った名札には、支配人という肩書きが添そえられていた。

　別室に案内され、こういった場所でロックハート一族が特別な待たい遇ぐうを受けられる身分であることをしみじみと実感させられる。

「ご予約いただきありがとうございます。最上階のスイートルームをご用意させていただきました」

「ありがとう。急な予約で無理を言って申し訳ない」

「いえいえ、いつでも歓かん迎げいですよ」

　革かわ張ばりの椅い子すに掛かけてふたりの会話を聞きつつ、巡はキャメロンが部屋を一室しか予約していないらしいことに不安を覚えた。

（まさか同じ部屋で寝ねるとか？　いやいや、そんなのあり得ないよね？）

　手続きを済ませると、支配人自ら部屋に案内してくれた。

　最上階への直通エレベーターは、カードキーを持つ宿泊客しか利用できないようになっていた。到とう着ちやくしたエレベーターホールはまるで現代アートの美術館のようで、ここが特別なフロアであることをさりげなく主張している。

　案内されたのは、キングズスイートという部屋だった。おそらくこのホテルで最上級の部屋なのだろう、天てん井じようの高いリビングルームはパーティができるほど広く、一面ガラス張りになった窓からはラスベガスの街はもちろんのこと、その向こうにある砂漠まで見渡すことができる。

　支配人が退出すると、キャメロンが上着を脱ぬぎながら振り返った。

「ちょっと大げさだったかな。せっかくベガスに行くんだから、ベガスらしい雰ふん囲い気きを味わえるようにと思ったんだが」

「いえあの、こういう場所には一生足を踏ふみ入れる機会がなかったと思うので、いい思い出になります」

　その言葉に噓うそはない。部屋そのものよりも、キャメロンとふたりで泊まることのほうに気を取られてはいるが。

「きみにとっては予想外の遠出になってしまっただろう。クレアが無事なのはわかってるし、きみには楽しんでもらいたいんだ」

「プライベートジェットに乗った時点で、僕の一生分のレジャー運を使い果たしました」

　真顔で頷うなずくと、キャメロンが声を立てて笑った。

「ジェットは単なる移動手段だから、レジャーのうちに入らないよ。さてと、荷物を運んでしまおうか」

「はい」

　どぎまぎしつつ、巡は自分のキャリーケースを持ち上げた。

　短い廊ろう下かの先に寝しん室しつがふた部屋あるのがわかり、ほっと胸を撫なで下ろす。

（そうだよね、同じ寝室のわけないよね）

　安あん堵どしつつも心の片かた隅すみでちょっぴり残念だと感じていることに気づいて、巡は急いで不ふ埒らちな考えを追い払はらった。

「どっちでも好きなほうを使ってくれ」

「ではこちらを使わせていただきます」

　メインではなくサブの寝室を選ぶと、キャメロンが唇くちびるの端はしに笑えみを浮うかべた。

「そっちでいいの？　こっちのキングサイズのベッドはゆっくり手足を伸のばせるよ」

　キャメロンが、主寝室の中央に置かれた巨きよ大だいなベッドを指し示す。

「寝室が広すぎると落ち着かないんです。それに、僕にはそんな大きなベッドは必要ないので……」

「俺もひとりじゃ持て余しそうだ。もし気が変わってキングサイズのベッドで寝てみたくなったら、夜中でも遠えん慮りよなく潜もぐり込んでくれ」

「……っ」

　キャメロンの軽口に、とっさに対応できず口ごもってしまった。

　冗じよう談だんだとわかっているのに、脳のう裏りにキングサイズのベッドでキャメロンと一いつ緒しよに寝ている図が浮かんでしまい、じわっと頰ほおが熱くなる。

　さらに悪いことに、巡が口ごもったせいで、キャメロンまでばつの悪そうな表情になり……。

「……荷ほどきしたら、クレアが買い物をしたという宝ほう飾しよく店に行ってみるつもりだ」

「……僕も行っていいですか？」

「ああ、一緒に行こう」

　頷いて、巡はそっと寝室のドアを閉めた。

　ひとりになり、まずは大きく深呼吸をする。

（落ち着け。キャメロンは僕の気持ちに気づいてるわけじゃない）

　そう自分に言い聞かせるが、かえって不安が大きくなってしまった。

　本当にキャメロンに気づかれていないだろうか。プライベートジェットの中でもリムジンの中でも、キャメロンと間近で目を合わせるのが怖こわくてずっと視線をさまよわせていた気がする。

　いささか挙動不ふ審しんな自分のことを、キャメロンはどう思っているのだろう。

　単に変な子だと思われているだけならいいが、自分に気がある素そ振ぶりに困こん惑わくし、迷めい惑わくに思っているかもしれない。

（だけど……もし気づいているとしても、キャメロンは気づかないふりで通してくれるはず）

　キャメロンだって、男に惚ほれられても困るだけだろう。クレアが見つかるまでの短い旅だし、多少居い心ごこ地ちの悪さは感じるかもしれないが、わざわざ藪やぶをつついて蛇へびを出すような真ま似ねはしないはずだ。

　気づかれても気づかれなくても、表面上は何も変わらない。

　そう結論づけると、少しだけ気持ちが落ち着いてきた。

　心がちくちく痛むのは無視し、巡はキャリーケースを開けて着き替がえを取り出した。







　クレアが連れの女性と一緒に買い物をしたという宝飾店は、別のホテルの中にあった。

　ちょうど団体客が到着したところらしく、ロビーにはＴシャツに短パンといった軽装の集団が陣じん取どっていた。絨毯は色いろ褪あせ、観葉植物には埃ほこりがたまっている。ベルボーイはスマホから顔を上げようとしないし、あまり格式の高くないホテルであることがうかがえた。

「クレアはこのホテルに泊とまってるんでしょうか？」

　歩きながら尋たずねると、キャメロンが振り返る。

「どうだろう。クレアはこういう感じのホテルは選ばないと思うんだが」

「ですよね……」

　大声でしゃべりながら歩く一団とすれ違ちがい、思わずキャメロンと目を見合わせる。値段を気にしなくていい身分なら、このような騒そう々ぞうしい場所は選ばないはずだ。

（敢あえていつもと違う雰囲気を楽しんでるのかもしれないけど）

　ホテルとカジノをつなぐ通路にブティックや土産みやげものの店が数すう軒けん並んでおり、目当ての宝飾店もすぐに見つかった。

「いらっしゃいませ」

　キャメロンが店に入ると、ショーケースの向こうにいた中年の女性が顔を上げた。まずキャメロンの全身を素す早ばやくチェックし、それから巡のほうにちらりと目を向ける。

「何かお探しですか？」

「昨日ここで買い物をした女性を捜さがしているんですが」

　キャメロンが切り出すと、女性の作り笑顔がかすかに強こわばった。

「実は妹が家出中でしてね。昨日ここでクレジットカードで買い物をしたはずなんですが、覚えてませんか？」

　キャメロンがスマホの画面を向け、クレアの写真を見せる。

　写真を一いち瞥べつし、女性は首を横に振った。

「さあ、全員覚えているわけではないので……」

「夕方五時頃ごろ、黒くろ髪かみのラテン系の女性と一緒に来て指輪を買っていったはずなんですが」

「お力になれず申し訳ありません」

　丁てい寧ねいな口調ではあるが、とりつく島もない態度だった。個人情報云うん々ぬん、あるいは面めん倒どうなトラブルに巻き込まれたくないと用心しているのかもしれない。

「こちらこそ、お手間を取らせてすみません。もし何か思い出したらここに連れん絡らくいただけますか？」

　それ以上食い下がることなく、キャメロンがにこやかな笑みを浮かべて名めい刺しを差し出した。

「そうさせていただきます」

　言いながら女性が名刺を受け取るが、口先だけといった感じで期待できそうにない。

　落らく胆たんしつつ店の出口に向かいかけたところで、「ちょっと待ってください」と呼び止められた。振り返ると、女性が驚おどろいたような表情を浮かべてこちらを凝ぎよう視ししている。

「キャメロン・ロックハートさん？　あのロックハート財団の？」

「ええ、そうです」

　キャメロンが、気負うことなくさらりと認める。

　とたんに女性が満面の笑みを浮かべ、こちらに歩み寄ってきた。

「まあ、あのロックハート一族のかたにお会いできるなんて光栄だわ」

「こういう場合じゃなければもっとよかったんですけどね」

　キャメロンの軽口に、女性の頰が上気したのがわかった。

　どことなく男女の駆かけ引きめいた空気に、ちくりと胸が痛くなる。別にキャメロンは、本気で彼女を口説こうとしているわけではないのだろうが……。

「あの……妹さんの件、本当は店長から客の情報を漏もらすなと言われてるんですけど……」

　キャメロンを上うわ目め遣づかいで見上げ、女性が小声で切り出す。

「ご心配なく。あなたに聞いたとは絶対口外しません」

　キャメロンが口をファスナーで閉じる仕草をしてみせる。女性はくすくす笑い、指輪が並べてあるショーケースの前に移動した。

「妹さんは昨日五時頃来店されました。連れの女性のかたとお揃そろいの指輪をお探しで、こちらをお買い上げくださいました」

　女性がショーケースの中の指輪を指し示す。プラチナに小さなダイヤモンドをあしらったもので、値札に三十パーセントオフのシールが貼はられていた。

　しばし思案するように指輪を眺ながめ、キャメロンが顔を上げる。

「他ほかに何か言ってませんでしたか？　どこに泊まってるとか、どこへ行くとか」

「そういうお話は全然。観光客が多いので、どこから来たとかこれからどこへ行くとかおしゃべりされるかたが多いんですけど」

「連れの女性の名前はわかります？」

「いいえ。もしかしたら名前を呼んでたかもしれませんが、それは覚えていないです」

「そうですか。どうもありがとうございます、助かりました」

　丁重に礼を述べ、キャメロンがくるりとこちらに向き直って「行こう」と促うながす。

　彼女のほうは名残なごり惜おしそうな様子だったが、キャメロンは足早に店をあとにした。

「クレアがここに誰だれかと一緒に来たのは間違いないみたいですね」

「ああ。だがこのホテルに泊まっているとは思えないんだが……なんでここに来たんだろう？」

　キャメロンがため息をつき、周囲を見まわす。

「今のお店が目当てだったとか？」

「それも疑問なんだ。クレアはアクセサリーを買うときはいつも亡なくなった母が愛用していたブランドのものを選んでいた。ラスベガスにも支店があるし、調べればすぐにわかりそうなものだが」

　先ほどの宝飾店は、洗練された店とは言い難がたい。お洒落しやれには疎うとい巡も、クレアがあのありきたりなデザインの指輪を買ったというのはちょっと意外だった。

「連れの女性にとっては思い入れのあるお店だったとか？」

「そういう可能性もあるな。通りすがりに見かけて彼女のほうが気に入ったとか」

「お揃いの指輪を買ったということは、やっぱりふたりはそういう関係と考えていいんでしょうか」

「だろうね。恋こいの逃とう避ひ行こうってわけだ。まったく人ひと騒さわがせな……ああ、ちょっと待って」

　ホテルを出たところで、キャメロンがポケットからスマホを取り出す。

「コンラッドからだ。──もしもし？　ああ、今クレアが指輪を買った店に行ってみたところだ。残念ながら収しゆう穫かくなし。そっちは？」

　何度か頷うなずいたあと、「了りよう解かい」とだけ言って通話を切り、こちらに向き直る。

「私立探たん偵ていにクレアが泊まっていそうなホテルの防犯カメラを調べてもらってたんだ。一軒一軒訪ねてまわるよりそのほうが効率がいいから」

「どこに泊まってるかわかりました？」

「いや、今のところ顔認にん証しように引っかからないらしい。範はん囲いを広げて調べているところだそうだ」

「便利になりましたよね。今はそうやって、防犯カメラの映像を顔認証システムにかけて割り出すことができるんですから」

　何気なく言ったセリフに、キャメロンが微び妙みような表情を浮うかべる。

「……厳密に言えば合法ではないことは承知の上だ。けれど直接ホテルに訪ねていっても個人情報を理由に教えてもらえないことが多いので……」

「あ、別にそのことについて意見したいわけじゃないんです。えっとあの……僕の叔お父じは警察官で、捜そう査さのためにはときには一線を越こえなくちゃいけないときもあると」

　慌あわてて弁解すると、キャメロンがくすりと笑った。

「合法か否いなかは、法律の解かい釈しやくによるからね。言い訳するようだけど、いつもこういう手段を取っているわけじゃないよ。まあ法律を熟知していると、抜ぬけ道にも詳くわしくなるけど」

「叔父も言ってました。必要とあれば、それが合法だと」

「いいね。けど、今の会話はくれぐれも内密に」

　キャメロンが、芝しば居いがかった口調で声を潜ひそめる。

　目を見合わせて、巡はくすくすと笑った。

　キャメロンがクレアのために手を尽つくしていることはよくわかっている。合法とは言えない手段も駆く使ししているようだが、後ろめたさを感じていないわけではない。

　キャメロンのそういう人間味あふれる一面を知ることができて、巡は彼への好感度がますます上がっていくのを止められなかった。

（どうしよう……これ以上好きになったってつらいだけなのに）

　一刻も早くクレアを見つけ出して家に戻もどるように説得するのがこの旅の目的なのに、自分はキャメロンとの時間を密ひそかに愉たのしんでいる。この時間がずっと続けばいいのに、などと願ってしまう自分の身勝手さが恥はずかしい。

　雑念を払はらおうと軽く首を振ふった巡は、視界に飛び込んできた文字列にふと足を止めた。

「どうした？」

　数歩先でキャメロンが気づき、振り返る。

「ええ、あのポスターがちょっと気になって」

　通りすがりのカフェの外がい壁へきに、ライブやイベントのポスターが何枚か貼られている。

　巡が目をとめたのは、ＬＧＢＴ限定パーティのポスターだ。キャメロンに言っていいものかどうか迷うが、クレアはこういうイベントが好きでちょくちょく顔を出していたのだ。

「ナイトクラブのパーティか。もしかしたら、クレアたちも顔を出すかもな」

「これ、僕たちが泊とまっているホテルの地下ですね」

「今夜開かい催さいだ。行ってみよう」

　ぽんと肩かたに手を置かれ、巡は戸と惑まどいつつこくりと頷いた。







　ドア係が金色の扉とびらを開けたとたん、大音量のダンスミュージックが体を直ちよく撃げきする。

　薄うす暗ぐらいフロアには大勢の人がひしめき合い、彼らの頭上でピンクやブルーのライトがめまぐるしく旋せん回かいしていた。

（うわあ……）

　非日常的な空間に、巡は軽く目め眩まいを覚えた。ダンスパーティに参加したことがないわけではないが、こういった本格的なナイトクラブは初めてで、きらびやかな装そう飾しよくや規模の大きさに圧あつ倒とうされてしまう。

「けっこう広いですね」

　巡の呟つぶやき声は、あっというまに音楽にかき消されてしまった。

　キャメロンが前まえ屈かがみになり、「何？」と聞き返す。

「いえあの、思ってたより広くて……」

「ああ、はぐれないように注意しないとな」

　さりげなく手を握にぎられ、巡はぎょっとしてキャメロンを見上げた。

　キャメロンがくすりと笑い、つないだ手を持ち上げてみせる。

「これからしばらくの間、〝恋人同士〟だからね」

「……ええ、そうでした」

　──ここに来る前、キャメロンに提案されたのだ。

『ＬＧＢＴ限定のパーティだし、俺たちは恋人同士ってことにしておこう』

　たしかにキャメロンの言うとおり、ＬＧＢＴ限定と銘めい打うっている場に潜せん入にゆうするなら周りに合わせるのが礼れい儀ぎというものだろう。それに、恋人同士ということにしておいたほうがトラブルを避さけられる。

　巡は普ふ通つうのバーでも男性にナンパされることがあるので、そういった男たちをかわすためにも彼氏役がいてくれたほうがありがたい。

（うう、緊きん張ちようする……っ）

　キャメロンの大きな手に包まれている右手が硬こう直ちよくしている。

　手だけでなく、全身もキャメロンの存在を意識してぎこちなく強こわばっていた。

「まずは何か飲もう」

「は、はい」

　キャメロンとともに、着き飾かざって踊おどったり談だん笑しようしたりしている人々の間を縫ぬうようにしてバーカウンターへ向かう。

　客は男性同士のカップルが圧倒的に多く、その次に目立つのが女性同士のカップルだろうか。女装している男性や、ぱっと見て性別が判断できない人もちらほらいる。

　人ひと混ごみは苦手だが、巡は不思議とこの空間に親近感を覚えていた。

　日ひ頃ごろはどこに行っても異性愛者が多数派で、同性愛者である巡はなんとなく疎そ外がい感を覚えることが多い。けれどここにいるのは皆みな同性愛者を含ふくむ少数派で、自身の性的指向を隠かくしたり恥じたりする必要がないのだ。

（キャメロンにとっては居い心ごこ地ち悪いんだろうけど……）

　ちらりとキャメロンの横顔を見上げる。

　ほぼ同じタイミングでキャメロンも巡を見下ろし、薄暗いフロアで視線が絡からみ合った。

「なかなかバーまでたどり着けないな」

「ええ……えっと、クレアも見当たりませんね。あ……っ」

　踊っていた男性の腕うでがぶつかり、よろけてしまう。振り返った男性が睨にらみつけてきたので、慌てて巡は「すみません」と謝った。

「どこ見て歩いてるんだよ。気をつけろよ」

　気が立っているのか、男が鬼おにのような形相で詰つめ寄ってくる。男の剣けん幕まくに恐きよう怖ふを感じてあとずさったそのとき、キャメロンが巡を庇かばうようにさっと男の前に立ちはだかった。

「ぶつかってきたのはそっちだろう」

　低く押し殺した声で一いつ喝かつする。

　巡の位置からはキャメロンがどういう表情をしているのか見えなかったが、男の表情が一変するのはわかった。先ほどまでの勢いはどこへやら、口の中で何やらもごもご呟きながらあとずさっていく。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　振り返ったキャメロンは、いつもの穏おだやかな表情だった。

「ええ、ありがとうございます」

　どぎまぎしながら礼を言う。

　怖こわい思いをしたせいか、キャメロンの優やさしい眼まな差ざしにほっとする。同時になぜか涙なみだが出そうになり、巡は急いで視線を俯うつむけた。

　ようやくたどり着いたバーカウンターで、キャメロンがビールを二杯はい注文する。

　若い女性のバーテンダーは、にこりともせずにグラスをカウンターに置いた。キャメロンが高額紙し幣へいを差し出し、「釣つりはいいよ」と言うと、彼女の表情がほんの少しやわらぐ。

「ちょっと訊ききたいんだが、この女性を見かけてない？」

　言いながら、キャメロンがスマホの写真を彼女に向ける。

　数秒間写真を見つめ、彼女は首を横に振った。

「ここだけじゃなくて、どこかで見かけなかったかな？」

「こんな美人、一度見たら忘れないわ」

「そうか……どうもありがとう」

「なになに？　誰だれか捜さがしてるの？」

　キャメロンの隣となりにいた男性が、興きよう味み津しん々しんといった様子で口を挟はさんでくる。

「ああ、妹を捜してるんだ。ラスベガスに来てるはずなんだが」

「うーん、見たことないね。ところで一杯どう？　おごるよ」

　男性が、舌なめずりせんばかりの態度でキャメロンにすり寄ってくる。

　なかなかの美形で、体も細身ながらしっかり筋肉を備えていることがよくわかる。彼の堂々としたナンパに動どう揺ようしていると、キャメロンに肩を抱だき寄せられた。

「お誘さそいはありがたいが、恋こい人びとがいるんだ」

「なんだ、彼氏持ちか。残念」

　名残なごり惜おしそうな様子で、彼が巡をちらりと一いち瞥べつする。こんな瘦やせっぽちのどこがいいの？とでも言いたげな表情だった。

「あっちのバーテンダーにも訊いてみるかな」

　ビールを呷あおり、キャメロンがグラスを置く。巡もグラスに口をつけたが、ビールは苦手なので半分も飲めなかった。

「無理して飲まなくていいよ。適当に頼たのんでしまったから、次はきみの好きなものを頼もう」

「今夜はアルコールはやめておきます」

「了りよう解かい。じゃあ俺も控ひかえめにしとこう」

　カウンターにいた他ほかのバーテンダーにもクレアを見かけたか尋たずねてみたが、答えはみんなＮＯだった。

　ふいにフロアを照らすライトが一段暗くなり、ＤＪブースの背後のスクリーンに大きなハート形の映像が浮うかび上がる。曲もバラードに変わり、先ほどまで飛んだり跳はねたりしていた客も、それぞれのパートナーと手を取り合い始めた。

「俺たちも、踊りながらクレアを捜すのはどう？」

「え？　は、はい」

　大きな手を腰こしにまわされ、巡は声を上うわ擦ずらせた。

　ナイトクラブに足を踏ふみ入れてから、まるでジェットコースターに乗っている気分だ。落下したかと思うと浮ふ上じようし、呼吸を整えたところでまた急きゆう上じよう昇しようしていく。

（うわ、うわー……）

　心の中で叫さけびながら、キャメロンの肩かたにそっと手を置く。

　密ひそかに憧あこがれを抱いだいている男性とチークを踊ることになり、天にも昇のぼる心地になっていいはずだが、緊張でそれどころではなかった。

　こういう出来事は、きっとあとから思い出すときに幸せを感じるのだろう。渦か中ちゆうにいる今は、幸せを嚙かみしめる余よ裕ゆうがない。

　しっとりした女性ボーカルが、片かた想おもいのつらい胸のうちを切々と歌い上げる。

　キャメロンの胸に顔を埋うずめるようにして、巡は歌詞に自分を重ねた。

　やがて曲が終わりに近づき、フロアのライトが再び点てん滅めつする。バラードの最後にかぶせるようにしてテクノ系のダンスミュージックが始まり、巡はさりげなくキャメロンの手から逃のがれた。

「あの、あそこらへんは女性が多いからクレアを見た人がいるかも」

「そうだな、行ってみよう」

　再び人混みをかき分け、フロアを移動する。

　階段を上った先、中二階のスペースのボックス席もほぼ満席だった。キャメロンがボックス席の女性グループに声をかけ、クレアを見ていないか尋ねてまわる。

「すごい美人！　あなたの彼女？」

「いや、妹だ」

「私にも見せて」

　わいわい騒さわぎながら、グループの女性がキャメロンのスマホを覗のぞき込む。

　中二階からは下のダンスフロアがよく見み渡わたせることに気づいて、巡は手すりに摑つかまって階下を見下ろした。

（こんなにたくさんいるんだ……）

　大学のＬＧＢＴのイベントに参加したり、クレアにゲイバーに連れていってもらったりしたが、これだけ大勢見るのは初めてだ。自身の性的指向をひた隠しにしている巡には、思い思いの服装で楽しそうに踊おどる彼らが眩まぶしかった。

　しばしダンスフロアの光景に見入り、本来の目的を思い出して群衆の中にクレアの姿がないか目をこらす。

　薄うす暗ぐらい上にライトがちかちかして見えづらく、巡は身を乗り出して目を細めた。

「おっと、そんなに乗り出したら危ないよ」

　ふいに誰かに軽く腕を摑まれる。

　驚おどろいて振ふり返ると、見知らぬ若い男ににっこりと微笑ほほえみかけられた。

「ひとり？　よかったら一いつ緒しよに踊らない？」

「……いえ、あの」

　連れがいますのでと答えようとしたそのとき、男の背後からキャメロンが大おお股またで近づいてくるのが見えた。

「失礼。俺の恋人に何か用かな？」

　キャメロンも微笑みながら巡の腕を摑む。愛あい想そのいい笑えみとは対照的に、腕を摑む手に力が入っていた。

「残念、彼氏持ちか」

　言いながら、男が巡を摑んでいた手を離はなす。

「ああ、彼氏持ちだ。ほかを当たってくれ」

「そうするよ。まったく、こんな綺き麗れいな子とつき合ってるなんてうらやましいよ」

「そうだろう。綺麗で優しくて、最高の恋人だ」

　肩を抱き寄せられて、どきりとする。演技だとわかっていても、耳元でこんなセリフを囁ささやかれると心臓に悪い。

　男が立ち去っても、キャメロンは肩を抱き寄せたまま離してくれなかった。

「ボックス席の女性グループにひととおり話を聞いたが、誰もクレアを見ていない。下のフロアを巡じゆん回かいして、手がかりがなければ部屋に戻もどろう」

「は、はい」

　再び手をつなぎ、ダンスフロアへ下りていく。入店したときよりも客が増え、フロアは大勢の人でごった返していた。

「はぐれないように気をつけないとな」

　踊る客の間を縫ぬいつつ、キャメロンが音楽に合わせて体を揺ゆらす。

「もしはぐれたら、部屋に戻ることにしましょう」

　巡もリズムに誘われるように軽くステップを踏んだ。

　ダンスはあまり得意ではないが、音楽に身を任せるのは心ここ地ちよかった。キャメロンも楽しげに笑い、くるりとターンしてみせる。

　しばしクレア捜しを中断し、巡はダンスを楽しむことにした。どっちにしろこの人ひと混ごみでは、身動きできそうにない。

「イエーイ、楽しんでる？」

　酔よっぱらった男が割り込んできて、キャメロンがむっとしたように眉まゆ根ねを寄せる。何か文句を言おうとしたそのとき、曲が変わってフロアのライトがいっせいに消えた。

　会場が暗くら闇やみに包まれ、ざわめきと歓かん声せいが沸わき起こる。

（え？　もしかして停電？）

　数秒後、フロアにサーチライトのような光線が飛び交かい始め、停電ではなく演出だったことがわかって、巡はほっと胸を撫なで下ろした。

　けれど会場は相変わらず暗く、旋せん回かいする色とりどりの光線では足元もよく見えない。香こう水すいの匂においや大音量の音楽、人々が酩めい酊ていしたようにうごめく様子に次し第だいに気分が悪くなってくる。

「キャメロン？」

　呼びかけるが、返事がない。

　少し離れた場所から「巡！　どこだ？」と叫ぶ声が聞こえてきたが、こう暗くて人が多いと位置がよくわからなかった。

（とりあえずバーカウンターへ行って、水を飲もう）

　体を縮めるようにして客の隙すき間まを通り抜ぬけ、なんとかカウンターへたどり着く。

　バーテンダーにミネラルウォーターを注文し、巡はあたりを見まわした。

　巡の位置からはキャメロンの姿は見当たらなかった。曲が変わってライトが明るくなれば、見えるようになるだろうか。

　水はなかなか出てこなかった。忘れられているのだろうかと心配になった頃ころに、ようやくグラスが差し出される。

「あの、これ注文と違ちがいます」

　ミネラルウォーターを頼たのんだのに、目の前に置かれたのはコーラだった。けれど聞こえなかったのか、バーテンダーはさっさと背を向けてしまった。

　あまり好きではないのだが、喉のどが渇かわいていたのでコーラを飲むことにする。半分ほど飲んだところで、背後で女性の声が聞こえた。

「クレア！　来てたの？」

　慌あわてて振り返ると、髪かみをピンクに染めた女性が長身の女性とハグしていた。長身の女性の後ろ姿がクレアに似ているように見えて、急いで巡は彼女の顔を確かく認にんしようとカウンターを離れた。

（……違った）

　がっかりして、カウンターへ戻る。キャメロンから何か連れん絡らくが来ていないかスマホを見るが、間の悪いことに電池が切れていた。

　いったん部屋に戻ったほうがよさそうだ。グラスに残っていたコーラを飲み干し、巡は踵きびすを返した。

「……っ」

　くらりと目め眩まいがして、視界が歪ゆがむ。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　隣となりでビールを飲んでいた男が、心配そうに声をかけてくれた。

「ええ……」

　カウンターに手をついて、何度か瞬まばたきする。コーラだと思って飲んだが、ひょっとしてアルコールが入っていたのだろうか。

「顔色が悪いよ。僕の部屋で休んでいく？」

　ふいに背中を撫で下ろされ、ぞわりと鳥とり肌はだが立つ。

　驚いて振り返ると、髭ひげ面づらの中年男がにやにやしながら巡の顔を覗き込んでいた。

「……結構です」

「だけど歩けないだろう？　少し休んだほうがいい」

　男の馴なれ馴れしい手から逃れようと体をよじり、己おのれの異変に気づく。

　何か変だ。先ほどコーラだと思って飲んだドリンクがアルコール入りのカクテルだったとしても、こんなに急に酔いがまわるはずがない。それに、この奇き妙みような不快感はアルコールの酩酊とは違う気がする。

（まさか、コーラに何か入れられた？）

　こういう場では自分の飲みものから目を離してはいけないと、よくわかっていたはずなのに──。

　バーテンダーに助けを求めようにも、皆みな忙いそがしそうで気づいてもらえそうにない。

　意識を失う前に一刻も早くこの場を離れようと、巡は足を踏ふみ出した。

　しかし膝ひざの力がかくんと抜けて、その場にくずおれてしまう。

「ほら、やっぱり歩けないじゃないか。僕の部屋に行こう」

　男の手を振り払はらおうとするが、力が入らない。

　絶望で胸がつぶれそうになったそのとき、遠くでキャメロンの声が聞こえた気がした。

「──巡！」

　幻げん聴ちようではなく、現実だったらいいのに……。

　顔を上げようとしたが、そこから記き憶おくがぷっつりと途と切ぎれてしまった。







「もう大丈夫です……歩けます」

　エレベーターの中で、巡は弱々しくキャメロンに訴うつたえかけた。

「部屋に着いたら下ろしてあげるよ」

　巡の顔を見下ろし、キャメロンが優やさしく微笑ほほえむ。

　青い瞳ひとみと距きよ離りが近すぎて、巡は落ち着かない気分で視線をそらした。

　──ナイトクラブで気を失う直前、異変に気づいたキャメロンが駆かけつけてくれた。

　幸い気を失っていたのはほんのわずかな時間だったらしい。気がつくと、キャメロンに横よこ抱だきにされてエレベーターホールに向かう途中だった。　>>>♥

「すみません……」

「きみが謝ることはない。目を離はなしてしまった俺の責任だ」

「そんな、あの人混みじゃ、はぐれないようにするのは至難の業わざです」

「ああ、おもちゃの手て錠じようでお互いの手首をつないでおくべきだったな」

　キャメロンが悪戯いたずらっぽく笑う。

「……それはそれで、ちょっとまずい気がします」

　キャメロンにピンクのファー付きの手錠をかけられている自分が頭に浮うかんでしまい、巡は頰ほおを赤らめた。しかも薬の影えい響きようか、自分は一糸まとわぬ姿で……。

「さあ、着いた」

　ドアの前で、キャメロンがそっと体を下ろしてくれる。

　けれどカードキーをかざす間も、腰こしにまわした手は離してくれなかった。

　また倒たおれてはいけないと気き遣づかってくれているのだろうか、大きな手の感かん触しよくに体の内側が熱っぽく疼うずいてしまう。

（僕が盛られた薬って、いわゆるデートレイプドラッグだったのかな）

　すぐに意識が戻もどったものの、まだ少し目眩がするし、頭もぼんやりしている。初めてなので勝手がわからないが、しばらくこのふわふわと覚おぼ束つかない感覚が続くのだろうか。

　キャメロンに支えられながらソファに倒れ込むように座り、巡はふうっと大きく息を吐はいた。

「水を持ってこよう」

「ええ、お願いしま……」

　座ったとたんに眠ねむ気けに襲おそわれ、クッションにもたれて目を閉じる。

　頭の中で、ナイトクラブの光景がぐるぐると渦うず巻まいていた。色とりどりのライト、踊おどる群衆、声をかけてきた中年男──そしてキャメロンの声。

『──巡！』

「……っ」

　キャメロンが自分の名前を呼ぶ声が耳によみがえり、巡は体の芯しんにびりっと電流が走るのを感じた。

　何かおかしい。先ほどまでキャメロンにお姫ひめさま抱っこをされていたときは体の感覚が麻ま痺ひしたような感じだったのに、今になってキャメロンの体温や腕うでの力強さ、厚い胸むな板いたの感触が生々しく迫せまってくるような……。

　体を起こして目を開け、巡は己の体に変化が起きていることに気づいてぎょっとした。

　慌ててクッションで股こ間かんを隠かくすと同時に、ミネラルウォーターのグラスを持ったキャメロンが目の前に立ちはだかる。

「まだふらふらする？」

「……ええ、ちょっと」

　ぎこちなく頷うなずいて、グラスを受け取る。ほんの少しキャメロンの指先が触ふれてしまい、それだけで全身の肌が粟あわ立だつような感覚に襲われた。

「医者を呼ぼうか？」

　隣に腰を下ろしたキャメロンが、気遣わしげに顔を覗のぞき込んでくる。

「いえ、時間が経たてば収まると思いますので」

　慌てて巡は首を横に振ふった。

　突とつ然ぜん体が火ほ照てって勃ぼつ起きしてしまい、ひどく気が動転していた。

　薬には、意識を朦もう朧ろうとさせるだけでなく性欲を促うながす成分も含ふくまれていたのかもしれない。

（どうしよう……お医者さんに診みてもらったほうがいいんだろうか）

　けれど勃起していることをキャメロンに知られるのは、ひどく恥はずかしくて後ろめたかった。

　医者に診てもらって、勃起は薬と関係ないと言われたら？

　薬の効果ではなく、キャメロンに抱きかかえられたことで欲情したのだとしたら？

　キャメロンに知られたら、彼への密ひそかな恋こい心ごころがばれてしまう。キャメロンは優しいから巡を傷つけるようなことは言わないだろうが、それでも彼に「気持ちは嬉うれしいけどつき合えない」というようなセリフを突つきつけられるのは怖こわかった。

「顔が赤いな。もしかして熱がある？」

　ふいにひんやりした手が額に当てられて、思わず巡は「ひゃっ」と叫さけんでのけぞった。

「すまない、驚おどろかせてしまったな」

「いえあの、すみません、寝ねればよくなると思いますので……っ」

　一刻も早くキャメロンの前から立ち去りたくて、巡はクッションで前を隠したまま腰を浮かせた。けれど足がふらついて力が入らず、ソファにすとんと尻しり餅もちをついてしまう。

「無理に歩こうとしちゃだめだ。俺が寝しん室しつまで運ぶよ」

「いえ！　ほんとに大だい丈じよう夫ぶですから！」

　キャメロンに肩かたに手をまわされ、巡はほとんど悲鳴のような声を上げた。

　体がひどく敏びん感かんになっているので、今キャメロンに抱き上げられたら取り返しのつかないことになってしまいそうで──。

「遠えん慮りよするな」

「あ……っ」

　抗あらがうまもなく抱き上げられて、巡は股間を隠そうと体を丸めた。

　大丈夫、もう少し我が慢まんできるはず。抱き上げられたとたんに先走りが漏もれてしまった気がするが、射精せずに済んだのは不幸中の幸いだ。

　息を止めるようにして、巡は寝室までの短い時間をやり過ごした。そっとベッドに降ろされると同時に、寝返りを打つふりをしてさりげなくキャメロンに背を向ける。

「ありがとうございます。僕はもう大丈夫ですので、引き続きクレアを捜さがしてください」

「いや、今夜の捜そう索さくは終しゆう了りようだ。あのパーティには来てなさそうだし、どこを捜すか明日また考えよう」

　言いながら、キャメロンがベッドの端はしに掛かける。

　ベッドが軋きしむ音に、巡はびくびくと背筋を震ふるわせた。

（どうしよう、早く出て行ってもらわないと……っ）

　バスルームに駆け込みたいが、足がふらついてたどり着けそうにない。言えばキャメロンが手助けしてくれるだろうが、バスルームにたどり着く前に粗そ相そうしてしまいそうで怖かった。

「じゃあ……僕はもう寝ますので……」

　遠回しに出て行ってほしいと匂におわせるが、キャメロンは腰を上げようとしなかった。

「心配だから今夜はここにいるよ。こういう薬はどんな副作用があるかわからない。何かあったらすぐに医者を呼ばないと」

　キャメロンがここにとどまるつもりだと知って、ふっと気が遠くなりかける。

　ここは恥はじを忍しのんで射精が近いことを打ち明け、ひとりにしてほしいと頼たのむべきか──。

「……あの……」

　意を決し、キャメロンに背を向けたまま口を開く。

　けれどやはり気恥ずかしくて、巡はもじもじと内うち股またをすり合わせた。

　ベッドがぎしりと軋み、キャメロンが上から顔を覗き込む気配が伝わってくる。びくびくと首をすくめると、そっと肩に手を置かれた。

「薬のせいだから、恥ずかしがらなくていい」

「えっ？」

　思わずキャメロンの顔を見上げる。

　目が合うと、キャメロンは少々困ったような表情で目を瞬またたかせた。

「その、きみが勃起していることはわかってる。このままじゃつらいだろう？　だから……」

「……っ！」

　キャメロンに知られていた。

　恥ずかしさのあまり、巡は体温が急きゆう上じよう昇しようするのを感じた。同時に全身から血の気が引くような感覚も訪おとずれ、混乱して固まってしまう。

　なんだか悪い夢を見ているようだった。意識が体から離り脱だつし、空中を漂ただよいながらベッドに横たわっている自分を見下ろしているような……。

（そうだ、これはきっと夢だ。そうじゃなきゃ、キャメロンが僕の服を脱ぬがせようとするわけがない……）

　いつのまにかベッドに仰あお向むけに寝かされており、大きな手が遠慮がちにベルトを外している。グレーのズボンの前が、はっきりそれとわかるほど盛り上がっていた。

　とはいえ、巡のそれは控ひかえめな膨ふくらみだ。体格と性器の大きさは比例しないというが、巡の場合は華きや奢しやな体に見事に比例している。小ぶりなサイズで形も初うい々ういしく、陰いん毛もうも柔やわらかな産うぶ毛げがほんの少し生えている程度で、キャメロンのような成熟した大人の男性に見られるのは恥ずかしい。

（あ……）

　しかし抗おうにも体が動かず、あっさりズボンのファスナーを下ろされてしまう。

　水色のボクサーブリーフの前には、先走りの染しみができていた。

　隠したいのに手が動かない。

　いや、自分は今、本当に隠したいと思っているのだろうか。

　キャメロンの青い瞳ひとみに見つめられ、ぞくぞくするような快感を覚えているというのに──。

（どうしよう……キャメロンに触さわって欲しい）

　破は廉れん恥ちな欲望に囚とらわれて、巡は無意識にもじもじと腰こしを揺ゆらした。これは夢だから、「お願い、触って」と口にしても本物のキャメロンには知られずに済むのではないか。

「あ……っ」

　下着の上から大きな手に包み込まれ、熱い吐と息いきが漏れる。

　一いつ瞬しゆん気が遠くなり、気づくと下半身がびくびくと震えていた。

　──キャメロンに触られていってしまった。

　下着越ごしとはいえ、これまで経験したことがない強きよう烈れつな快感だった。それもそのはず、他人に触られたのは初めてで、しかも密かに想おもいを寄せている相手だ。

（気持ちいい……）　>>>♥

　射精後も、快感は長く続いた。キャメロンが下着を下ろす気配に、自分が下着をつけたまま射精してしまったことにようやく気づく。

　下着を汚よごすなんて、まるで精通を迎むかえたばかりの子供みたいで恥ずかしい。

　けれどキャメロンに恥ずかしい粗相を見られたことに興奮しているのも確かだ。

「気持ちよかった？」

　夢の中でキャメロンが囁ささやきかけてくる。低くなめらかな声に、巡は体の芯しんがじんわりと熱くなるのを感じた。

「ええ……すごく」

「よかった」

　キャメロンが微笑ほほえみ、ズボンと汚れた下着をゆっくりと足から引き抜ぬく。

　しばらくして温かいタオルで体を拭ふかれているような気配がしたが、その頃ころには意識が朦朧としていたので定さだかではない。

「俺がついてるから安心しておやすみ」

　大きな手に髪かみを撫なでられ、巡はうっとりとその心ここ地ちよさに身をゆだねた。








６






　──体がひどく重い。

　ベッドで目を覚ました巡は、いつもと違ちがう感覚に眉まゆ根ねを寄せた。

（そうだ……ゆうべクラブで妙みような薬を盛られたんだった）

　ため息をついて目を閉じる。

　これも薬の後こう遺い症しようだろうか。胸に何かがのしかかっているような、変な感じだ。

　その何かが動いたような気がして、ぎょっとして目を見開く。自分の胸の上に乗っているのが逞たくましい男性の腕うでだと知って、巡はもう少しで悲鳴を上げそうになってしまった。

（な、何!?）

　凍こおりついて目を見開いていると、腕の主が「うーん」と唸うなりながら体を寄せてくる。

「ひゃっ！」

　首筋に顔を埋うずめられ、巡は情けない声を上げた。

「……ん？　目が覚めた？」

　腕の主──バスローブ姿のキャメロンが、ゆっくりと体を起こして巡の顔を見下ろす。

　慌あわてた様子はまったくなく、いつものように穏おだやかで優やさしい眼まな差ざしだ。

「あ、あの……」

　どうして僕のベッドにいるのですかと尋たずねようとして、巡はためらった。

　頭の中で警けい戒かい音が鳴り響ひびいている。何かまずいことがあった気がして、急いで昨夜の出来事を反はん芻すうした。

　キャメロンとナイトクラブにクレアを捜しに出かけたが、途と中ちゆうではぐれて男に薬を盛られてしまった。気を失って倒たおれそうになったところをキャメロンに助けられ……。

　問題はそのあとだ。薬の影えい響きようか、夢だったのか現実だったのかはっきりしなくて、記き憶おくが曖あい昧まいだった。

（……あれは夢だよね？）

　ごくりと唾つばを飲み込み、キャメロンから視線をそらす。

　けれど着き替がえた記憶のないＴシャツを着ていることに気づき、どっと冷や汗あせが噴ふき出してきた。

「ゆうべのことだが」

　キャメロンに切り出され、心しん拍ぱく数すうが跳はね上がる。

「えーと……着替えが必要だったので、クローゼットを開けさせてもらった」

「…………はい」

　やはり今身につけている服は、自分で着たものではないらしい。さりげなく下半身に手をやり、パジャマのズボンを穿はいていることを確かく認にんする。

（まさか……まさかと思うけど、ぱ……パンツも？）

　夢の中で自分が何をしたのか思い出し、巡は全身から血の気が引いていくのを感じた。

　夢だと思っていたが、もしかしてすべて現実だったのだろうか。

　部屋に戻もどってから勃ぼつ起きしていることに気づき、隠かくそうとしたがキャメロンに気づかれ、服を脱がされて下着の上からそっと揉もみしだかれ──。

「思い出した？」

　キャメロンに囁かれ、巡はくらりと目め眩まいを感じた。

　キャメロンに触られて射精し、下着を汚すところを見られてしまった。

　しかもそのあと、キャメロンが汚した下着や服を脱がせて着替えさせてくれたらしい。

（……今すぐ消えてなくなりたい）

　恥はずかしさのあまり、巡は両手で顔を覆おおった。

「……すみません……いろいろご迷めい惑わくをおかけして……」

　蚊かの鳴くような声で謝ると、キャメロンが困ったような表情で前まえ髪がみをかき上げた。

「謝らないでくれ。ちっとも迷惑なんて思ってないし、その……俺のほうこそ、ちょっと強ごう引いんだったかと反省している」

「そんな、全然そんなことないです！」

　慌ててキャメロンの言葉を遮さえぎる。けれどそのあとの言葉が続かなくて、巡は視線を左右にさまよわせた。

　キャメロンも戸と惑まどっているらしく、しばし無言で巡の顔を見下ろす。

「……念のために訊きくけど、体調はどう？」

「あ、もう全然大だい丈じよう夫ぶです」

　微び妙みように視線をそらしたまま、巡は身じろぎした。

　昨夜のような目眩やふらつく感じはないと思うが、実際のところは立って歩いてみなくてはわからない。けれどキャメロンが覆い被かぶさるように顔を覗のぞき込んでいるので、起き上がることができなかった。

「ほんとに？」

「ええ」

「じゃあ朝食にしようか。お腹なかが減ってるだろう」

「えっと、その前にシャワーを……」

　シャワーを浴びたい理由について考えてしまい、また少し頰ほおが熱くなってしまう。

　巡を凝ぎよう視ししていたキャメロンが、はっとしたように「ああ、そうだよな」と体をどかしてくれた。

「じゃあ俺も自分の部屋に戻ってシャワーを浴びてくるよ。それから朝食にしよう」

「はい」

　キャメロンに背を向けるようにして、巡はそろりとベッドから下りた。ありがたいことに昨夜の後遺症はまったくなく、キャメロンに頼たよらずに自分の足で歩くことができそうだ。

「ではのちほど……」

　バスルームのドアまでたどり着き、振ふり返って伏ふし目がちに告げる。

「ああ。急がないから、ゆっくりでいいよ」

　そう答えたキャメロンの声や口調も、どことなくぎこちなかった。




　　　　◇◇◇




　自分の寝しん室しつに戻ってドアを閉めたキャメロンは、知らず知らずのうちに詰つめていた息をふうっと吐はき出した。

（よく我が慢まんした。我われながら上出来だ）

　心の中で自分を褒ほめて、両手で髪をかき上げる。

　──昨夜は思いがけず巡の色っぽいアクシデントに遭そう遇ぐうしてしまった。

　巡が盛られた薬には、おそらく性的な興奮をもたらす作用があったのだろう。薬のせいだから恥じる必要はないのだが、巡はひどく恥ずかしがり、可哀かわい想そうなくらいに必死で体の変化を隠そうとしていた。

　頰を染めてもじもじと腰こしを揺ゆらすさまがよみがえり、キャメロンは体の芯しんが熱くなるのを感じた。不ふ埒らちな熱を振り払はらおうと、大おお股またでバスルームへ向かう。

　自分は気づかぬふりをすることもできたはずだ。

　けれど巡があまりにも色っぽくて、見過ごすことができなかった。

（……最低だな）

　巡が勃起していることに気づいたとき、これは巡との距きよ離りを縮める絶好のチャンスだと浮うかれてしまった。昨夜の自分の振る舞まいは、紳しん士し的だったとは言いがたい。

　そして、欲望のままに巡に触ふれた代だい償しようは大きかった。せっかく打ち解けてきていたのに、ひどく気まずい雰ふん囲い気きになってしまった。

（ここは慎しん重ちように行動しないとな。デリカシーのない男だと思われたらおしまいだ）

　クレアが見つかっても見つからなくても、明後日あさつてにはニューヨークに戻らなくてはならない。巡と過ごせる時間は残りわずか、そう考えると一いつ瞬しゆんも無む駄だにできない。

　ひとまず忘れたふりをして、何事もなかったかのように振る舞うのがいちばんいい気がする。

（そのためには、こいつを鎮しずめておかないとな）

　己おのれの下半身を見下ろし、キャメロンは苦く笑しようした。

　昨夜巡の可愛かわいいお漏もらしに興奮してバスルームでこっそり処理したばかりなのに、欲望を漲みなぎらせた性器がバスローブを押し上げている。

　バスローブを脱ぬぎ捨てると、ローライズのボクサーブリーフからいきり立ったペニスの先せん端たんがはみ出していた。

　下着をずり落として太い竿さおを握にぎり、ゆっくり上下にしごく。

　ゆうべ目にした巡の初うい々ういしいペニスが瞼まぶたにくっきり浮かび上がり、キャメロンは大きく息を吐き出した。

（あれは実に可愛らしかったな）

　可愛いなどというのは失礼だろうが、小ぶりなサイズで色も形も初々しく、可愛いとしか言いようのないペニスだった。

　申し訳程度に生えた淡あわい産うぶ毛げがなんとも可か憐れんな風ふ情ぜいだったし、ピンクの亀き頭とうはまるで瑞みず々みずしい果実のように甘い蜜みつをしたたらせ……。

　己の大きく笠かさを広げた立派な亀頭を見下ろし、眉まゆ根ねを寄せる。

　ロックハート家は巨きよ根こんの家系で、キャメロンのそれも例に漏れず立派なサイズだ。猛たけ々だけしくそそり立つ一物を巡に見せたら、どんな反応をするだろうか。

　巡が頰を染めて恥ずかしげに目をそらすところを想像し、キャメロンは息を荒あららげた。

『触さわってみる？』

　妄もう想そうの中で、巡のほっそりした手を取っていきり立った男根へと導く。

『……はい』

　巡の手がおずおずと砲ほう身しんに触れるところを想像して、キャメロンはうなり声を上げた。

　竿をしごく手が次し第だいに速くなり、鈴すず口ぐちから先走りの液が溢あふれ出す。

『巡、もう我慢できない。きみの中でいきたい』

　破は廉れん恥ちな妄想はエスカレートし、頭の中でキャメロンは巡の細い体にのしかかった。

『僕も我慢できません、入れてください……っ』

　巡が脚あしを広げて挿そう入にゆうをねだった瞬間、限界が訪おとずれる。

「巡……！」

　名前を呼びながら、キャメロンはシャワーブースの壁かべに向かって勢いよく吐精した。




　　　　◇◇◇




　──二時間後。レンタカーの助手席から降り立った巡は、白いチャペルを見上げて目をぱちくりさせた。

「これはまた、ずいぶんと派手だな」

　巡の隣となりにやってきたキャメロンも、巡と同じ感想を呟つぶやく。

「意外ですね。ちょっとクレアの趣しゆ味みとはかけ離はなれてるような」

「だな。相手の女性の趣味か、このチャペルに何か思い入れがあるとか」

　キャメロンとともに、チャペルの隣のオフィスと書かれた建物へ向かう。

　──シャワーを浴びたあと、キャメロンとルームサービスの朝食をとっていたときに、コンラッドから電話がかかってきた。深夜三時頃ごろ、クレアのクレジットカードがラスベガスのチャペルで使われたらしい。

（本当にクレアが結けつ婚こん式を……？）

　信じがたい気分で、巡はオフィスに入る前にもう一度チャペルに目を向けた。

　電でん飾しよくに彩いろどられた『二十四時間営業、貸衣装各種取り揃そろえております』という看板が、本来神聖な場所であるはずの教会となんともミスマッチだ。ラスベガスにはこういったチャペルがいくつもあり、思い立ったらすぐに結婚式を挙げることができるので人気らしいが……。

「いらっしゃいませ」

　受付カウンターにいた若い女性が、過か剰じようなほどの営業スマイルを浮かべていそいそと近づいてきた。

「挙式ですか？　おめでとうございます」

「いや、俺たちは……」

　キャメロンが用件を切り出そうとするが、彼女は受付のラックから抜ぬき取ったパンフレットを広げて営業トークを続けた。

「当チャペルは同性のカップルにも大人気なんですよ。お揃いのタキシードもたくさんご用意しております。こちらのコースでしたらプロのカメラマンによる写真撮さつ影えい付きで、ブーケとウェディングケーキ、シャンパンもセットになっております」

「すみません、結婚式はまた今度。今日はお訊ききしたいことがあって訪ねてきたんです」

　キャメロンがやんわりと遮さえぎり、にこやかな笑えみを浮かべてみせる。

「なんでしょう？」

「深夜三時頃、妹がここで結婚式を挙げたはずなんですが、出席しそびれてしまいましてね。写真などがあれば見せていただきたいんですが」

　キャメロンの言葉に、職員の女性の作り笑顔が固まった。

「申し訳ありません。ご家族のかたでも、お客さまの情報をお教えするわけには……」

「ええ、そうですよね。それはわかっているんですけど、家出中の妹と連れん絡らくが取れなくて困ってるんです。あなたにご迷めい惑わくはおかけしません」

　キャメロンが真しん剣けんな眼まな差ざしで言い募つのると、彼女のガードが少し緩ゆるむのがわかった。

「……少々お待ちください」

　カウンターに戻もどってパソコンを操作する。クリックとスクロールをくり返したあと、彼女は顔を上げた。

「たしかに三時に女性同士のカップルが挙式されてますね。お名前は……」

　言っていいものかどうか迷っている様子だったので、巡は背中を押すように「クレア・ロックハートで間ま違ちがいないですか？」と尋たずねた。

「ええ、カードの名義はそうなっております」

「この女性で間違いない？」

　キャメロンがクレアの写真を見せると、彼女は首を横に振ふった。

「すみません、私は日勤なので。夜勤の職員に訊けばわかるかもしれません。多分まだいると思うので、呼んできましょうか？」

「お願いします」

　彼女が頷うなずいてカウンターの奥の部屋へ入る。ほどなく、眠ねむそうな顔をした中年の男性をともなって戻ってきた。勤務を終えて帰るところだったらしく、チェックのシャツにジーンズという私服姿だ。

「深夜に挙式したカップルのことで、何か訊きたいことがあるそうですね」

「ええ、お疲つかれのところすみません。家出中の妹を捜さがしてまして。挙式したのはこの女性で間違いないですか？」

　キャメロンが、再度スマホの写真を見せる。

　目を瞬またたかせながらしばし写真を凝ぎよう視ししたのち、男性職員は肩かたをすくめた。

「多分。けど、断言はできません。ここに来たときはもっとメイクが濃こかったし、私は人の顔を覚えるのが苦手なもので」

「式の写真はあります？」

「写真撮影は申し込まれませんでした。利用されたのはクイック挙式コースで、貸衣装のドレス二着とブーケのみです」

「相手の女性の名前はわかりますか？」

　キャメロンの質問に、男性職員は「どうだったかな」と呟きながらパソコンを操作した。

「結婚証明書を発行していればわかりますが、証明書は不要とのことでした。申込書もクレア・ロックハートさまのお名前だけで、お相手のかたの記入はありません」

「どんな女性でした？」

　男性職員が困ったように宙を見上げる。

「覚えているのは黒くろ髪かみのラテン系だってことだけで……すみません、私は本当に人の顔を覚えるのが苦手なんです。特に若い女性は、みんな同じように見えて」

「あの、同じ時間帯に、ほかに挙式したカップルはいませんか？」

　居合わせた誰だれかが覚えているかもしれない。そう思って尋ねてみたが、答えはＮＯだった。

「ほかに何か覚えていることはありませんか？　どこに泊とまってるかとか、これからどこへ行くとか」

「そういうお話はいっさい聞いてませんね。どこから来たとか新婚旅行はどこへ行くとか、そういうお話をされるかたが多いんですが、おふたりとも無口で……」

　無口という言い方が気になり、巡はキャメロンの顔を見上げた。

　キャメロンもそこに引っかかったらしく、巡の目を見て軽く頷く。

「おかしなことをお訊きしますが、クレアは……この金きん髪ぱつの女性のほうが、相手の女性に結婚を強要されているような印象は受けませんでしたか？」

　男性が驚おどろいたように目を見開き、キャメロンと巡の顔を交こう互ごに見やる。

「いえ、全然。ふたりとも幸せそうでしたよ。無口と言ったのは、私やスタッフに対しての話です。式の間もふたりで何やら囁ささやき合って、楽しそうにくすくす笑ってました。そうそう、急に思い立って式を挙げることになったから、指輪はお揃いで買ったファッションリングで代用すると言ってましたね」

　おそらく一昨日おととい訪れた宝飾店で買ったものだろう。一昨日の時点では結婚式を挙げるつもりはなかったが、急速に愛が深まったということか。

「どうもありがとうございます。お仕事中にお邪じや魔ましてすみません」

　礼を言って、キャメロンが踵きびすを返す。

「ここでも手がかりなしか」

　オフィスの外に出ると、キャメロンは快晴の空を見上げて目を細めた。

「結婚式を挙げたあと、どこへ行ったんでしょうね」

「新婚旅行かな。けど、クレアは夏休みが終わったら大学に戻らなきゃならない。勢いで結婚したみたいだが、ふたりとも今後の生活とかどう考えてるんだろう」

「そのへんもなんだかクレアらしくなくて、ちょっと気になります。盛り上がって後先考えずに突つっ走ぱしったのかもしれませんが」

　ポケットから車のキーを取り出したキャメロンが、ふと立ち止まってチャペルのほうへ視線を向けた。

「見学歓かん迎げいって書いてある。ちょっと中を見ていこう」

「え？　ええ……」

　キャメロンのあとを追って、巡もチャペルの入り口へ向かう。

　外観の印象通り、内部も教会とは思えない華か美びな造りだった。白とピンクを基調にした内装は、お世辞にも上品とは言いがたい。

「ラスベガスにはほかにもいくらでもチャペルがあるのに、なぜここを選んだんだろう」

　大きなシャンデリアを見上げ、キャメロンが呟く。

「クレアに再会したら、僕もまずそれを訊きたいです」

「お互たがい相手に夢中で、チャペルなんかどこでもいいって心境だったのかな」

　キャメロンにじっと見つめられ、巡は落ち着かない気分で視線をさまよわせた。

　──今朝のシャワー以降、キャメロンは何事もなかったかのように振る舞まってくれている。今の巡にとって、キャメロンの気き遣づかいは何よりもありがたかった。

　なので自分も極力平静でいようと努力しているのだが、キャメロンとふたりきりになるとやはりどうしてもいろいろ思い出してしまう。

（車の中でも、ちょっと不自然な態度だったかも）

　朝食のときは途と中ちゆうでコンラッドから電話がかかってきたので助かったが、ここに着くまでの間、ほんの十分ほどのドライブが気が遠くなるほど長く感じられた。

　考えまいとしても昨夜の一件がずっと頭の中に居座り、キャメロンの言葉に相あい槌づちを打つのが精せい一いつ杯ぱいで……。

「きみはどんな結けつ婚こん式をしたい？」

「……え？」

　祭さい壇だんを眺ながめていると、ふいにキャメロンに尋ねられ、驚いて振り返る。

　こちらを見下ろしていた青い瞳ひとみと視線が合い、じわりと頰ほおが熱くなった。

「理想の結婚式だよ。ヨーロッパのお城とか南の島のビーチとか、こうしたいなっていう希望はある？」

「ええーと……考えたことないですね……」

　祭壇に視線を戻しながら、巡はぎこちない笑みを作った。

　本当はある。高校生の頃ころ、母親が購こう読どくしていた女性誌でガーデンウェディングが特集されていたことがあり、田舎いなかの素そ朴ぼくな家の庭でのこぢんまりしたパーティの写真に目を奪うばわれた。

　薔ば薇らの生け垣がき、白い東あずま屋や、芝しば生ふに並べられた木のテーブル──こんな場所で生しよう涯がいの伴はん侶りよと結婚の誓ちかいができたらどんなに素す敵てきだろう、と。

「俺も全然考えたことないんだ。結婚式だけじゃなく、結婚そのものにも興味がなくてね。だけど、この人だと思える運命の相手と出会えたら、結婚するのも悪くないなと思い始めてる」

　キャメロンの言葉に、巡はどう反応していいか困って目を瞬かせた。

　今のはどういう意味だろう。誰か気になる人がいるというアピールか、軽い世間話として結婚についての考えを述べただけか。

　数秒間考えたのち、巡は後者だと判断して聞き流すことにした。

「……このあとはどうします？」

「次のクレジットカード情報を待つしかないな。とりあえずホテルに戻もどろう」

「はい」

　頷いて、巡はキャメロンとともにチャペルをあとにした。







　チャペルから戻り、ホテル内のレストランで昼食をとると、キャメロンは仕事の電話やメールをいくつか片付けなくてはならないと言って寝しん室しつに直行した。

『きみは自由にしていていいよ。ひとりで出歩くのは心配だから、できればホテル内にいてほしいが』

『いえ、僕も休み明けに提出するレポートの資料を読んでおかないといけないので』

　ラスベガスにはカジノをはじめ、ありとあらゆる娯ご楽らく施し設せつがある。ただ歩いて見てまわるだけでも楽しそうだが、昨夜のナイトクラブの一件で巡はすっかり怖おじ気づいてしまった。

　普ふ通つうに観光する分にはさほど危険はないだろうが、おとなしく部屋で本を読んでいたほうがよさそうだ。

（こんなゴージャスなスイートルームに泊まるなんて、この先一生ないだろうし）

　寝室の窓から景色を眺めつつ、美味おいしいコーヒーを味わう。

　窓辺の椅い子すに掛かけて本を開くが、頭の中はここ数日の出来事でいっぱいで、なかなか集中することができなかった。

　一時間ほど経たった頃だろうか。ページを開いたままぼんやり窓の外を見つめていると、ドアをノックする音が聞こえた。

「……はいっ」

　ワンテンポ遅おくれて返事をすると、キャメロンが「ちょっといいかな？」と遠えん慮りよがちに顔をのぞかせる。

「ええ、なんでしょう？」

　寝室でふたりきりになるのは避さけたくて、急いで立ち上がる。キャメロンも部屋に入ろうとはせずに、巡が部屋を出るまでドアを押さえてくれていた。

「明日ニューヨークに戻ろうと思うんだ。コンラッドと電話でも話したんだが、ここにいても俺たちにできることはなさそうだし、カードの情報を闇やみ雲くもに追いかけるよりもクレアからの連れん絡らくを待ったほうがいいんじゃないかと」

「そうですね……」

　クレアが無事で、相手は不明ながら結婚式で幸せそうにしていたということも確かく認にんできたし、キャメロンの言う通りクレアからの連絡を待ったほうがよさそうだ。

「じゃあ僕も一いつ緒しよに戻ります。何時に出発ですか？」

「ここを午後二時に出れば充分間に合う」

「二時ですね。了りよう解かいです」

「それで……せっかくラスベガスに来たことだし、今夜はどこかに出かけないか？　カジノでもいいし、何かショーを見てもいいし」

　キャメロンの申し出に、巡は目をぱちくりさせた。

（キャメロンとふたりで出かける……？）

　それも、今までのようにクレアを捜さがすためではない。

　せっかくラスベガスまで来たのだから何か見ていこう、という程度の軽い誘さそいなのだろうが、巡は胸が高鳴るのを感じた。

「ええ、いいですね」

「どこか行きたい場所はある？　ずっとクレア捜しにつき合わせてしまったから、きみの行きたいところに行こう」

「えーと……じゃあお言葉に甘えて。僕はカジノよりショーが見たいです。ロビーにポスターが貼はってあった……」

　幻げん想そう的な演出で人気のサーカス団の名前を挙げる。前にテレビで紹介されていたことがあり、機会があれば生で見てみたいと思っていたのだ。

「決まりだ。すぐにチケットを手配するよ」

　言い終わらないうちにキャメロンはさっそくリビングに向かい、内線電話の受話器を手にした。フロントに電話をかけ、今夜のチケットをふたり分用意してほしいと告げる。

「七時開演ですね。ええ、どうもありがとう」

　受話器を置いて、キャメロンはくるりとこちらへ振ふり返った。

「チケットが取れた。ショーのあと、最上階のレストランでディナーにしよう」

　胸がいっぱいになり、巡はなんとか「いいですね」とだけ声を絞しぼり出した。

　今夜はキャメロンと過ごす最後の夜だ。心の中で密ひそかに彼とのデート気分を味わえるのも、今夜が最後。

　わくわくする高こう揚よう感かんと同時に、これでお別れなのだという寂さびしさが押し寄せてくる。

（本当ならスリーピーホロウでお別れだったのに、ラスベガスまで一緒に来ることができたんだから良しとしなきゃ）

　クレアの家出がなければ、ラスベガスまで来ることはなかった。キャメロンともこれほど親しくなれなかっただろうし、一緒にショーを見てディナーなんていう機会は一生訪おとずれなかっただろう。

　ただし、ここに来たせいでキャメロンに恥はずかしい粗そ相そうも見られてしまったわけだが……。

「失礼、仕事の電話だ」

　キャメロンがスマホに目をやり、顔をしかめつつ踵きびすを返す。

　赤くなった顔を見られずに済んで、巡はほっと胸を撫なで下ろした。




　　　　◇◇◇




「本当にすごかったです。全員の息がぴったり合って、あんなすごい技わざを次々くり出すなんて……」

　巡が頰を上気させ、興奮気味に声を上うわ擦ずらせる。

「ああ、あれほどすごいものだとは思わなかった。夢中になって、時間があっというまに過ぎていく感覚を久しぶりに味わったよ」

　エレベーターを降りて歩きながら、キャメロンは巡の横顔を見下ろして微笑ほほえんだ。

　サーカスは期待していた以上に素す晴ばらしかった。

　けれどサーカスそのものよりも、巡が目を輝かがやかせ、感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらすさまを見ているほうがもっと楽しかった。

（まったく、巡は可愛かわいすぎるな）

　廊ろう下かを歩きながら、今夜の巡のあれこれを反はん芻すうする。サーカスを見てはしゃぐ巡、目が合ったとたん恥ずかしそうに視線をそらす巡、ディナーの席でかわした他愛たわいのない世間話──。

　一緒にいて楽しい相手というのは、これまでにも何人かいた。

　けれど一緒にいて心から安らぎを感じられる相手は、今までいなかった。

　巡は不思議な存在だ。心が安らぐと同時に、体が疼うずくような欲望も呼び覚ます。

　癒いやしの対象と欲望の対象はまったく別物だと思っていたが、巡と一緒にいると同時に感じることができる。

　この細い体を抱だきしめたら、より深く味わうことができるはずだ──。

（いやいや、焦あせるな。いきなり抱きしめたりしたら、巡は怯おびえて逃にげてしまう）

　しかしキャメロンは焦しよう燥そう感かんを覚えていた。明日には自分はニューヨークへ、巡はニュージャージーへ戻り、離はなればなれになってしまう。何か理由をつけて会いに行くつもりだが、それまでに少しでも距きよ離りを縮めておきたいところだ。

「劇場もレストランもホテル内だと移動が楽でいいな」

「ええ、一歩も外に出てないのに今夜はラスベガスを満まん喫きつできました」

　部屋の前に立ってカードキーをかざし、ロックを解除する。ドアを開けて、キャメロンは巡に先に入るように促うながした。

　巡が中へ入り、明かりをつけようと壁かべのスイッチに手を伸のばす。

「ちょっと待って」

　巡の背後から、キャメロンはそっと巡の腕うでを摑つかんだ。

「えっ？」

　巡が驚おどろいたように振り返り、大きく目を見開く。

「いやあの、明かりをつけずにこうして夜景を堪たん能のうするのもいいかと思って」

　慌あわてて巡の腕を離し、キャメロンは一歩あとずさった。

　巡を怯えさせたくないし、自分もこれ以上接近したら理性がどこかへ吹ふき飛んでしまいそうだ。

「あ……ほんとですね。明かりをつけなくても、ネオンで充分明るいですし」

　少々ぎこちない口調で言って、巡が窓のほうへ歩いていく。

　一メートルほど距離を置いてその隣となりに立ち、キャメロンは不夜城と呼ばれるラスベガスの夜景を見下ろした。

「ニューヨークも夜通し明るいが、ここのネオンは強きよう烈れつだな」

「ほんとに、街そのものが劇場みたいですね」

「何か飲む？　コーヒーか紅茶でも淹いれようか」

　夜景を眺ながめつついちゃいちゃしたくて、キャメロンはさりげなく巡を誘った。

「いえ、眠ねむれなくなるのでやめておきます」

「じゃあ水は？　スパークリングウォーターがあったはずだ」

「あ、それならいただきます」

「了解」

　本当は景気づけに一いつ杯ぱい飲みたい気分だったが、理性を保つためにやめておいたほうがよさそうだ。備え付けの冷蔵庫からスパークリングウォーターのボトルを取り出し、グラスに注ぐ。

「どうかした？」

　巡が窓に貼りつくようにして夜景に見入っているので、気になってキャメロンは声をかけた。

「ええ、クレアもどこかから、この夜景を眺めてるのかなって思って」

「ラスベガスにいればね。本当に、いったいどこに行ったんだか」

　言いながら、巡にグラスを手て渡わたす。

　指が触ふれないように慎しん重ちように受け取り、巡は水をひとくち呷あおった。

「幸せそうな様子だったって聞いて、その点は安心しましたけど……」

「幸せすぎて周りが見えてないのかもな。俺たちが心配してることにも考えが及およばないくらい、相手に夢中なんだろう。一生に一度くらい、そんな恋こいに落ちるのもいいかもな」

　恋れん愛あいについての話題に持っていきつつ、巡の反応を窺うかがう。

　自分たちの今後についてどう切り出すか、キャメロンは頭の中であれこれセリフを考えた。

（いきなり交際を申し込んだら引かれるかな。それよりも、引き続きクレアを捜す手助けをしてほしいとかなんとか言って、会う約束をとりつけるとか？）

　しかし自分の気持ちを隠かくしたまま会いたいと言うのはフェアでない気がする。

　今すぐとは言わないが、いずれきみとは恋人同士になりたいと思っている──と告げるべきか。

（そんな悠ゆう長ちようなこと言ってる場合か？　俺の心の声は、今すぐ巡にキスしたいって叫さけびまくってるのに）

　もどかしい思いで巡の横顔を凝ぎよう視ししていると、水を飲み干した巡が振り返った。

「えっと……シャワー浴びてきます」

「あ、ああ、そうだな。俺もそうしよう」

　ぎこちなさ丸出しになってしまい、キャメロンは唇くちびるを嚙かんだ。

　巡も居い心ごこ地ちの悪さを感じたのか、グラスをキッチンに置いてそそくさと部屋に逃げていく。

「いったいどうやって口説けばいいんだ……」

　思わずキャメロンは、心の声を吐はき出した。

　恋愛に苦労したことなど一度もなかったというのに、本当に好きで自分のものにしたいと思える相手が現れたとたん、このざまだ。

　両手で前まえ髪がみをかき上げ、キャメロンは言葉にならない唸うなり声を上げた。




　　　　◇◇◇




　シャワーを浴びてさっぱりし、寝ね支じ度たくを整えてベッドに入ろうとした巡は、控ひかえめにドアをノックする音に気づいてぎくりとした。

　思わずベッドサイドの時計を見やる。午後十一時、寝しん室しつを訪ねてくるにはちょっと遅おそい時間のような……。

　気づかないふりをしてやり過ごすか、それともドア越ごしに用件だけは訊きくべきか。

　昨夜の失態がちらついて、なかなかドアを開ける決心がつかなかった。息を殺して様子をうかがっていると、再びドアがノックされた。

（もしかしたらクレアから何か連れん絡らくがあったのかも）

　パジャマの上にバスローブを羽織り、足音を忍しのばせるようにしてドアの前に立つ。

「……はい？」

「ちょっといいかな」

　ドアの向こうから、キャメロンの声がくぐもって聞こえてくる。

　深夜の訪問にどぎまぎしつつ、巡はそっとドアを押し開けた。

「すまない、もう寝てた？」

　キャメロンもシャワーを浴びたところらしく、Ｔシャツにスウェットパンツというラフな格好だった。

「いえ、そろそろベッドに入ろうと思ってたところです」

　目の前の厚い胸むな板いたを見ないようにしながら答える。

　昼間と同じように部屋には入らずに立ち話で済ませるのかと思ったが、キャメロンはさりげなくするりと部屋に入ってきた。

　あとずさって彼のために場所を空けながら、心しん拍ぱく数すうが跳はね上がるのを感じる。

　ちらりと見上げると、なぜかキャメロンもひどく緊きん張ちようしているような……何か思い詰つめているような表情でこちらを見下ろしていた。

「今後のことを話したいと思って来たんだ」

　大きく息を吸ってから、キャメロンが堅かたい口調で切り出す。

　いったい何事かと巡は身構えた。クレアが行方ゆくえ不明になっている件で、何かまずい事態になっているのだろうか。

「……クレアのことですか？」

　問い返す声が、掠かすれてしまう。

「いや、そうじゃない。俺ときみの今後の話だ」

　ますます混乱して、巡は目を瞬またたかせた。明日ニューヨークに戻もどる話にしては、なんだかやけに重々しい。

「えーと……どう切り出せばいいのかな」

　巡を見つめながら、キャメロンが困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

　いい話ではなさそうな雰ふん囲い気きに、巡も心がどんよりと曇くもっていく。

「その、俺は表向きは社交的なほうだけど、実はあまり他人に心を開かないタイプなんだ」

　どう切り返せばいいかわからなくて、巡は黙だまって話の続きを待った。

「だけど、きみと出会ってから……まだほんの数日だけど、いつもと違ちがう状態だと感じている」

　一語一語確かめるように言ってから、キャメロンは「なんかまわりくどい言い方だな」と顔をしかめた。

「単刀直入に言おう。ニューヨークに戻ってからも、また会ってほしいんだ」

　キャメロンの言葉に、胸がどきりとする。

　これは、そういう意味にとっていいのだろうか。それともクレアの捜そう索さくのために定期的に情報交こう換かんしたいとか、そういう話だろうか。

「……ええ」

　こくりと頷うなずいて、巡はキャメロンの真意を探さぐろうと青い瞳ひとみを見上げた。

　けれど視線が合ったとたん、彼の瞳がひどく熱を帯びていることに気づく。

　──一いつ瞬しゆん、時間が止まったのがわかった。

　巡がキャメロンの瞳の熱に気づいたことを、キャメロンも気づいている。ふたりの間には、疑いようもなく濃のう密みつな〝関係〟が生まれていた。

「……っ」

　思わずあとずさろうとすると、大きな手が伸のびてきて手首をがしっと摑つかまれる。

「逃にげないでくれ」

「に、逃げてるわけでは……っ、ひゃっ！」

　ふいに強い力で抱だき寄せられて、巡は情けない悲鳴を上げてしまった。

「ゆうべ、本当はこうしたかった」

　巡の首筋に顔を埋うずめるようにして、キャメロンがくぐもった声で囁ささやく。

　逞たくましい体に抱きしめられて、巡は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

　体は硬こう直ちよくしているが、頭の中ではいろいろな思いがめまぐるしく渦うず巻まいている。心は乱れに乱れ、これが現実なのか夢なのかさえわからなくなってきた。

　キャメロンが体をかがめ、そっと巡の顎あごをすくい上げる。

「──きみのことが好きだ。俺の恋人になってほしい」

　じっと目を見つめられ、巡はキャメロンの言葉が熱い奔ほん流りゆうとともに全身を駆かけ抜ぬけるのを感じた。

　これは夢ではない。幻げん聴ちようでもない。確かに彼は今、自分に向かって好きだと言った──。

　ふっと気が遠くなりかけ、ぐらりとよろめく。

「おっと、大だい丈じよう夫ぶ？」

　すかさずキャメロンが腰こしを抱き支えてくれて、心配そうに顔を覗のぞき込んできた。

「俺に触さわられるのは嫌いや？」

「…………いえ、違うんです。ちょっと、びっくりして……」

「返事は急がなくていい、と言いたいところだが、ちょっと焦あせってるんだ。ニューヨークに戻ったら次にいつ会えるかわからないし、いや、もちろん会いに行くつもりではいるんだが、とにかく可能性があるかないかだけでも聞かせてほしい」

　キャメロンに早口でまくし立てられ、巡は目を白黒させた。

　答えはとっくに決まっている。自分もキャメロンに惹ひかれているし、恋人になれたらいいのにと密ひそかに夢見ていた。

　けれどいざ現実になってみると、恋愛経験皆かい無むの身にはちょっぴり怖こわくもあり……。

「……あの、答えはイエスです。ただちょっと、まだ混乱してて」

　うつむいて、巡は必死で言葉を探した。何度か息を吸って、おずおずと顔を上げる。

「イエス？　つまり、恋こい人びとになってくれるってこと？」

　血走った目で食い入るように見つめられ、巡は猛もう獣じゆうに狙ねらわれた小動物のように震ふるえ上がった。

　けれど怖いという気持ちと同じくらい、歓かん喜きに胸が熱く疼うずく。

「そうなんですけど、僕はこういうことに慣れていないので、スローペースで進めていただけるとありがたいです……っ」

「わかった。きみのペースに合わせる。さっそく訊くけど、今猛もう烈れつにきみにキスしたいんだが、いいかな」

「……っ」

　キャメロンに尋たずねられ、巡はかあっと頰ほおが熱くなるのを感じた。

　一応尋ねてくれてはいるが、キャメロンはキスする気満々で迫せまってきている。

（大丈夫、歯は磨みがいた！　だけど、心の準備が……っ）

　心の準備ができるのを待っていたら、この機会を逃のがしてしまう。

　腹をくくって、巡はぎゅっと目を閉じた。

「……はい……んんっ!?」

　返事をするやいなや、熱い唇くちびるがむしゃぶりついてくる。

　初めてのキスにはそれなりに夢を思い描えがいていたのだが、映画のロマンティックなキスと違ってキャメロンのキスは性急で荒あら々あらしかった。

（ちょっと待って、キスってこんなに激しいものなの!?）

　目を白黒させ、巡は息を整えようと顔を背そむけた。けれどすぐにキャメロンの唇が追ってきて、唇を塞ふさがれる。

「ん……っ」

　強ごう引いんに押し入ってきた舌に口こう腔こう内を舐なめまわされ、巡はギブアップするようにキャメロンの胸を軽く叩たたいた。

「すまない。ちょっとがっつきすぎたかな」

「……ええ、ちょっと……」

　はあはあと息を喘あえがせながら、キャメロンとの間に隙すき間まを空けようと身をよじる。性急なキスに心は戸と惑まどったが、体のほうは官能を刺し激げきされて変化しつつあったのだ。

　キャメロンが名残なごり惜おしげに巡の体から手を離はなし、一歩あとずさる。

「きみは昨夜のことを蒸むし返してほしくないだろうけど」

　キャメロンに切り出され、巡はどきりとした。

　昨夜の恥はずかしい粗そ相そうは、恋人同士になった今だからこそ、昨夜とはまた違った恥ずかしさがある。巡に恋れん愛あい経験がないことはキャメロンも薄うす々うす気づいているだろうが、それにしてもあのような失態は恋人の記き憶おくに刻んでほしくなかった。　>>>♥

「きみがすごく恥ずかしがってたのはわかってる。だけど、恥はじを晒さらしてしまったとかそんなふうに思わないでほしいんだ。というのは、俺はゆうべのきみをすごく可愛かわいいと思ってて」

　キャメロンの口から昨夜の一件の感想を述べられ、巡は今にも卒そつ倒とうしそうになった。

　みっともないとか気持ち悪いとか思われていなかったのは喜ばしいことだが、可愛いというのはいったいどう受け止めたらいいのだろう。

「えーと、どう言えば伝わるのかな。とにかく、昨夜のあれは俺にとってすごく新しん鮮せんで刺激的な出来事で、できればまた味わいたいと思ってる」

　思いがけないリクエストに、巡は真っ赤になってキャメロンにくるりと背を向けた。

（また味わいたいってどういうこと!?）

　単に下着の上から触りたいということだろうか。

　それとも、まさかと思うが下着を汚よごすところを見たいとか……？

　問い返すのも恥ずかしくて、バスローブの襟えりを合わせつつ立ち尽くす。困ったことに、キャメロンが妙みようなことを言い出したせいでパジャマのズボンの下で脚あしの間が熱くなり始めていた。

「もしかして引いてる？　恋人がパンツを濡ぬらすところを見たいとか言うのは変態じみてるかな」

　キャメロンの直球すぎるセリフに、巡はよろめきながらベッドの縁ふちに浅く掛かけた。

「……いえあの、僕はこういった事情に詳くわしくないので、変態かそうでないかの線引きはわかりかねます」

　うつむいて、声を絞しぼり出す。

　キャメロンが隣となりにやってきて座り、ベッドがぎしりと音を立てた。

「ちょっと提案なんだが、今夜一いつ緒しよに寝ねるのはどうかな」

「ええっ!?」

　驚おどろいて、思わず巡はキャメロンのほうへ振ふり向いてしまった。

　キャメロンは真しん剣けんな表情だ。真剣すぎて、ちょっと怖いくらいに……。

「誤解しないでくれ。つき合うことになったからって即そくセックスを求めるようなことはしない。セックスに関しては、きみのペースに合わせると約束する。けど、ちょっとだけスキンシップがあると嬉うれしい」

　殊しゆ勝しようなセリフとは裏腹に、キャメロンの目は爛らん々らんと輝かがやいていた。

　狼おおかみに「何もしないから」と言われて同どう衾きんする兎うさぎがいるだろうか。

（でも……この狼さんは優やさしい紳しん士しだし）

　セックスはまだ怖い。けれど、巡もキャメロンとのスキンシップは望んでいる。

　そしてキャメロンのことは心から信用している。彼は決して無む理り強じいはしないだろう。

（ニューヨークに戻もどったらしばらくは会えないだろうし……）

　意を決し、巡はこくりと頷うなずいた。
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　ほんのりと頰を染めた巡が、長い睫まつ毛げを伏ふせてこくりと頷く。

　その瞬しゆん間かん、キャメロンの中で高らかにファンファーレが鳴り響ひびいた。

　思わず両手の拳こぶしを握にぎりしめるが、巡に見られる前に慌あわてて手を広げる。

「俺の部屋に来る？　それともこっちで寝る？」

「僕はどちらでも……」

「じゃあ俺の部屋に行こう。ベッドが広いから、寝返りを打ってもぶつからないよ」

　もっともらしい理由を口にして、キャメロンは紳士的に見えるように優しく微笑ほほえんだ。

　下心がないといえば噓うそになる。無理強いする気はまったくないが、一緒にベッドに入っておやすみのキスをしたり軽く抱だき寄せたりするうちに、いい雰ふん囲い気きになる可能性もあるだろう。

（あわよくば、昨夜の再現を……）

　はやる心を抑おさえて、キャメロンはそっと巡の手を取った。

　華きや奢しやな手が、キャメロンの大きな手の中で緊きん張ちようしたように固まる。リラックスしてほしくて、キャメロンは親指の腹で巡の手のひらを優しくまさぐった。

「……っ」

　巡がびくびくと首をすくめ、キャメロンはその初うい々ういしい反応にどっと体温が上がるのを感じた。

「くすぐったかった？」

　単にくすぐったくて首をすくめたわけではないだろう。巡の官能に訴うつたえることに成功したことを確信し、キャメロンはわざと気づかないふりをして尋ねた。

「ええ、ちょっと」

「じゃあこれは？」

　今度は手首の内側の肌はだを、円を描くように撫なでる。

「く、くすぐったいです……っ」

　驚いたように声を上うわ擦ずらせ、巡がキャメロンの手から逃れた。

（今のは確実に感じている声だな）

　手て応ごたえを感じ、思わずにやけてしまいそうになる。鼻の下がだらっと伸のびた顔を巡に見られたくなくて、キャメロンは急いで口元を引き締しめた。

「どうぞ」

　主しゆ寝しん室しつのドアを開け、巡に中に入るよう促うながす。

　一瞬ためらう素そ振ぶりを見せたが、巡は素す直なおに寝室に足を踏ふみ入れた。

（よし！　部屋に連れ込んだ！）

　紳士然とした微笑みの下で、キャメロンは鼻息荒く巡の後ろ姿を見つめた。

　ぶかぶかのバスローブを羽織っていても、ほっそりした肩かたや腰こしのラインの色気は隠かくせない。

　この可愛い青年を手に入れたのだと思うと、腹の底から喜びや興奮がむくむくと湧わき上がってきた。

「どっち側がいい？」

　ベッドカバーをめくりながら、内心の興奮を押し隠して尋たずねる。

「できれば窓から離れた場所のほうが」

「了りよう解かい。朝日が当たるのが嫌いや？」

「ええ、寝室は暗いほうが好きなんです」

「覚えておこう」

　巡の新たな面を知るたびに、キャメロンは嬉しくてたまらなかった。日課や習慣、好きな音楽や映画──もっと知りたいし、自分のことも知ってほしい。

　巡がこちらに背を向け、羽織っていたバスローブを脱ぬいで丁てい寧ねいにたたむ。

　バスローブの下はブルーのストライプのパジャマだった。平へい凡ぼんなパジャマも、巡が着るとやけに色っぽく見える。

「じゃあ……おやすみなさい」

　巡が目をそらしながら、もそもそとシーツとブランケットの間に滑すべり込む。

「ああ、おやすみ」

　急いでキャメロンも、巡の隣に横たわった。

　もちろんこのままおとなしく寝るつもりはない。緊張した面おも持もちで横たわる巡のほうをちらちらうかがい、頃ころ合あいを見計らってそっと手を伸ばす。

「手をつないでいい？」

「えっ？　あ、はい」

　巡の気が変わらないうちに、キャメロンは素早く巡の手を包み込んだ。

　最初は優しく、次し第だいに力を込めて強く握る。巡の戸と惑まどいが、ほっそりした手からありありと伝わってきた。

「もう少しくっついてもいいかな」

　言いながら、キャメロンは寝返りを打って巡の体に自分の体をぴたりと寄せた。

「え、えっと、はい」

　巡が頷いたので、さっそく枕まくらの下に手を入れて巡の肩を抱き寄せる。

（よし、いい感じだ）

　実のところ、キャメロンは余よ裕ゆうをなくしつつあった。紳士的に振る舞まおうと決めていたのだが、昨夜の巡の痴ち態たいがちらつき、理性がどんどんすり減っていっている。

　巡の困こん惑わくしたような吐と息いきと細い肩の手て触ざわりに、キャメロンは息を荒らげた。

「さっきのキス、やり直させてくれる？」

「ええっ？」

「もっと紳士的に、優しくキスするつもりだったんだ。だから……」

　紳士的にと言いつつ巡の返事を待ちきれなくて、キャメロンは愛らしい唇くちびるに己おのれの唇を重ねた。

　いきなり舌をねじ込むような真ま似ねはせず、ゆっくり味わうように唇をついばむ。

　嫌なら押し返すだろう。けど、嫌がられてはいないという自信があった。

　キスやスキンシップに慣れていないだけで、巡は初うぶな体に欲望を秘ひめている。

　その証しよう拠こに、昨夜キャメロンが下着の上からペニスに触ふれたとき、キャメロンの手にこすりつけるようにもじもじと腰を揺ゆらしたのだ。

　巡は覚えているのだろうか。もっと触ってとばかりに、自ら濡ぬれた股こ間かんをキャメロンに押しつけてきたことを。

（う……っ）

　先ほどから兆きざしている牡おすの象しよう徴ちようが、巡の可愛かわいいおねだりを思い浮うかべたとたんに体積を増す。たまらず、キャメロンは巡の脚あしに自分の脚を絡からませた。

「あ……っ」

　キャメロンのそこが硬かたく盛り上がっていることに気づいたのだろう。巡が驚いたように声を上げる。

　けれどその声こわ音ねは、はっきりと艶なまめいていた。

「失礼」

　言いながら、キャメロンは己の欲望を巡の腰に押しつけた。

　完全に勃ぼつ起きしたペニスが、スウェットパンツの柔やわらかい生き地じを突つき上げている。巡にもその質感が伝わっているはずだ。

「キャメロン……っ」

　巡が真っ赤になって身をよじる。

（いきなりこいつを突きつけたのはまずかったかな）

　巨きよ根こんも自分の魅み力りよくのひとつととらえているので巡にアピールしたかったのだが、恋れん愛あい初心者の彼には時じ期き尚しよう早そうだったかもしれない。

　あわよくば布越ごしに……あるいは布なしで直じかにこすり合って、快感を分かち合いたかったのだが。

「すまない。無む理り強じいはしないと言ったばかりなのに」

　今日のところは諦あきらめようと体を離はなしたキャメロンは、巡のパジャマのズボンの前が膨ふくらんでいることに気づいた。

「……っ」

　巡が内うち股またをすり寄せ、さりげなく膨らみを隠そうとパジャマの上着を引っ張る。

　しかし恥はじらいに頰ほおを染めてもじもじと腰を揺らす姿を見て、キャメロンが平常心を保てるはずもなかった。

「巡……！」

「あ……っ！」

　がばっと抱だきついて、キャメロンは巡の股間に己の屹きつ立りつを押し当てた。

　布越しにふたつの男性器が触れ合い、腰が砕くだけそうな快感が走り抜ぬける。

　小刻みに体を揺らしてこすれ合う感かん触しよくを愉たのしんでいると、やがて巡が「あああ……」と甘やかな声を上げ、限界に達したのがわかった。

　射精が終わるまで、キャメロンは巡の体をしっかり抱きしめた。抱きしめた体から次第に力が抜けていき、ぐったりと弛し緩かんする。

「気持ちよかった？」

　耳元で囁ささやきかけると、巡が恥ずかしそうに睫まつ毛げを伏ふせた。

「俺もきみと一いつ緒しよに気持ちよくなりたい。もう少しだけつき合ってくれる？」

　言いながら、キャメロンはゆるゆると腰を動かした。巡が濡らした場所に、硬い勃起をこすりつける。

「……え、あ、ああ……っ」　>>>♥

　巡の声がとろけたことに気づいて、キャメロンは息を荒らげた。

　布越しの感触がもどかしく、思わず巡のズボンを下着ごとずり下ろす。

「キャメロン……っ」

　巡が声を上げるが、欲情をたぎらせた男にとって、それは誘ゆう惑わくにしか聞こえなかった。

「きみを直に味わいたい」

「ちょ、ちょっと待ってくださ……っ」

「重ねてこすりつけるだけだ」

　急いでスウェットパンツと下着をずり下げて、キャメロンは巡の初うい々ういしいペニスに己の猛たけ々だけしい男根をこすりつけた。

「えっ、あっ、ああん……っ」

「巡……！」

　ふたつの性器が、ぬるぬるとこすれ合う。

　腰が砕けそうな快感に、キャメロンは歯を食いしばった。

（なんてこった……なんてこった！）

　これほど甘く刺激的な快感は初めてだ。いつか巡の中に入るときが来たら、自分は持ちこたえられるだろうか。

「んっ、あっ、あああ……っ」

　こすりつけているうちに、巡のペニスが再び芯しんを持ち始める。

　もう少し頑がん張ばりたかったが、巡の実に色っぽい喘あえぎ声にあおられ、キャメロンはあっけなくゴールを迎むかえた──。
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　キングサイズのベッドで目を覚ました巡は、全身を包み込む心ここ地ちいい温ぬくもりに口元をほころばせた。

　まだ夢の中を漂ただよっているような、ふわふわした気分だ。普ふ段だんから寝ね起おきは悪いほうではないが、目覚めてすぐにこんなふうに幸福感に満たされているのは珍めずらしい。

（あったかくて気持ちいい……）

　目を閉じて、枕まくらに頰ほおをすり寄せる。いつもより枕が硬かたい気がしたが、違い和わ感かんを確かめるためにいったん閉じた瞼まぶたを開けるのは億おつ劫くうだった。

「目が覚めた？」

　ふいに枕から声が響ひびいてきて、驚おどろいて巡はぱちっと目を見開いた。

「……っ!?」

　枕だと思って頰をすり寄せていたのがキャメロンの厚い胸むな板いただと知って、眠ねむ気けが一気に吹ふき飛んでいく。

　昨夜のキャメロンの体の重み、口こう腔こう内をまさぐる舌の動き、重なりこすれ合って生じた快感のすべてを思い出し、巡は全身の肌はだを上気させた。

「おはよう」

　青い瞳ひとみにじっと見つめられ、くらりと目め眩まいを覚える。

「お、おはようございます」

　恥ずかしさに身み悶もだえそうになって、巡はさりげなくキャメロンから離はなれようと身じろいだ。

　しかし腰こしにまわされた大きな手に、やすやすと引き戻もどされてしまう。

「よく眠れた？」

「はい」

「シャワー浴びる？　それとも先に朝食にする？」

「えっと、シャワーを先に……」

　言いながらベッドを抜ぬけ出そうとすると、キャメロンがくすくす笑いながら手首を摑つかんできた。

「一いつ緒しよに浴びようか」

　思いがけない申し出に、言葉を失って目を瞬またたかせる。キャメロンと一緒にシャワーを浴びる図が頭にありありと浮うかんでしまい、耳まで赤くなってしまった。

　キャメロンが声を立てて笑い、「冗じよう談だんだよ」と髪かみを撫なでる。

「実を言うと、一緒にシャワーを浴びたりしたら自分を抑おさえておく自信がない」

「……っ」

　冗談めかしてはいるが、キャメロンの目はさわやかな朝にふさわしくない熱を帯びていた。

　どうにか呼吸を整え、キャメロンの手をすり抜けてベッドから逃にげ出す。

「ではのちほど……」

　ドアまで来てから、巡は振ふり返った。

「ああ、のちほど」

　巡を見つめ、キャメロンが微笑ほほえむ。

　じわじわとこみ上げてきた幸福感を嚙かみしめながら、巡は自分の部屋へと急いだ。







「コーヒーのおかわりは？」

　向かいの席のキャメロンに問いかけられ、巡は小さく首を横に振った。

「いえ、もう結構です」

　ちらりとキャメロンのほうへ視線を向け、目が合う前に慌あわててそらす。

　キャメロンと恋こい人びと同士になって初めての一日の始まりに、巡は胸が高鳴りっぱなしだった。

　もっと恋人らしくいちゃいちゃしたほうがいいのかもしれないが、現時点では初心者の自分にはとても無理だ。目が合うだけで、どきどきして顔が赤くなってしまう。

（ゆうべのこと、いちいち思い出しちゃうし……）

　世の中の恋人たちは、どうやってこの気き恥はずかしさを乗り越こえているのだろう。一緒に過ごすうちに慣れるのだろうか。

　けれどキャメロンのオーラは特別にきらきらと眩まぶしくて、いつまで経たっても慣れることができなさそうだ──。

「飛行機の時間までどうする？　チェックアウトを延長してもいいし、またどこか出かけてもいいし」

　二杯はい目のコーヒーをカップに注ぎながら、キャメロンが振り返る。

「えっ？　ええと……」

　どう答えようか迷って、巡は宙を見上げた。

　このままふたりきりで部屋にいたら、ちょっと緊きん張ちようしてしまいそうだ。特に行きたい場所はないが、ラスベガスの街をぶらぶら散策するのがいいかもしれない。

「おっと、電話だ」

　巡が答えようとしたそのとき、ミニキッチンのカウンターに置いてあったキャメロンのスマホが鳴り響いた。

「コンラッドだ。何か新しい情報が入ったのかも」

　キャメロンが真顔になり、急いで通話ボタンをタップする。

「もしもし？　ああ、今ホテルで巡と朝食をとってたところだ。何かあったのか？」

　電話の向こうのコンラッドに早口で尋たずねたキャメロンを、巡もはらはらしつつ見守った。

「なんだって？　確かなのか？」

　しばらく無言でコンラッドの話に耳を傾かたむけていたキャメロンが、驚いたように聞き返す。

　一いつ瞬しゆんクレアが見つかったのかと期待したが、キャメロンの表情が強こわばっていることに気づき、巡は胸の前で両手を握にぎりしめた。

「……わかった。これから警察署に行ってくる」

　警察署という言葉に、思わず息を吞のむ。どうか無事で見つかったという知らせでありますようにと、巡は祈いのるような気持ちでキャメロンの言葉を待った。

　通話を切ったキャメロンが、大きく肩かたで息をしてからこちらに向き直る。

「一時間ほど前にコンビニエンスストアで万引きをして捕つかまった女性が、クレアのクレジットカードを持っていたそうだ」

「……えっ、ど、どういうことですか？」

　にわかに事態が飲み込めず、巡は上うわ擦ずった声で聞き返した。

「捕まった女性はクレアではなく別人だ。他人名義のカードを何枚か所持していたらしい」

「つまり……クレアはカードを盗ぬすまれたということでしょうか」

「捕まった女性は拾っただけだと言ってるらしいがな。これから警察署に行くけど、きみはどうする？」

「僕も行きます」

　大きく頷うなずいて、巡は急いでカップに残っていたコーヒーを飲み干した。







　ホテルから車で十五分ほどの距きよ離りにある警察署に足を踏ふみ入れると、ロビーに大勢の人が忙いそがしそうに行き交かっていた。

　世界有数の歓かん楽らく街がいゆえに犯罪率もそれなりに高いのだろう。巡たちが到とう着ちやくした際も、大声で喚わめいている酔よっぱらいが連行されたところだった。

「あまり長居はしたくない雰ふん囲い気きだな」

　キャメロンが呟つぶやき、巡の手をしっかりと握ってきた。

　公おおやけの場で恋人らしく振る舞まうのは時じ期き尚しよう早そうな気がしたが、大きな手に包み込まれる安心感を手放すことはできなかった。しかし受付の女性職員の視線がこちらに向けられたとたん、さりげなくキャメロンの手から逃のがれる。

（キャメロンは有名人だから、いろいろ噂うわさになったら困るだろうし）

　恋人同士になれた喜びですっかり忘れていたが、今後は注意が必要だ。

「キャメロン・ロックハートといいます。今朝、妹のクレア・ロックハート名義のカードを持った女性が逮たい捕ほされたと聞きまして」

　中年の女性職員は特に表情を変えることなく、「お待ちください」と内線電話の受話器を取った。

「今担当の警察官が参ります」

「どうもありがとう」

「ちょっと！　うちの人が逮捕されたって聞いたんだけど！　いったいどういうこと!?」

　貫かん禄ろくたっぷりの年配の女性が、キャメロンを押しのけるように受付カウンターにやってきて大声で怒ど鳴なる。その剣けん幕まくにびくっと震ふるえ、巡は慌てて彼女のために場所を空けた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　キャメロンが再び手を握ってくれる。

　小さく頷き、しばしキャメロンの手の温ぬくもりに甘えることにした。

　女性の罵ば声せいをたっぷり聞かされてすっかり怯おびえきった頃ころ、ようやく制服姿の警察官がロビーに現れる。

「ロックハートさん？　こちらへどうぞ」

　若い男性警察官はちらちらと巡のほうへ視線を向けつつ、廊ろう下かの奥の部屋に案内してくれた。

　薄うす暗ぐらく狭せまい部屋で、その奥にさらにガラスで仕切られたスペースがあり、若い女性がふたり、ひどく不ふ機き嫌げんそうな表情で座っている。ひとりは金きん髪ぱつのロングヘア、もうひとりは黒髪のラテン系だ。

　彼女たちを見た瞬間、巡はキャメロンと顔を見合わせた。

「防犯カメラに映っていたのはてっきりクレアだと思ってたが……」

「……ええ、僕も」

　髪かみ型がただけでなく、すらりとした体型や顔の輪りん郭かくがクレアとよく似ている。不ふ鮮せん明めいな映像では見み間ま違ちがえても仕方のないくらいに……。

「ちょっと待ってくれ。給油所や宝ほう飾しよく店に現れたのはこのふたりだったってことか？　じゃあクレアはいったいどこに？」

　キャメロンが自問自答するように呟く。

　先ほど巡たちを案内してくれた警察官が部屋に入ってきて、ファイルを手に彼女たちを見やった。

「名前はステイシー・フラナガンとデイナ・ソーサ。住所不定、あちこち渡わたり歩いて盗みをくり返しているようで、傷害と窃せつ盗とうの前科があります。ついさっき取り調べが終わったんですが、ようやくカードを盗んだことを認めました」

「盗んだ場所はどこですか？」

「ニューヨーク州の……スリーピーホロウですね」

　ファイルを見ながら警察官が答える。

　再び巡はキャメロンと顔を見合わせた。

「クレアは？　カードの持ち主はどうなったんです？」

　キャメロンの質問に、警察官が首を横に振る。

「これ以上は弁護士が来るまで何もしゃべらないそうです」

　キャメロンがガラス越ごしにふたりの女性を睨にらみつけるが、マジックミラーの向こうの彼女たちは当然ながら見られていることに気づかず、ふてくされた様子で頰ほお杖づえをついていた。

「彼女たちと話をさせてもらえますか？」

　キャメロンが申し出ると、警察官が渋しぶい表情になる。

「お願いします。妹の居場所の手がかりがほしいんです。弁護士が来るまで待っていられない。一刻も早く聞き出さないと」

　キャメロンに詰つめ寄られ、警察官が降参したように軽く手を上げる。

「わかりました。五分だけ」

「きみはここで待ってて」

　軽く巡の肩に触ふれ、キャメロンが警察官に続いて大おお股またで取調室へ向かう。

　マジックミラーに近づいて、巡ははらはらしながら成り行きを見守った。

「失礼、お嬢じようさんがた。俺はきみたちが盗んだカードの持ち主の兄だ」

　取調室に入って彼女たちを高圧的に睨みおろしつつ、キャメロンが切り出す。

　ふたりは面めん倒どうくさそうに顔を上げ、すぐに目をそらした。

「クレア・ロックハート名義のカードを使っただろう。ラスベガス近きん郊こうの給油所とホテルの宝飾店、それからチャペルのウェディング」

「知らない」

　金髪のほうの女性──ステイシーが腕うでを組んでそっぽを向く。黒髪のラテン系──デイナは、アイラインで黒々と縁ふち取どられた目を神経質にぱちぱちさせた。

「スリーピーホロウでクレアからカードを奪うばった経けい緯いを詳くわしく聞かせてくれ」

　言いながら、キャメロンが彼女たちの向かいにゆっくりと着席する。内心は苛いら立だっているだろうに、声を荒あららげることなくいつものように口調も穏おだやかだ。

「弁護士が来るまで何もしゃべらないって言ったでしょ」

　つっけんどんに言い返したステイシーを、キャメロンは口元に笑えみをたたえてじっと見み据すえた。

「今のうちに話しておいたほうがいいぞ。ロックハート財団の令嬢の失しつ踪そう事件にかかわりたくなければな」

　ロックハート財団という言葉に、ステイシーとデイナの顔色がさっと変わる。キャメロンの顔をまじまじと見つめたあと、助けを求めるように警察官のほうへ視線を向けた。

「この人は正しよう真しん正しよう銘めい、あのロックハート家の一員だ。正直に話したほうがいい」

　デイナに肘ひじをつつかれ、ステイシーがため息をつく。

「……あの晩、盗んだ車でスリーピーホロウを通りかかったら、真夜中にひとりで歩いてる若い女がいて」

　額にかかった髪を振ふり払はらい、ステイシーが続ける。

「お金持ってそうな感じだったし、周りに防犯カメラも見当たらなかった。それで声をかけたの。こんな夜遅おそくにひとり歩きは危険だから、家まで送ってあげるって」

「それで？」

　キャメロンが促うながす。抑おさえてはいるが、声に不快感がにじみ出ていた。

「最初は警けい戒かいしてたみたいだけど、女ふたりだし、大丈夫だと思ったんでしょ。じゃあお願いって後部座席に乗ってきた」

「無理やり拉ら致ちしたわけじゃないんだな？」

　警察官の質問に、ステイシーは「そんな面倒なことしない」と鼻で笑った。

「で、ひとけのない場所まで行ってから車を停とめて、デイナと一いつ緒しよにバッグを奪って、道みち端ばたに降ろしてそれっきりよ」

「ちょっと待った。スマホはどうした？」

　キャメロンに訊きかれ、ステイシーは「スマホ？」と怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「ほら……落としたって言ってたじゃん」

　それまで黙だまりこくっていたデイナが、ステイシーに小声で告げる。

「あー、そうそう、最初に声かけたとき、なんかうろうろしてたからどうしたのって訊いたら、この辺でスマホ落としたんだけど見つからないって言ってた。明るくなってから捜さがせばって言ったら、そうするわって言って」

　クレアのスマホが茂しげみの下に落ちていたのは、そういうわけだったのか。暴力を振るわれて拉致されたわけではないと知って、少しだけ安心する。

「それで、財さい布ふに現金が結構入ってたから念願のラスベガス旅行に行くことにしたってわけ。現金を使い果たしたあと、試ためしに給油所でカード使ってみて、問題なさそうだったからほかにも買い物することにして」

「クレアを降ろした場所は？」

　ステイシーの話を遮さえぎって、キャメロンが机の上に身を乗り出す。

　ステイシーはデイナと顔を見合わせ、肩かたをすくめた。

「正確な場所はわからない。暗かったし土と地ち勘かんもないし。家が途と切ぎれて両側が森になった場所で……」

「そのとき乗ってた車は？」

　場所を訊いても無む駄だだと判断したのか、キャメロンが質問を変える。

「しばらく走ってたら長ちよう距きよ離りバスのバス停があって、そこの駐ちゆう車しや場で別の車に乗り換かえた」

「クレアを乗せたのはどんな車？」

「どんなって言われても……」

「白いセダン、日本製でまだ新しくて、ナンバーの最初の文字がＡだったと思う」

　覚えていないらしいステイシーに代わって、デイナがぼそぼそと特とく徴ちようを挙げていく。警察官が手帳を取り出し、デイナの言葉を書き留めた。

「スリーピーホロウの警察署に連れん絡らくして、周辺のカメラを分ぶん析せきしてもらいます。妹さんを降ろした場所が絞しぼり込めるかもしれない」

「お願いします」

　取調室から戻もどってくると、キャメロンは巡の腕を軽く摑つかんだ。

「俺たちもスリーピーホロウに戻ろう」

「はい」

　深夜のひとけのない道で車から降ろされたクレアは、その後どうなったのか。

　心配でいてもたってもいられなくて、巡は急いでキャメロンとともに警察署をあとにした。







　一刻も早くスリーピーホロウに戻ってクレアを捜したい。

　しかしこんなときに限って天候不良で飛行機の離陸が大おお幅はばに遅おくれ、巡とキャメロンがスリーピーホロウの別べつ荘そうに到とう着ちやくしたのは午後十一時をまわった頃ころだった。

「遅くなってすまない」

　玄げん関かんのドアを開けて出で迎むかえてくれたコンラッドに、キャメロンが謝る。

「いや、いいんだ。今日できることはすべてやった。きみたちも行ったり来たりで疲つかれただろう」

　落ち着いた口調ではあるが、コンラッドの表情には疲ひ労ろうと焦しよう燥そう感かんがにじみ出ていた。慌あわててニューヨークから戻り、クレアの居場所を突つき止めるためにあちこち奔ほん走そうしたのだろう。

「まあね。何か新しい情報は？」

　キャメロンの問いかけに、コンラッドが力なく首を横に振る。

「長距離バスの駐車場でクレアが乗ったという白いセダンが見つかった。ただ、スリーピーホロウから駐車場までほとんど防犯カメラが設置されてなくて、途中二カ所で通過は確かく認にんできたんだが、クレアを降ろした場所は特定できてない」

「車が通った道を虱しらみ潰つぶしに捜していくしかないな」

「ああ、警察もそう言って日が暮れるまで捜そう索さくしてくれた。私立探たん偵ていや地元のボランティアにも協力してもらったんだが、まだ四分の一ほどしかチェックできてない」

「範はん囲いが広いのか？」

「ああ、かなり広い。これを見てくれ」

　ダイニングテーブルの上にスリーピーホロウ周辺の地図が広げてあった。クレアが車に乗ったチャーチストリート二十番地から隣となり町まちの外れにある長距離バスの駐車場まで、赤いペンで道路がなぞられている。

「ルートは三通りあるが、両りよう脇わきを森に囲まれていたというならこの道で間ま違ちがいないだろう」

「ああ、ステイシーたちは土地勘がないと話してたから、脇道には入ってないはずだ」

　コンラッドが眼鏡めがねを押し上げ、険しい表情でキャメロンのほうへ向き直る。

「ステイシー・フラナガンとデイナ・ソーサの印象は？」

　兄の質問に、キャメロンが顎あごに手を当てる。

「不良娘むすめってところだな。万引きなんかの軽犯罪には抵てい抗こうがないタイプだけど、殺人までやってのけるほどの悪人ではない」

　キャメロンの口から飛び出した殺人という言葉に、巡はぎょっとして目を見開いた。

　コンラッドは、ステイシーとデイナが噓うそをついているのではないかと疑っているのだ。バッグを奪うために、クレアを傷つけたのではないかと──。

　考えてみれば、あり得ないことではない。世の中にはお金のために人を殺すことをためらわない者もいる。

　巡の動どう揺ように気づいたキャメロンが、「大だい丈じよう夫ぶ、心配ない」と肩を抱だき寄せてくれる。

　明らかに親しげなスキンシップにコンラッドが一いつ瞬しゆん怪訝そうな表情になったが、今はそれどころではないと思ったのだろう。さりげなく視線をそらし、「だが、ステイシーには傷害の前科があるんだろう？」と尋たずねる。

「調書を見せてもらったが、バーでの喧けん嘩かに巻き込まれただけだった。口も態度も悪いが、人殺しをするほどの度胸はない」

　コンラッドがしばしキャメロンの目を見つめ、ため息をつく。

「わかった。悲観的になっても仕方ないしな。今夜はゆっくり休んで、明日の捜索に備えてくれ」

「ああ、おやすみ」

「おやすみなさい」

　コンラッドが二階に引き上げていき、巡とキャメロンは顔を見合わせた。

「心配ない。クレアは無事でいると信じてる」

「ええ、僕も……」

「おいで」

　キャメロンが腕うでを広げ、巡はおずおずとその頼たのもしい胸に寄りかかった。
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　翌日の捜索は午前七時から始まった。

　地元の警察、ボランティア、コンラッドが手配したセキュリティ会社のスタッフなどなど百人以上が集まり、警察の指示に従って少人数のグループに分かれ、クレアが車から降ろされた道の周辺を調べていく。

　巡はキャメロンと同じグループになり、渡わたされた地図を持って道路脇の森の一部を担当することになった。

「足元をよく見て、何か手がかりがあったら私に知らせてくれ」

　巡たちのグループのリーダーは、退職した元警察官という男性だった。教えられた手順に従い、足あし跡あとや落とし物がないかチェックしながら森を進んでいく。

　二時間ほど経たった頃だっただろうか。ふいに森が途切れて、草が生おい茂る野原が現れた。

　明るい日差しに目を細め、立ち止まって野原を見渡す。

「地面がぬかるんでるから気をつけて」

　十メートルほど離はなれた場所から、キャメロンが叫さけぶ。

「ええ、もしかしたらここは沼ぬま地ちだったのかもしれませんね」

　麦わら帽ぼう子しをかぶり直して、草むらを棒でなぎ倒たおすようにしながら地面を確かめる。スニーカーの底に泥どろがまとわりつき、じわじわと地面に沈しずんでいくような感覚に襲おそわれた。

（もしクレアが通ったなら、足跡が残ってるはず）

　それにしても、深夜に道みち端ばたで降ろされたクレアはなぜ道路を歩かなかったのだろう。

　森へ隠かくれる必要があったのか、それとも森を突っ切れば近道だと考えたのか。

　草むらをかき分けて進む作業は、思ったより骨が折れた。三十分ほど経ってようやくぬかるみから脱だつし、乾かわいた地面にたどり着く。

「巡、大丈夫か？」

　隣にやってきたキャメロンが、気き遣づかわしげに尋ねてくれる。

「ええ、僕は大丈夫です」

　スニーカーに泥水が染しみ込んで重たいが、これくらいで弱音を吐はきたくなかった。

「みんな、少し休きゆう憩けいしよう。十五分後に再開だ」

　リーダーが大声で皆みなに告げ、グループの面々はそれぞれ地面にしゃがみ込んだ。

　巡もリュックからペットボトルを取り出し、水分を補給する。

「巡、靴くつがびしょ濡ぬれじゃないか」

　巡のそばにあぐらをかいたキャメロンが、驚おどろいたようにスニーカーのつま先に触ふれる。

「ええ、そこに水たまりがあって、気づかず足突っ込んじゃって」

「靴を換かえにいこう」

「いいです、多分また汚よごれちゃうし」

　慌てて両手を振ふる。どうやらキャメロンは恋こい人びとには過保護なタイプのようだ。捜索中も常に巡の動向に注意を向け、ちょっとでもつまずこうものなら慌てて飛んでくる始末で……。

（ゆうべはさすがに別々の部屋で寝ねたけど）

　クレアが見つかるまで、ふたりの関係は一時停止しようと思っている。恋人同士であることに変わりはないが、今はキス以上のことをする気にはなれない。

　けど、キャメロンがそばにいてくれるだけで巡にとっては充じゆう分ぶんだった。

（僕がニュージャージーに戻もどったら、しばらく遠えん距きよ離りになっちゃうけど……）

　今は自分たちの恋れん愛あいについて考えている場合ではない。雑念を振り払はらい、巡はペットボトルに残っていた水を飲み干した。

　そのとき、ふいに草むらから何か声が聞こえた気がしてはっとする。

「今、何か聞こえませんでした？」

「いや、何も……」

　キャメロンが言いかけたところで、今度ははっきり「ニャー」という声が聞こえてくる。

「猫ねこ？」

「ああ、本当だ。草むらに猫がいる」

　キャメロンが指さした方向、茶色のトラ猫が一いつ匹ぴき、こちらをじっとうかがっていた。子猫ではないが、成せい猫びようにしては小こ柄がらなので生後一年以内といったところか。

「こんなところにまで野の良ら猫ねこがいるんだな」

「野良かな？　首輪してません？」

　ゆっくりこちらに近づいてきた猫をよく見ようと、巡は目をこらした。

「ああ、本当だ。首に何かつけてる」

　茶トラは、首に麻あさ紐ひものようなものを巻き付けていた。誰だれかが悪戯いたずらでつけたのかもしれない。きつくて苦しそうというわけではないが、外してやろうと巡は猫を手招きした。

「おいで。首の紐を外してあげる」

　あまり警けい戒かい心しんが強いタイプではないようで、猫は巡の手招きにとことこと駆かけ寄ってきた。

「よしよし、そのままじっとしててね」

　そっと頭を撫なでて、巡は首の麻紐に触れた。三重に巻かれた紐に、何やら紙し片へんが絡からみついていることに気づく。

「これ、なんでしょう？」

「どれどれ」

　キャメロンが、猫が逃にげないようにひょいと抱だき上げる。その隙すきに、巡は急いで麻紐の結び目をほどいた。

「何か書いてあるみたい」

　くしゃくしゃになった紙は、宅配ピザのチラシだった。なぜわざわざこんなものを巻き付けたのか不思議で、裏返してみる。

「……っ！」

　チラシの裏に鉛えん筆ぴつで書かれた文字に、巡は息を吞のんだ。言葉にならない声を上げ、慌あわててキャメロンにメッセージを見せる。

『助けて！　足を骨折して動けません。カーネギードライブ八番地のキャビンにいます。これを見た人は警察に連れん絡らくしてください。クレア・ロックハート』

　キャメロンも巡同様、言葉にならない叫び声を上げた。







「よかった……無事でほんとよかった……っ」

　カーネギードライブ八番地のキャビンからストレッチャーで運び出されたクレアに、巡は涙なみだぐみながら声をかけた。

「心配かけてほんとごめんね。電話したかったんだけど、スマホは落としちゃったしキャビンには電話がなくて。森の中の一いつ軒けん家やで、誰も訪ねてこないし」

　足の骨折以外は、クレアは元気そうだった。

　先ほど警察官からざっと説明を聞いたところによると、ステイシーたちに車から放ほうり出されたあと、クレアは夜が明けるのを待って森を突つっ切って近道しようと考えたらしい。ところが迷ってしまい、おまけに森の中で崖がけから落ちて怪け我がをした。足の痛みをこらえながらキャビンにたどり着いたが、留守だったので勝手に中に入らせてもらって助けを待つことにし──。

　とにかく雨風をしのぐことができ、水や食料に困らなかったのは幸いだ。

「猫にメッセージを託たくしたのは正解だったわね。狼煙のろしでも上げたら誰か気づくかと思ったんだけど、この足じゃ薪まきを運ぶのも無理で」

「狼煙なんか誰も気づかないさ。キャンプで焚たき火でもしてるんだろうと思うだけだ」

　キャメロンの突っ込みに、クレアがストレッチャーに横たわったまま肩かたをすくめる。

「まったくだ。どうして車から降ろされた場所でじっとしておかなかったんだ」

　警察官と話していたコンラッドもやってきて、妹の無む謀ぼうな行動に苦言を呈ていする。

「知ってる場所だと思ったのよ。方向的にうちの別べつ荘そうの敷しき地ちに近いと思って。歩いていけば別荘にたどり着くだろうと」

「全然別方向だ。ほんとに、まったく……」

　文句を言いつつ、コンラッドが愛いとおしげにクレアの髪かみを撫でる。キャメロンもクレアの手を取り、甲こうをぽんぽんと叩たたいた。

「とりあえずここの病院で処置してもらって、ニューヨークでしばらく入院だ」

「ええ、病院でおとなしくするって約束する。巡、ほんとごめんね。私のことは気にせず、先にニュージャージーに戻っててちょうだい」

「うん……」

　クレアにはキャメロンとのことを真っ先に報告したかったのだが、今ここでしなくてもまた機会はあるだろう。

「夏休みが終わるまで、巡はニューヨークの俺のアパートで過ごせばいい」

「えっ？」

　ふいに手を握にぎられ、巡はぎょっとしてキャメロンの横顔を見上げた。

　青い瞳ひとみに愛おしげに見つめられ、かあっと頰ほおが熱くなる。

「ちょっと待って」

　ストレッチャーを救急車に運び入れようとした救急隊員を、クレアが手で制した。横たわったまま、巡とキャメロンのしっかりつながれた手を凝ぎよう視しする。

「ねえ、私の勘かん違ちがいでなければ、ふたりはその……」

「ああ、俺たちつき合うことになったんだ」

　キャメロンが、つなぎ合わせた手を軽く掲かかげてみせる。

（うわ、なんかちょっと、恥はずかしい……っ）

　不意打ちの交際宣言に、巡はつないでいないほうの手で顔を覆おおった。そばにいたコンラッドが、「やっぱりそうだったのか」と呟つぶやく。　>>>♥

「びっくり……。おめでとうって言いたいとこだけどキャメロン、巡は今までのお相手みたいにカジュアルなつき合いができる子じゃないの」

　クレアの言葉にどきりとする。

　キャメロンの恋人になれた喜びで忘れていたが──いや、本当は頭の片かた隅すみにずっとあったけれど考えないようにしていただけだ。キャメロンは恋愛には本気にならないタイプだというクレアの言葉がよみがえり、心にずしりとのしかかる。

「わかってる。俺も今までみたいなつき合いをするつもりはない。巡に交際を申し込んだ時点で、生しよう涯がいをともにする心づもりはできていた」

　そう言って、キャメロンはつないだ手をより強く握りしめてきた。

　心臓がどくんと跳はね上がる。キャメロンが将来のことも考えてくれていると知って、巡は胸の奥がじわりと熱くなるのを感じた。

「ようやく運命の相手が現れたってことか」

　コンラッドの呟きに、キャメロンが急に照れたように前髪をくしゃくしゃとかき上げる。

「参ったな。プロポーズはもっとドラマティックにやりたかったんだが」

「ちょっと待って、キャメロンひとりで盛り上がってるけど、巡はそれでいいの？」

　クレアに問いかけられ、巡は言葉を詰つまらせた。

　もちろんいいし、すごく嬉うれしい。けれど胸がいっぱいで言葉が出てこなくて……。

「大事なことだし、これ以上はふたりきりで話をさせてくれ。まったくもう……」

　キャメロンが遮さえぎり、宙を見上げてため息をつく。

「あの、そろそろいいですか」

　後ろで成り行きを見守っていた救急隊員が、笑いをこらえるようにしてストレッチャーに手をかけた。







　──風ふ呂ろ上がりの体にバスローブを羽織り、巡は鏡の前で深呼吸をした。

　大変な一日だったが、クレアが無事見つかった瞬しゆん間かん、疲つかれはすべて吹ふき飛んだ。

（僕にとっても忘れられない一日だったし）

　キャメロンの言葉を思い出し、胸がぽっと温かくなる。

　その上、もうひとつ嬉しいことが重なった。

『待って、あの猫ねこはどうなったの？』

　救急車に乗り込む直前、クレアがそう言って体を起こした。

『同じグループの誰かが連れて帰ったよ。動物愛護団体でボランティアをしてるから、保護猫として里親を探すと言っていた』

　キャメロンがそう言うと、クレアはほっとしたように笑えみを浮うかべた。

『私が里親に立候補するわ。なんといっても命の恩人だもの』

『わかった。伝えておくよ』

　あの野の良ら猫ねこも幸せを摑つかむことができそうだ。口元に笑みを浮かべ、巡はバスルームをあとにした。

　キャメロンと話し合って、明日それぞれの家に帰ることになっている。

　キャメロンはニューヨークへ、巡はニュージャージーへ……けれど三日後には、巡がキャメロンのアパートへ泊とまりに行く予定だ。

『ニューヨークとニュージャージーはそれほど離はなれてないし、週末ごとに会えるよ。今のアパートを引き払はらって、きみの大学の近くに引っ越こしてもいいし』

『そんな、無理しないでください。僕も大学生活はあと一年ですし』

『一年も離れて暮らすなんて、俺には無理だ』

　夕食後の甘い会話を思い出し、こみ上げてきた喜びを嚙かみしめる。

　寝ね支じ度たくを整えてバスルームから出ると、同じくバスローブ姿のキャメロンがベッドに横たわっていた。

「っ!?」

　一いつ緒しよに寝るという話は出ていなかったので、驚おどろいて目をぱちくりさせる。

　キャメロンが上体を起こし、「おいで」と手招きした。

「えっと……昨夜と同じく、それぞれの寝しん室しつで休むのかと思ってました」

「どうして？　クレアも見つかったし、コンラッドとクレアに報告もしたし、何も支障はないはずだ」

「……そうですね」

　どぎまぎしつつ、ベッドに近づく。

　何も支障がなくなった今、キャメロンのストッパーは緩ゆるんでしまったらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ、一緒に寝るだけだ」

「そうですね。明日はニューヨークに戻もどらなきゃいけませんし」

「午後に出ればいいから寝ね坊ぼうはできるさ」

　なかなかベッドに入ってこようとしない巡にしびれを切らしたのか、キャメロンがベッドから起き上がってこちらに向かってくる。

「……っ」

　手首を摑まれ、体がびくっと震ふるえる。なんとなくキャメロンの鼻息が荒あらいような気がして、巡はもう少しであとずさりしそうになってしまった。

「そんなに怯おびえないで」

「怯えてません、ただちょっと……」

　こういう場面はまだ恥ずかしくて、慣れることができそうにない。言いよどんでいると、キャメロンがくすくす笑いながら腰こしに手をまわしてきた。

「ん……っ」

　優やさしいキスに、最初はおずおずと、次し第だいにうっとりと身をゆだねる。

　しかしエロティックなキスにエスカレートする前に、巡はさりげなくキャメロンの唇くちびるから逃のがれた。

「パジャマに着き替がえてきます」

　言いながらあとずさったとたん、バスローブのベルトがするりとほどけてしまう。

　急いで前をかき合わせようとすると、ふいにキャメロンの大きな手が伸のびてきた。

「えっ？　な、なんですか？」

　両手首をがっつり摑まれ、目を白黒させる。バスローブの前がすっかりはだけ、巡はもじもじと内うち股またをすり寄せた。

　もちろん下着は穿はいているが、なんとなく気恥ずかしい。

　慌あわててキャメロンの手から逃れようとすると、突とつ然ぜんキャメロンが低いうなり声を上げた。

「ちょ、ちょっと、どうしたんですか!?　うわ……っ」

　ベッドに仰あお向むけに押し倒たおされ、巡は悲鳴を上げた。

　のしかかってきたキャメロンが、露あらわになった胸むな板いたにむしゃぶりついてくる。

「ああ……っ！」

　乳ち首くびを吸われ、巡は体の芯しんに甘い衝しよう撃げきが走るのを感じた。

「すまない。我が慢まんしようと思ってたんだが、こんな可愛かわいい胸を見せられたら我慢できない」

　乳首をしゃぶりながら、キャメロンが苦しげに呟く。

　わざと見せたわけではない。そう抗こう議ぎしたかったが、唇からは甘い喘あえぎ声しか出てこなかった。

（どうしよう、すごく気持ちいい……っ）

　乳首を唇と舌で愛あい撫ぶされ、急速に体が高ぶっていく。

　それはキャメロンも同じだったようで、逞たくましい牡おすの象しよう徴ちようがむくむくと体積を増していくさまが生々しく伝わってきた。

「巡、少しだけ……」

　返事をする代わりに、巡はおずおずとキャメロンの首に手をまわした。

　巡もキャメロンの体に興奮している。そのことを伝えたくて、高ぶったペニスをキャメロンのものにそっと押し当てる。

　キャメロンが呻うめき、巡のボクサーブリーフをむしり取るようにして脱ぬがせた。

　青い瞳ひとみは熱を帯び、爛らん々らんと輝かがやいている。キャメロンのストッパーが完全に外れてしまったらしいことに気づき、巡はぶるっと背筋を震わせた。

　恐きよう怖ふ感かんからではない。自分の中にある密ひそやかな欲望に火がついたせいだ。

「結けつ婚こん前にこういうことをするのは嫌いや？」

　掠かすれた声で尋たずねられ、巡は睫まつ毛げを伏ふせて小さく首を横に振ふった。

　巡もキャメロンを欲ほつしている。そのことを伝えたくて、青い瞳をじっと見上げる。

　おずおずと脚あしを開き……巡は交接をねだるようにキャメロンにしがみついた。

「巡……！」

　キャメロンが獣けもののようなうなり声を上げ、巡の両脚を抱かかえる。

　いつのまにかキャメロンのバスローブもはだけ、逞しい胸板が露わになっていた。

（あ……っ）

　キャメロンは下着をつけていなかった。

　大きなペニスが猛たけ々だけしく屹きつ立りつし、笠かさを広げた亀き頭とうが先走りで濡ぬれている。太い茎くきの部分には血管が浮き出しており、成熟した牡のフェロモンをむんむんと漂ただよわせていた。

　自分のものとあまりに違ちがう造形に、眠ねむっていた官能が激しく揺ゆさぶられる。

（キャメロンとセックスするんだ……）

　まるで夢の中を漂っているような、非現実的な光景だった。キャメロンが挿そう入にゆうのための準備をしている間、巡はぼんやりとされるままになり……。

「……っ！」　>>>♥

　奥まった場所にある蕾つぼみに、熱くぬるついた亀頭が押し当てられる。

　そのあまりの大きさに、巡は急に現実に引き戻された。

「キャメロン……っ」

　怯えて見上げると、優しく頰ほおにキスされる。

「いきなり全部入れたりしない。ほんの少しだけ、きみが痛くないところまでだ」

「あ、あ、あああ……っ」

　太い亀頭が蕾にめり込んでくる。

　キャメロンが己おのれの体に入ってきたことに、巡は今まで知らなかった悦よろこびを感じた。

　痛みもあるが、愛する人とひとつになった悦びは何ものにも代えがたい。濡れた媚び肉にくを小刻みにこすられ、甘い喘ぎ声が漏もれてしまう。

「正直に言うと、俺もあんまり持ちそうにない……っ」

　キャメロンが耳元で何か囁ささやいているが、半ば朦もう朧ろうとしていた巡は聞き取れなかった。

　キャメロンとつながった場所が、たまらなく気持ちいい。

「巡……っ！」

「あっ、あ、ああん……っ」

　蕾の中で、熱い飛沫しぶきがほとばしる。

　キャメロンが達すると同時に、巡も脚の間を熱く濡らした──。
















御曹司の誤算







　隣となりですやすやと眠ねむる愛いとしい恋こい人びと──森谷巡を見つめ、キャメロン・ロックハートは深々とため息をついた。

　昨夜、ついに巡と結ばれた。

　といってもほんの少しだけ、亀き頭とうが入ったか入らないかの浅い挿そう入にゆうだ。けれど自分も巡も、愛する人と一体になれた悦よろこびを味わうことはできたと思う。

（問題は俺の暴走だ）

　もう一度大きなため息をつき、枕まくらに突つっ伏ぷす。恋れん愛あい初心者の巡のペースに合わせ、セックスは急がないつもりだったのだが、予定外のアクシデントが発生し……。

（まさかあんなに乳ち首くびが可愛かわいいなんて……！）

　思わず両手の拳こぶしを握にぎりしめる。

　巡に対しては常に紳しん士し的に優やさしく振ふる舞まってきたし、これからもそうありたいと思っている。そして自分はセックスに関してはがつがつしたところがなく、余よ裕ゆうのある態度でリードできると信じていた。

　けれど巡のバスローブがはだけ、淡あわいピンク色の可愛らしい乳首がちらりと見えた瞬しゆん間かん、今まで築き上げてきたものが音を立てて崩くずれた。紳士の仮面が剝はがれ落ち、なんとか保ち続けていた理性が吹ふき飛び、まるで十代の童どう貞てい少年のようにがっついてしまい……。

「ん……」

　小さく吐と息いきを漏もらし、巡が寝ね返がえりを打つ。

　愛らしいその寝顔に、キャメロンは心臓が激しく高鳴るのを感じた。

　まったく巡ときたら、可愛い上に色っぽくて、キャメロンの恋心と欲望を煽あおるのが実に上手うまい。それなりに経験を積んできたが、これほど欲望を抑おさえられない相手は初めてだ。

　じっと見つめていると、巡の瞼まぶたがゆっくりと持ち上がった。急いで紳士の仮面をかぶり、優しく髪かみに触ふれる。

「おはよう」

「…………」

　まだ覚かく醒せいしていないのか、巡の反応は鈍にぶかった。

　不思議そうに見つめ返され、キャメロンは口元に笑えみを浮うかべた。

「まだ眠い？」

「……えっ？　いえ、あの」

　ようやく覚醒したのか、巡が慌あわてたようにブランケットを引き上げる。

　白い頰ほおにぱっと朱しゆが差し、キャメロンは体の内側にぞくぞくするような興奮がこみ上げてくるのを感じた。

「昨夜のこと、覚えてる？」

「は、はい。いえあの、最後のほうはちょっとよく覚えてないんですけど……」

　ブランケットを目元まで引き上げて、巡が恥はずかしそうに語ご尾びをしぼませる。

「すまない、ちょっと急ぎすぎたかな」

　紳士らしい笑みを浮かべ、キャメロンは額にかかった巡の前髪を指先でもてあそんだ。

　下半身が「早く昨夜の続きを！」と要求していたが、上半身はなんとか上品な御おん曹ぞう司しらしい態度を保つことに成功する。

「いえあの……僕も……あなたとしたかったので」

　消え入りそうな声で呟つぶやき、巡がブランケットで顔を覆おおった。

　──僕もあなたとしたかったので。

　恥ずかしそうな巡の呟きが、キャメロンの心をがつんとノックアウトする。

　当然ながら、その可愛らしくも色っぽいセリフは下半身にも多大な影えい響きようを及およぼした。

（待て、だめだ、せっかくここまで我が慢まんしたのに……！）

　上半身の自分が止めようとするが、下半身の自分は早くもブランケットの上から巡の体を抱だきしめていた。

「まだ時間があるし、少しだけゆうべの続きをしてもいいかな」

　荒あらい息いき遣づかいを気取られないように注意しつつ、巡の耳元で囁ささやきかける。

「……っ」

　巡の体がぴくんと反応し、キャメロンは手て応ごたえを感じてブランケットの下に手を滑すべり込ませた。

　昨夜はがっつきすぎたので、今度こそ大人の男のテクニックで巡をとろけさせるのだ。

　そしてあわよくば、昨夜よりも深い部分まで……。

　ブランケットの下のなめらかな肌はだをまさぐりながら、キャメロンは早くも余裕をなくしつつあるのを感じていた──。








あとがき






　こんにちは、神じん香かうららです。お手にとってくださってどうもありがとうございます。

　おかげさまで「御曹司の溺愛家族計画」「御曹司の天使溺愛計画」につづいてロックハート家の御曹司第三弾です！　といっても一冊ずつ主役カップルが違う読みきりなので、前作をご存じなくても問題ありません。が、もしご興味を持っていただけましたら、クレイグ×星、シドニー×架のお話もどうぞよろしく！

　今回はタイトルに〝極上〟が加わりました。今まで以上にキラキラ王子様な攻めです。

　キラキラ王子キャメロンが巡と出会い、一緒に過ごすうちにキラキラがギラギラへと変化していくのですよ。無事くっついたあともギラギラしてますが、巡はキャメロンがギラついていることに気づいてないと思います。巡にとってキャメロンは、一生キラキラで素敵な王子様なんでしょうね。

　明みよう神じん翼つばさ先生、今回も素敵なイラストをどうもありがとうございました。またしても原稿が遅れてご迷惑をおかけし申し訳ありません……。担当さまにもお礼とお詫びを……！

　またお目にかかれることを願いつつ、失礼いたします。
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